
ネ三三看級処埋の基，頂楚汐メカニズム

　　bて関て多一遥埋、塗言鏑究　　一．一．．

三三樗



　本論文は、ノ9簿茸以来肩〆」つてミアこ窟究⑳

ま要聯外定きヒめ1ても一 sz・ ??・視覚尽し逆

タ拠ヂ敷翻耀（τ幾え一・ず’

継蔚・約丁丁）旧くみ、喬わ星マ三三ノ」パ9一ソ

託鍼能力芝～発揮レて〉・多．・私しさ本論文レタ万ゾ

て、3っの処鋤癬皆し紛、す、一そ献ぞ才㌔め彼循

羊か掃短蘇式レの、・て％惜し1∴
イ縛わろ、光覚ヒ視力退ラ夫定て5霞循（生ヲ望

ぢ臨縞織鄭べ、の、特徴三等冒彼循
、狛満さ若～〈楕報セ統回し六九藁可3複循であ

6。

・　’輩1章では、本二二め、雇吏正貨景屯証・ぐ聞

題煮繭整耀レ1て夜視覚蔚郷一〇の群恥
ぶい㌔二二彪層的趣幽しくお〉魚一つ
のヌ彰蜜二二の蒋控ヒ旧記三二ヒ》・一う観点ぐ着

旧今回レらバZ㌧・くことし富。マご一つ砺去

・三三ヵ〈見》鵬イ多ヵ・もレ船・嘉〉叱▽ラこ芝ガ



室

　　　　　　　　　　　　　　　、一　　《1ヒ、

あ多。
　茅2章．ズ．は、、心チ動チ三二きう去によリ．、光

、8ター．ンー醗難諌「繍痂つ…繍
贈・」。7叉・そめ．結果．．．マ．・縞子”藤軟偏

罵浸ノ。．z・約．かY賢翻答め．愛三野（．弘の

ヒ1備州． ^“・ ﾈ内で遺径えぬ豚ぼ淀の
x翌細寵め．童竹野（賠のが脊蕨可3こ乏バ

経t蒲． A護と線形聞楡タ．「あ。～文．フソッか
・・ ｴ夜ほ前写して、視ヵ、鹸潜くよ，zヲ芙，足さ嫉

るらい、．ま瓦生後適切・踵感激ヵ導えら

露）」〉揚庸、受餐野謳1経が天きく弓う辱、

童茶野特穫が低千てろこ叉力鞍月ら力尽．掴冒く

．一
禔A了型繍セ、ま童下側マ、この直径め．およ

当3イ勧痴郵Z’三線生の》＼れ蜘知▽ろこ

乏バ明らカ㍉て翁＼1㍉最乏しく、こ尭＼吻結果

望ぴu町回しv・視ヵ、室闘周ラ皮臓卜q生退・
加了．

覧y厳レ馬ま1く、ヒトの解剖掌的データ
誘庫レ、5ト蝋釦の稼諭庚碧してふワで綱磯



　　　　　　　　　　　　　　　　　　lll

の宕言駒寝元能力芝諏面し一τ丸。

　辱3『孝で＼守、三二（霞湯｝益バ秀滋で3六繭三

管tくお、・て、網目葉イ立課してさらず一定、《蛇1動内

ご’ ﾝ》・し二娩制芝かす．倉っz＞・多こ》ゆミ蝋らヵ・

塾猷＼1〈。肥ぐ視ゴレヵ涛あ冨猴轍翻・ぎ処

埋詑乳レ・」．、揚含頑冒輿図煽薪嚢ケ
七く乃玄立にヌ丞運さ革て・v・多⊃・とヵ〈溺らヵ・、てさ塾

7て。ざら嘉く雍華的して菰奇しく処埋さ才kZv・多冨て

うかか窪つらず、処菱蜜で／ぐき遵翠嵐逸プ曽斑さイ

’・ ｽヒミ司じ・正暦彗星得多1てめ〕＜1＞ど零・’梶ぷ国

領ヵ鉱昇窮鋭芝示レ塩諏、・憩押葉
埋、2段循処遡（一すつわちNe15兜べ・％ク）の畜
葉ゴ労え1ぜ、前華道漕致算脳9ラ主意道鴨τ

実ヲ昆努神緬鱗網予冷レ耀黙し1㌔こめ
・毛「ハレズ億、X一う・凝ン．茅ルビ了一う・ぞン矛

1レヒ▽ラ蔚室’翻射払翼・δ替ぞン恥レ聞の

堀互祥用ヒ、蒼イぞン矛、レ屯橘威てヨニューロ

ン間か霜互祥廊◎っマこ魂下め処菱望磯受頭

輿罷レてv・ろ．　　　　　　’
㌧一 �D二子1ド将舞瞳貯親命蓮霧、5一閣コ。誇苓扉窮



　　　　　　　　　　　　　　　　　　．NY’

魔、蒋に継：蒔的：統唐託が可育と㌔弓うアくめの蔚

山詞磐砥山イ午して0収減点、並びしく視覚

建期記権の特達に闇て5下灘t二・フいで…蓮べ猟

．　きず、。顔6へ局苅平準があ苔揚念ヒ・♂・・揚ノ腎

・1

冝Y二　育　
＼♂、

@rζ　　、　　　1司　H寄　 しrこ　見　 え　　多’訂．ノ分一4㍉　イ萱了燈．一旨　変　ノ書ヒ＝　＝ミ画

ゼ顔顎の認嫉く職緬。． A㌔局．

ノ」、・揚念・、：被、験着1て／全捧のイメージ．屯1勺釣tく

繕威せね、でア」ら弓㌔・。，念捧《オメージを正羅

1て丙静繕成で・きう7恥して1守、含．外ψ万5そ

い羊かを｛司詩㌧てヌ丞ヲ嬰で3こ乏ヵ潮¢享z・、あ3＝Σ

バ示でギ1く。　き汽、部ノ鉦と寄㌧分のノ立董関ヲ糸1な

ぞ藷粉三和考しく怒躍レ・」・獄・1柾石翫杷．種ざ

匙・・」、・戚、顔ヵ継電的矛ットフークヒして

記梗輯碇、弓・巧ば、茅2蚤9のレ・もい・
訪、丁弓詐分6（、広さ湾ノ鋤本あ拷ジ犬工～ごあ多こ》

・∂ゾバ粥らヵ＼馳
hゴぜへ7叉。

　フ知師マ〃・ら補熊掲線画｛継臨新
し、そパ瀦芝判断させ撰験芝4そ鵡7交．
そハ結果、／♂伽量費の幌斉・で線画の内溶・、3祀糎

さ駆うヵぐ、∫継詩入力ざい多線画芝、処チ望レ、言で



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ

撹1てさ．アてめし二口＝最：イ重え～勉．朗βのSOAヵぐ、之導であ

っ7て．琴・」栃、蓮瓢ら朽．固視二三蒔
レ〉・→ブイ7汚zごメ遅ヲ蜜でる泌乎があうこ、ヒ箔ぐβ月

ら心’し∵さ毒へ7久。

　フ欠しく、師脚（・卿）め方ラ亥、富・で図紛

複雑寝規定層量翻碇し、室れ確・づ㌦・
}紹施存成し一匹孔マ

、そ4＼らの図彰の再窪あ・画聖再言恕・課題営豹

うこヒし文砂、視覚短期記覆め訪博｝・魅しら

べ・鶴最横演駿結果橘鷹レア文4贈構勧
痴葛紀二三霧《叢遅毛あレ芝提乳卜。



i⇔

15

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔1｝　　　二　　　　　　　　　　　　　　　　　　P　　　　　　　　　　　　　　　　　　l二　　　　一　　　　　　　　　　　　一コ1、

．視覚弓田処浬の基施畝メ1カち一ズ’ムー一．一一一

　τ一一…しで関すゑこ漣学二三寛一∫　．…一一一一＿一一一一．

．本文

旧臣献

図

表

’実鍍

28『「’へ9・一シ”

41〈Pニゾ

1－91一一

等1一一一

一2ワ

」’

轣@上



2
い｝ エ［

冒 メ（1

い1

第i章
　　§ユー1．

　　　　ユ．

　　2，

　　3．

　　4．

　　ぎ，

§！－2，

§ユー3．

肇2章
　．§2一ユ．

　　　　ユ、

　　　2．

皇§2－2．

痔論∴一r∵二1÷1一∵．・Il－1㌃一一一∵一．呈

視覚研究の二二靖景∵∵一∵一一一一一．9．

：神経生i哩学，心埋門サと神経還元三三∵　　｝一一畔　一7

パ9一ン認識め三三一甲』一’一一’一齢　’“一喧4｝2、

瘡三四献1鰐’と三三三二7二r一一L∵．二一．｝6．

下部祖’騨三三埋曽轡！三三celレ∵∵こ一一∵…三

生珈励翌ぢヒノ三才＝フ又一一一．一一．．ニー　一一｝一　『輔畠2a

課題爲の三二し研究目汐一一一一一一一．一．一．一三

引用文献一一一∵一一一一一一一・一一一一3a

光覚ヒ視力を決定す豹機：椿一一一一一37

三三、学的ならびして生捏瀦ケ背景一一一一一一一3乳

三三の神軽四三崩ケ知晃ニー一一一一一　一　一　鴫　一一33．

空闘三重特注一一’｝伽｝　一一一噌一　二一『－‘『職

憂i調加重1痔捜してよ多童容野直径め爽定一一一一一47



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　・

　　ユ．　翻守背景一一一　一　一　一　一　一　一　甲　一　一　一｝甲47

　　2、　、熟二一，響一一　’一一　’一．一　　一’曜53

　　3．　縮累ヒ汚寡　一一｝一一一　一｝『　一　一　一　一　一　“－一労

§2－3，　：盈分電・ヒ彗～播舅：直径ヒの関イ糸ヒ＝関一ξる；按i多育一一．タ6．

　　ユ、　…埋言筋脊景一一一一一一　一　一　一一　一”　一’一四よ6

　　2、喫駿方法一一一一一一　一　’一駈一胃59

　　3、　詫深ヒ予察，一騨一｝　一　一邑噂’　“轍　一一　噛　一　鞠60

§2－4．　2、蔦分離闘と愛寿野頂径一∴一一一一一一62

　　■．・　…埋論二二景一一一一唖　“曹”　，一一　　，～一『　62

　　2一　　『実嚴方ラ去　　一　，　一　一　　雫　一　一　　｝　一　　『　一　　．　　騨　　●　一　65’

　　3、　籍：菜と警察一一一　一　“　’　一　曹　一　｝　“　一一　一6ら

§2一∫　糎二野（蛍塔・舅周辺）、《直径と網膜癩、（二度一一一69

　　ユ，　二丁的背景一一一一一　一一　一一一　一　一　階h鵯69

　　2、　　蜜く喰方フ亥　　一　一　一　一　ρ　　一　　，　　一　　一　　一　　一　　一　　一　・’｝　一　『　▽2

　　3、　轟果と考察一一一　一一一一“一一一一　一一師一曽74

§2－6，　　才寿二型（×一）　矛ノぐンネ）し・の受容野　一　一　一　一　一　一　80

　　■、　　、窟じあに　　一　一　　一　一　一　一　　一　　一　　－　　一　｝　一　，“　80

　　2。　更て駿方法　一一　一一　一一　一　一　一一　一　一一　一一・別

　　3。　髭果ヒ老廉一一　一一　一　一　一一一ご一一一一32

§2一ワX型㌔ン礼膏型㌔沸，レ渡辱野直径の翫枷堺



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

　　　　ユ．　捏論旨ケ背景一一　一一　一　一　一一儲’一，　’一，’一齢

　　　　2、　　ラζ駿〕オラ去、　一　一　一　一　一　　一　一　　一　一　　一　　一　　一　　－　　嘲　『　88

　　　　3．　・縮窄と考察一一一・一一一一　・　一一　一　一一　一一89．

　　§2－9、　巽常環滝丁：ヒくお、拶責導線菊・柱‘《変化．

　　　　　　（工）魂感度ヒ童溶野面積’一一一一一一一一9’

　　　　ユ。　ねビめして　一一　一　一　一　　一　一　一　一’　縣　一　｝　一　－　一　9／，

　　　　2．寅駿方ヲ亥一∵一一一一一一　一嘗一’一96

　　　　3．　編：専一一一　一　一一　一　一　一　一一　一』一　一　一　一一ラ7

　　　　4　馬車　一一一一　一一一　一一一　一一一一　一　コoq

・・ @§2－9　事解粟挽下｛くおウ多童溶野特怯あ変化

　　　　　　（1）廟《楓視眼に需、丁多門方・分存一一一一一｝9蕉

　　　　1．　iさじ㌔めヒこ　一一一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　　一io奪

　　　　2．　寅駿方法　一一一一　一一　一一　｝　一一　一・一一一肪

　　　　3．蒜果一一一一一一一一一一一一｝06，
　　　　4，　／芳寒　一一一一　一　一　一一　一一一　一　一　一一■o平

　　§2一｝O第2茸の離シぬび考察一一一一一一口・
　　§2一〔，　冶D琴ヨヌ：南だ　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一lf5

茅3葦特徴袖下遍響く桝拠運嫌式一「2∋
　　§3一ユ、｝《握1営的つらびに生埋営劇剤景一・一一一「2ミ．

　　．一．．争　特徴；下国ド関てる生埋滲的弓昆一一’一　一　「23



iil

　　2、

§3－2、

　　ユ．

　　2．

§3－3．

　　ユ。

　　2．

　　3．

　　4、

　　ワ、

　　6、

§3－4、

　　ユ．

　　2．

　　3．

　　4．

　　与．

§3一ぢ、

§3－6．

昂．4葦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・5一

特徴：柚動に朗万試’埋曽的知見一｝，『’一一｝　一132・

側方干ラ歩ヵ母三一ず多三三と宗凋膜備、ζ度6（蘭三一「4b

潮脚1一）契騨入滅ヲ　一零｝｝『一一甲一’，一一『r△。

皮覧工でめ側方『；3歩　一一一一一一一｝｝’一｝コ々6

特徴柚財のン確亨的独刻圭一一一一一一…1∫3

…浬論的誉景　一一一一一一一　一一一一一一一rs3．

寅験エ、（方法）一一一一一一一一　一一一一コs9

舅：験ユ、儲蘇膳馨）一一一一一一一一一一・、s8

ラミ駿2．　（方ラ去）　一　一　一　一　　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　一一1∫飛

｝鶏奪2、（縮累と蕩療）一一一一一一一一一妬z

一二論議一一一一一一　一　一　一一　一一rも3

　　　　　　　　　　ヘサ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘヤ
メンタ｝レスキ・《ンニンク’ヒそめ・毛．『ゐレー一一一一一16r

メン7，レ又キ47＝・》グ＼こ眼封門門ヌセ‘査　一　一　一一　一　一　一一16『

神経方瑳弍《甚虎一一一　一一一一一・一一　一一一1ワユ

メンダ，しヌ門々ソニ》ググ、閣下菜一一　一一　一　一　一　一一一1ワ5

メ汐，しヌキηンニンノ《毛rrルー一　一一　　｝　一　｝｝コワ8、

7ローバル毛デ｝レ’一，一　　“　一一讐曹一一噛梱

第3葦の辱約お勘ご考察一一一一一一一一η6

引用頬ズー｝　一一一一一τ一一一　曾8

継詩的毅認纏と視覚撞期記十同一212



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6・

64－1．、込鐘沸9背景一一一一一一一一一一212

　　ユ．　継｝痔的統髄程にっ、・て一　一一一一　一一一　一　一一2に

　　2．視覚倉タイメージと視、雛期門門・冒｝　一一一一一一一2コぞ

　　3、　読書お3び絵《華南二お穿う府効・視野一一一一　一　一　一220

餌一2．ノ顔の認知におつ多刺ヲ貸与ぷ面縛の如果（工）局所

　　　　宿報が券五で多湯合一一一一一一一一一227

　　1，　　｛嘆じ’めして　　一　　一　　一　一　　響　　，　　一　一　一　『　　｝　　　　　，　　一　　一　　一22ワ

　　2一蛍駿方菰一一一一一一一一一一一一一一2∋ユ、

　　3．　1緒：勲ぢ」φ～．君療一　一一　一一　一一　一一　一　一一一一23ぎ

§4－3、亦ケの庚含ヒ認知能カー一一一一一蜘

　　ユ、　寅駿オ菰　一　一　一　一一　一一　一　一・　一　一　一一一240

　　2、

§4－4．

i、

2．

　　5．

§4一一5、

ユ、

擦筆護：4蓋果　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一241．

顔△訳：短しくおウる刺ラ、敦オ三三面霧ひ妙果（豆〉局揃

情報の・」〉湯倉一一一一一一一一一・243

勲労菰一一一一一一　』一，，一一一一一243

緒累弱｝φミ）老壽1“一一　，　’一　冒　’暫’　冒　一一唱2韓

！椴論議　一一一一　一　一　一一一一一一一一一2鱈

網顯老豪変性痘運射てお弱喜ざのyこ較能汐

一人エ咲7襟締制7艮ヒ〃、比重麦．一一一一一一一鋤

蜜駿：方ラ去一一一一一一一一一一一一一一一一一ド2参。



等

7・

　　2、

　　3、

§4－6．

ユ、

2、

3，

　　4、

§4－7．

ユ、

2．

　　3．

　　4・．

§4－8

知裟縮果一一一一騨｝一一’“一｝一’253

三三　　一一一一　一，　駆阜　一響　騨｝　一　’一　“2541

継難処樫におウ多菊闇首鋼同条宇戸1でつ。・マー一259

｛びじ’あしニ　　一　一　一　一　一　一曹　一　　『　，　｝　一　曽　一　｝　噌　9252

蜜：験方菰　一一一　一一一一　一一一　一　一一一・26∋

結果　一一一一一一一一一一一一　　　畠　一一　一　一2ろ6

蕩課　一一一　一一　一一一一　一一一一　一　一⊇帥

視覚記憺の；基説遇殺（Dパターン情霰の獲得翻窒

1くっ、・マ

〔さじ’ン｝に

駅馬’方ヲ責

緯裂　一

－2ケ1

｝2ワ／

つ舛1

　　・特写曲線t⇒う旧帰と曽習蓮及　一一一一一一　一

　　視覚仁丹め器三門霧（正）鳶却孝めラ珍淀お｝〃

　　ヤ青報酬4薯の毛ラ㍉レ　一一　一一　一一　一一一一281

ユ．　寅駿方法一一一一一一　一　一一一　一　一一22！

2孝春果一一一一一一一一一一一一一一一一282

3．　芳豪　一一一　一　一一一　一　一　一　一一　一　一一283

生被短期言乙瘡め毛デ・レー一一一一一一一…一28μ

引　視覚終期記梅く《獲得鍾霧め毛ず1レ　一一一　一一・286

彊278

－279

、、



　6、
§4－9．

　　　ユ、

　　　2、

　§牛一1α

　§4－M．

嗜瞳、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

毛ず1レ《繍一一一一一　一　一　一　一　’　“　一　一　一一287

回覧三三｝の三三…三三（皿）再認・ラ玄ロ謁獲得ちよ

び¶詔樋緩《霞討一一一一一一『292．

織方ラ敦　一　一　一　一　一　一　一　，　一　｝　一　一　噌292

結累　一一’一“一’　’　”　一　一　一　一一　一2？7，

夢4・章の弊約おきび蕩察一一　一一一一一一～90

引）双・敵一一一一一一一一2ヲぎ．
結び一一一一一一一一　一　一一一一一31曾

il　Appeわ。ご～〉ぐ　　　　　1一き～　馬便装　竃　　　一　　一　一　　一　　一　一　　一　一　　一　一　一　一　　一　　322

訥　皆　　一一一一一一　一一　一　一一一一一一一33∫

♪



9

　．本論文、て視覚尊報処埋《忍石楚菱擁1レ（閲博5

痢畷花まヒめ1二ものz・・あう。本誓で、っ条一下瑳

沸歴実葡脊棄子禿ん欝翫バ餐チ回る．

keγw・どd精報労埋、萢親縦、幅島ズ私、獺煙

　　　　競合と協調、：構成主導

§ユーユ．）視覚窃究め厘1史言守肯景

　視覚溺現、っ2・世瓢区石1」わ辻）ぞG・α、eめ　脈よ

多曝探ρ解剖営首開万潔しぐ始ま苔乏言われてゾ

・多qe伽一階の。レガレ視覚糸め厨鯨ま、

3世紀にブ」フて』ようぐくマラ1ビアでの飯料静

石蕨ヒして進幽杓く。
　眼光蛍糸の厨甜瓜kep癖（ノ6クソ　輻　／∠3∂）匹さ

るえ｝す官ひラ子堕の盆見区3．でざら区老歩レ7く



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ。・
　　　　　「　　　　　　　　　　　　　：i．　　　　　　　　　　　　．二　　　　　　　　　　　　211

匝ぐ、網膜凸解剖沸｛聯動マ！7一．β世紀四，

て｝ラペ＜三三さ灼く（し微we“h。eヒノ6ク娼

B砿zzl、ノ7ぬ）。一秀、親神経バ視）覚一丁広丁丁

でる写ゴの老蹄、っ（；二七lol誌（／鰍）区して、つ

・レ撮一詳しく託毬ざ碧等。こか物匹．9世

紹乏ギ、、《運絢煙曽乃く創拓斜・ゐ穿ズ・、親覚

の窟鳳つ主ヒして、廊一堂潅毫宏盛贈茄肉

フてつづ匙＼てさアニ．

　電気実隠秘％緩甑ノタチ痔のk輔e浮｝
1・ ｽ矛つか紳経細面乞嫡穫〆｝。て飛鵡9胚

老心誘ろ．嫉ゆ謡曲。て．七一め神経細
胞っ綱藤の蒋足願或のづンレラプト芝痛点レ

マベろこbミ明ら舜・区さ一夢ア｛。

　．縄覚急め浄一勾一耳輪恩恵勤望瀦禰
履匹わ一⇔一千の孝・重バ頭ら，・区類＼ア＜。

　ユ、冷をめニュー秘ン《協か斜・わ申弓
　　　Wlebe胎のラ去則区従う。

　2．網膜揃び’銅則繍ズィ本のづユー。γ、つ

　　　蜥伽面忘舅てう蘇惑乱的なコ〉ト
　　　　ラヌ｝一．韮襖註らレて・〉・5。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遅

　3、親覚頒＾づユーロソロ、で賀隠・演
　　　向〃、4頂暑〉濠1溶舅薫zち．線あオ向一乞

　　　夜指しZv・う。幽
　4、矛箆）覚ジ，一・口γ、っ、向酋旨ケナ3コンレラ

　　　ヌレの強訊笥｛4r81～ラ。

　一♂、づユーーロゾの下県ど》。マー部“感覚

　　　　・矢ロー覚ヲ見事ヵく、虎威1で齢，う多。

　こオ・ゆ知解臥む肩ごチ豚め託莚繭冬
雄レそ、・ブつ、彰動纏1彦匹新レv・方向功惣行

．湘。ア％望檬、自噂で・1御んゾ％え励・て
▽プ∂カ・，7く孝享認望間駅馬署受）飛、、τ＜厨疾ぶ1数

㍗く報者ざい芦。よ．記6（拳千軍の手フ茸口、

版t禰毫R薦尉（．郷のメ～鋤ff（．％の一酌匹

逝葺尋うY怒気｝ラ。〃皮ら｝つカブトガ’二《護毒

’で・見v満一ざ歳ヘブくz固耳浸間4＼イ則抑帯1レニ渉フて凹瓜じト

バンV∵鋭明で編脳幹レア・．ひ後纏
そか，瀦視混象乏勿一碧ブめ職生乏ニューロ

ン簡の帽互祥用匹｝。て説明謂試みみぐ、欠乏

㌔孝艮者づ船ア｛。こ船らの％柔鯉口矛申孝蚤髭乏、主

義丈ぬe㈱一red犠（沈1踊5瓢）尼蒔、で才kう。



　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ21
　神経髭元董繁～汐銑厨屍《申区う、tづ。妥り』

潔！《づユー切γ6〈蒋・｝圭とづユーロ／謝ハ才ヨ

貼附、吻ぢ倉知脇豚召彪明し｝一箇
多脳めヒ、ノi奇テケ食｛1〆｝づユーuソ．細図芽寺違：し二」

湯．て『ﾀ謝儀「多｛、‘（．婚くめ5　．　『r

　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　いマオ　レち
イり．、矛昆覚宕、め蛋煙浮的朔究区｝。・ご／タ60耳

1鱗、心鋤縫聯繍寝幽v、てう、旙報処弁
メカニズムの万拝媛ヒいうニセバ、つ，｛、）Y『磨

1・ 狽Pつ・一途＼て背プく。

2．パター∠認謎1へ調咳乏

　－雑一盲玄埋毛碧く画一三縄綱くし7ニリ、蒋

徴線ノ挑抽錆て擁菰レ・君翫る面兜菊画イ象処

噸（醐ep鵬つi略）一団寿斯く碍励ア話ハ
しでパ．ターンハノ1＞類該測同定の一ア｝レゴリズ“ム

乏蕩亥ろ厨憂をパタ＿7認識〃、厨現』好ぶ。

ヌぢ言忍謁ll暮置花最初〆イF威し匹《、っ、　P’イヅ

　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レめタウンユソ7て一ノアユ，タエト、入こ、ヒZ・’ある㌔ノタ6ro∫ト

・バい入．マ）盗ん区こ〃・、分野“・領髪が・3でい7く



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β

．そめ縮茱バクー7認識《麺プ望口、綺徴油

跳旗翫識別家定麺獲区入別ゼ武・う二一砿
之言怒めら婚、　そ、トぞ㌔と＼数．多くハ　アルづ’リブ’ム

矛・％乏ら碧く（泌1う．砺ヵぐ固区ガ、繊毛

レタク房φ・ら務焼場刷くり飽せ福の計算機
め．

ｲ馬齢哩フ㌔張分ヒし諏ソエザ’ら
誌＼7く，

　　こ《豊野で・《1っ《重專プ3陵戸、つ、ノタ如与

バ瑳国画で・茄め蝋㌔／タ〆膚（；猷ZY蜘区さ。て疏

・廃1醤＼瀦云ノアクの〆わて熱）搬瞬く
嶺み冬の世界（し1。◇kw。ad）の言罵識z・猫．コ

・油ろ楓2断て、ズ｝ラ区互》・ゾ董・3リ倉、・遭

うあ・る纏み冬ハズ、欠元画隷移柔「レて（影め線

診ノ診めて）孝豪め正しv・爾：菊くて4舌ブ｝ラデ切グラ

・ニ ?ﾌ再肖溌で・；あっア｛．　配置z（／タク季）、マヲず／／：漣書

誌象《三三：橘ヌ7く（）図3）．フ欠kT勲橘

えろ曽家《4旦合え、↑物着約才旬束ヵ噛い耀憾

ざいう．ブ碗烈イ蘭4翠オ・てさう・3組織・〈、つ

別送・ハ、．、こ《｝う・∂物遅ψ勧訂魁差郊

Σ無実あ線の繧滝啄念体の組合せ擁。“以じ縛、・



＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’午

寺カミ蜴らカ・にゴ灼て（図ぢ）．ゴら区頑鳥鷲且

命イて域諮で3買り両有芝櫨バ揃巌終欝
メ、つiつめ踏影到i記レブく．

　彼のお菰野・畜尊・3こヒ1船町丁の3蔦Z・ある

ウ　　　へ

　『ユ、切割悪才蘇券イキで％逸昇入壱＼ろヒ可能

　　　鞍花葱速いいイ躰ろづL毛赤しプ〈．

　2、局酋倉《1区あ〉鷺v・っ旙馬弓℃わりとグ・

　　　関イ都・り倉逸才して矛要しつ、・ワ蓬一解

　　　レく夢コ髭〈雄る。

　3．旋求、簡題締蔓蝶蝶錫セ蕩柔ら貞・て
　　　＞7二劉の清報警手重纏1的レニ取リ入躯7く。

2の方払っ、そ《綾犯緩ラ玖（磁痴。憤粕赫ト。d；

砺麟副就誌．／タ％）ヒして発濾レアニ。

　ノ烈初期～砂一γ卓識で罫書徴・♪クト
（才者履；〔ベフyル）φぐ、姓フ欠気ゴ者4多（室間の、ピ’め湾貢

滅匹入ろ刃・残照昆て3彫去が’四滝・てv・1二。

こ毒Mっ苅象バ非彰踊ゐ観船ブく旨、っ看効之・

あ覧て球震雑！∂蘇翫帯鋼パタ・一ソや対
して、適U裕らで、，・フーソの備あを逼雁匹



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ5㌧

託延づ編琢帳践ゾ7〈．ノ％・耳《’から備善

φマノ・・ダーソ認鐡ハ訴巽力ぐ：芝あ履∀‘八’ゼめ

｝う月ゑ冤影馬丁日へ、づ’｝、・の挿・むMつ今慣

ぞう再とん㌔ごわズフてゾつ、・。備髭L言忍諭～の難

ルで董孝尾（．タ2の、翁又《｝ラ匹歪バて“5

　．「ケレで鳶ヘマ〉ろ循憲間めマツ裾グ域
うγこ、1｝、ビラ　し1二ら　；｝㌧・1メ》・レ〈／フいマ、つ1イ｝」ζ・メしと：’

移、腐ラ去バつ〉．こ盛M砲稽髪弦菰め揚念う
1． d’ラフ才昏昏，ハ手勢倉匹勿、・て｛、、司ゾで・あろ、　グ

ラフ宿竃ゆ・・鞠でρ唱嘱tiい嚇呼蜴
・うめみ之・あう．雨粒の：振て肺・るという野

馬、灘レv・．な体《構董！評埋物1月で3ず

ぐ．ツイ，グゴ；い・ラ昼鳶ごズ7〈マ，毛て・β
．・ 塔Oヵミ日＼7d薦之う、野趣ご鶴二拐〃い

．…… ｢ギ誇）一…・　獄・、二つ、落ず師・

つて㌧、る髭楓バ橡物を区別可うレ。7二る備苑

部丸い弼郵・琢賜こ壕であ3．黒い言三笠
、ゾ酔翻混η、・で昏7勤声〉警巡備惣
》晒イズ控総別可いだヤ冷・ノ訪《い3，マゾ



　　　　　　　　　　　　　　　　　／6

るガ誕r｝ず霞湯て苓・こ・乙ガあうう．そ、《計量

御一孜浸吃導〉蔦3っY納拶ガあう．うし
イのコラア∂下冷ヵぐみつからつい揚命、赴捧の

備髭．バビの緩蕨以でゾうハ多・、o、a瓠じ棚制帽

・のイ申孝循乏な今織ヒしてゼの綴雇石デ3のア3、丁磁いぜ

プ巧η、・か石則ろことズあうう一…㍉」

　パタ＿／認：識勾昼下から以、rFめ葬エ質がヲ且ら

ンウ　レくさゆ　アくむ

　　局曽的なコントラスト芝検翁で3∂うな
・・ P純・’ξ然：でしま、画／陶冶・ら特徴ヒ・」多輪郭線

は兎狩で多ことし舜可能ゼあ5こ尼試聴らが
してさオ＼1需禎雑1∫光景乃㌧ら主奪ノ」輪郭綜モ柚

揃多1こぬ＝し書封窄め知儲越餅示繍ξヵぐ、蒔

ぞあ蒼♂

3、粛報ヌ昼ヨ壇、く理汐逸冷麺、ぐ多望汐

／タざ。希灘痴μレて一《埋削別の分野区

瓢、潟町きブ渋：革バ見ら蟻＼7くざそ議・、つ、人間

髭「 O科の楕懸口護イ野レ、貯：蔵て3・心寄即処運

須ラム」肋・」し、砺浦報謝里《5跡呈i



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！7

L処理猷＼ア（楕報の「才縦」＿㌔、⑰理論

｛焔燦レ抑い三毛のこあ3。こ《｝うη
訴薩、つ」青墨簿卿マプ駈裾乃＼楕報処
霧・心事執事、酬う。こめ劫・汐フ㌔一予
・）つ蒋協群ロ磁望郷臨イ避＼論・腺遷んで協

礼私自身1っ、前臨麺ベブ〈、ぐ多動感耀齢分

垢瑳密、、て汐エ記のラ・泣揚ヵ・ら細め、ろ揚

念＼4暴馬細望、心霧曽ヒ略んで・＼・る．れ・ヲz・

今わ楢ズ衝庄翔循襲でhっ、人聞花－
・「 x｝ム。トし◎x」セみηレ、〉＼．カヒ飢カバ聞祷て

しらべるレ・ラ秀全て髭め興貿宏1く。し7。

カぐ。マ、万国之・・む・∂＜測翻7重識（爾一

二悌漁t15崩じ）z・’あ、ア｛。

　一方．言線蜘麗汐、つ己《馬首ごあ3．認知

、心付汐ゴ、っ、裁浮ぶ

　（i洞門知。で・・る幽・（wh臨we　k醜）

　「㈹そ嬉・窟のう帰尊い獲4駈肋乃・，
　　（how　we　k葡w）

いウ翼下屯あっ力吻．規潅こめ冷㌢号て・、、コ、

レ鳳一』◎x飽％ヌか，寛全智孝モラ蕎レ、ぬへK



　　　　　　　　　　　　　　　　　　／2

カ、瀞．マ、処耀適緩ヒ稽報猶菟あ解嘱ぶ主アて

うヲーそ壕ブ3，マいう。　耳体イ到芝添・《、→’

　G）墓門《．矛重類ヒそ磯・り《霜互祥甫

　（iP知識の無死

　Gの記気疲意め問題
！∂臨 ﾇカぐ瀞・デら壼＼る。

　精細処；埋的了デ平門テ沖ミ盛ん〆プぎ，乏望7て

一匹ヒしマ羅毒薬識認響バあず瞬＼う。構
老生致的、観劇二女で、で、石動冤象（可つわ今

・みノ脅取直）．口直蒋寒寒で墜つ、・探層矯苑じ｝

。そかきおこくいる。しブ・φご，マ人閥繍私

ズニめめ〉か・」う御薗葡命尽うラ渠雨霧苑1つ茎・ダ

グ超、イつらずそめ繕…老のノ発見バ心理曽酔究極

葡冒霧とつろのこあう。認知、く1理ぢ卯分鷲区

．ガ▽で影、蒋v（雲壌湾間め厨堤矛・らそオ・渉で

のイ黒蝿ま裁艶麗菖ハ銀玉バ霜橘ゴ痔＼、渉ソ能

勧静」処瀦銘しマ人蘇み・珂ベミ波〆
気バク乏茄め瓦Leo編（／タチの、アitt駄5海r

（．タρ）の厨究バそめバ表初τ・あろブ。

　規表、人簡め庸報処埋短擢口葉組菌区図6



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R

い示遍）〈詳う区つうで〉ろ磁気らき・ハ・
る．▽う廻人簡4・宿報処埋釣’マフ．ロー3・曽非

営ゆく隠釦畑・卿Z＞ろが最梅擬づンピ
ゴー9暑曽考鴨z晦囎（／タク6）の言箪朽野レ

‘乏賓く。　「人聞を重三処ゲ望ラヌテム地み弓マ

こヒむ・潔本rh人間腔顧姻去ろ二h引つ
つら弓v・。カ・乏．　て、人間膣、（！局琶ゴ芝」ン

ラ摩くず望解て3＝Yレ・つ弓がソ、人類く・ぺ貢献

を一吉　る　二尼レ；つろ♪・予　し遭＼ア7㌧・。　ア乞田　交、づ’、

一！人謝め霊1確花埋解つろよ一い．人間芝庸報処耀

体乏してあっヵ吻擢論バ説萌レ蒋る毎）磯知
ろ二尼｝コ．電わ、めで「蓼辱：であるr」

　！蔽区褒頭」豪吃ヤガ稔でろ』視質欠‡覆バ窒じ

、矢洲塵Mつう．▽願う警豪的親麟ζ樟
雇7尾うワる。／方、千部1覆」頭、小花や紅軍奪「∫る乏

、親鰍認紘ずる．
　親覚イ言考ひ四隅、っ、そ一ず茅1フ又視雨樋ゐ・ら

膚脱読頒騎交OA＋OB知っ／蛎ヤノタ窮）膏蚤



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20　一

て、千部濯、1頭回Ph頽勇（37勇）レベ芝レ、　づ

ら区丁匠彦重霧（え〃す」～／勇）匹〉・’ノニう。

　千郡／則頭葉バ、視喧‘（パダ，ソ博引’匹重享
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　で詐鳶頭営め二3一百γのマ、く、窯・！垢レの

寺（㌶糊しア話め）レく《以さく鳶．庵駕己
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ノが5物騨ご、喬辱逸書囲涛昆か腕源、。鷲

レで！っの杭体癩客亭禍（分5認議岡、ず
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　　　　　　　　　いノ膏＼．3嗜痴（ひ粥臨明ら由σ七二
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蒙し㌧・彦勇むく見気ヲづ」㌧。　D砒wiY、口下畝ぬじ1＄

働tb、岱し（留敵鑑そこの二芝バ薩認崩＼7く
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∫心く’ O明弓薫，バ汐〉。む・、？東ア。しマチ財ひ
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’



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2ア．．

浮動可るむ・、っ頭ら捌くつう2・易ううし、部分
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惚之鑑、く老夢レて卸又．そ《百繍つ旛三叉チ蜜

磁霧（F陥5）斑戯誌・1く楕郷磁tC
伽撫の1くっ、・で寅般データ屯蚤俵推定て乙

｝ラ・」蓬論の閉麓であ乱函嶺レベ、レヵ・ら記

臆レ痴レうで＼親昏乱コ才蔓維プ蒲層ラズヲム

ぞあ3野洲ひ彪．島くお、丁る暦本的処運糠
氏’言明ら捌くでろことが本論丈め葛6マz・邦

＿縮く塾だ鈎鰐革一期k、・う蓋垣劇泣．
て諭イる。

　茅Z畜で甑光ハ・タ，ン蘇申孝釜イ講1咳捜

4㌶，痔器部、くお、丁5処ヲ蝉イ立であ3襯殉

’
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寵ハ愛餐窮特桂と亥め霜互存用毛、ご遡物耀営的

弓旧くの明励・ドし、光ノ・・ターン。・ら神経

イ鍔八めグ・一バ、しつ動魅究ハ答誕歪与え

　ろ（図8）。

　鷺3茸で、て蒋徴狗島…適孝望1（お・丁多処躍才蒙戎

エくみ、貿、心躍学的影去1くび，て明励・1るし、

瀞老そ褐董回路綱毛4㌧巨堤，豪て3（図9）。

　夢4章乏・、噛継崎的i綬、四過矛望L視覚短鮪記鹿

の講蒋楼蓋く！フ、・一Zしらバー視覧Zメージめ形

・・ ｬヒ喬却の麺耗1二・フ、・て芳痴盗ろ（図9）。



∋3

§1－3．　弓：1）年i文・献



                                                              BLt-

i) UX,JG--(i978) jMJk?IEE¥%-fHth2fSlielff -mato-IJIIeiualif}gl}gsc -

   reljpag

 2) Barlow, H.B. (1972) Single units and sensation: A neuron

   doetrine for perceptual psychology. Perception, a , 37a-394.

 3) Mtts, P.M., and Switzer, G. (1962) Cognitive aspects of

   information proeessing : The familiarity of S-R sets and

   subsets. Journal of Experimental Psychology, S:LLt , 321-329.

 4) Gibson, J.J. (3966) The senses eonside]?ed as pereeptual

   system. Boston: Houghton Mfflin.
                                                  '
 5) Gransd6vff, P., and Prigogine, I. (1971) rwhermodynamic

   theory of Strueture, Stability and Fluctuations,

   Wiley-Interscience, New York.

 6) Gross, C.G:;-, RochatMiranda, C.E., and Bender, D.B. (1972)

   Visual properties of neurons in inferotem-poral cortex of

   the macaque. Jouynal of Neurophysio!ogy, 2L5 , 96-111.

 7) Guzrnan, A. Q1969) Decomposition of the visual field into

   th?ee-dimensional bodies. In A Grasselli (Ed.), Avttomatic

   interpretation and c!assification o£ images. New York:

   Aeademie Pyess.

 8) Harken, H. (1980) Synergetics: Are cooperative phenomena

   governed by universal prineiples?

 9) Haytline, H.K., and Ratliff, F. (1957) Znhibitory interaetion

   of receptor units in the eye of limulus. Journal･of General

   Physiology, l±9 , 357-376.
,

10)THinton, G.E. and Anderson, J.A. (1981) Parallel Models of

   Assoeiative Mernory. Lawrence Erlbaun Associates.



                                                             3S

M) Inui, T., Kawato, M., Suzuki, R. (1978) Meqhanism of mental

    scanning in foveal vision. Biological Cybernet±cs, :Lt ,

    th7-1 55･

i 2) %S tz --' ( i 97i ) Jillill tz Xes･v. rvf3iEJEny ig at :l!£-i , L5 , 7i -86 ･

13) Kuffler, S.W. (i953) Diseharge patterns and functional

    organization of mammlian retina. Journal of Neurophysiology,

    16 , 37--68.

G4) Le Grand, Y. (1975) History o£ research on seeing. In E.C.

    Carterette and M.P. Friedraan (Eds.) }Iandbook of Perception,

   Vol.5, Aeademic Press:.t'New York.

I5) Leonard, J.A. (1958) Partial advance information in a ehoiee

   reaetion,task L, ;Bi itish ,Jour'rial :o'fi;P'syeholo,gy,''k2-- i ･89-96.

16) Marr, D. (1982) Vision. W.}I.Freeman and Cornpany.

i7). e,fiL II;l (i979) "Eb6Sl.,!fkgllfiFN.i･,i.iE:;}gSl)t--,psN-rs321fl]iXS.

    Ell!111}ilglifS"ii'igZliYl2;klr)JEfrSlggZ-!l AL 7g-8o, i-8.

f8) NDrman, D.A., and Bobrow, D.J. (1976) On the data limited

   and resouree-limited process. Cognitive Psychology, Z ,

   44-64.

19) Pitts, W., and McCulloeh, W.S. (a947) How do we know

   universals: [[llte pereeption of auditory and visual forms.

   Bulletin of Mathematical Biophysies, 2 , 121-･114.7.

20) Ratliff, F. (1965) MaTch bands: Quantitative studles on

   neur}al networks in the retina. San Francisco: Holden-Day.

21) Rosenfeld, A., Humel, R.A.,' and Zuckey, S.W. (3976) Scence

   labelling by pelaxation operation. IEEE Transaetions on

   Systems, Man and Cybernetics, S ,'420--433.



22)

23)

24)

25)

                                                             36

Szentagothai, J. and Arbib, M.A. (1975) Conceptual Models

of Neural Organization. MIT Press.

Waltz, D. (G975) Under'standing line drawings of scenes with

shadows. In P.H.Winston (Ed.) The PsYchology of Computer

Vision. McGraw-Hill, New York.

Weizenbaun, J. (1976) Computer Power and Human Reason.

W.H. Freeman and Company.

Winston, P.H. (1975) The Psyehology of Computer Vision.

MeGraw--Hill, NewlYork.

t



37

茅2葦　光覚と視力玄素定一する機構

　轡わ認覚堵視か圧の茎無冠感塚短
が・」参機構匹5，マラ矢泥さ喪うのかとゾう滋，

・匹1フゾ2霧藻’ずう。

keγWO卜d　l　R；CCOのi…宏則、愛）翻直径、（ジF’F、榊ユ野．×釦耳乞、

　　　　Y細箕乞

§2－！．心埋学言鰍」らびに聖蓬［汐倉な労景工

　1と’覚・ぐ視カシ（蘭育を厨覚、（雇～とπ景v・。か

世紀の矛η頭：、光、が短了首ひ激咳屯む驚っ乏〉う

：＝とク玄明ら炉匹〆」るヒ）司商匹、4意釘婿｝頂飛・ヂ

ズ1τv・つ露▽恥曝の光量3（｛σ℃Oh）バ離し入

此しrゴ光覚が室ずうのかバ，厨厩さ☆～μ（Z諏ヒde㎜．

keY、，ノタ〃釜3　VOぬkセ雪es，！タ。ク）．　こ6へようプ」光覚

蘭匹蘭てう、》理物し国営前浜究17、　そ・の抱主埋

曽事彙尻ヒ比較蝋吻バら画素レチニ．　・

（脚注工）　乾敏飾、三有省（．タ脚♪宥》ガ、乾敏飾、三蔚指．

宮本礎葎（／92／）．薬鋪



　光覚蘭匹誇、すう1や表詩ジ」ラ去濃薙1コ、ス～ICCO（，身

クク）の菰則乙・ある。小芝弓光貢ノレ＜封てう明る

さの蘭植毛1屯側妃てう乏、光寒，め面宿Sがあ

う噺、界植Sc以下ごあオいぜ、

　　　　　　∠Ls一一定
の蘭祷、ヵζ考耳ら妙う．こ赴、2、光エネ・レギーバ

彪左〉斥力∬重＝Σ飴でv・疹こヒ屯示レマおり鳥CCO

の多去則と蒔、ぜ必Zv・う。sじ17、v｝sααt朕縞

（嗣賊t、ノタ62）あな）・、てRICC・も僻aと爵、ねt
、生船z・知ら叱・う縮蹴、悪re。epヤi＞e

f｝eld　cen厩）幻訂鳶し乏v・う。度糠網：膜神経
管四竃の蜜餐舅マ、忌尊おv，マ、っ、πlec。のヲ無

力～素立マるのこあろ（C｝e、傭d翫丑hど。†トCα曾e｝1・

．9躍）。

　以獲、｝ヴi戦馬前揺駿匹｝フ2得ら添μデー

タと生埋汐静デ㌧クと玄比較雲呑てうμめ、

窓ず葉物の蜜断章的知見周回Lあでおく。

ku桐e派／葦子の匹｝。同論し類（矛のめ津
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一の紳霧労細彪（こい隠網霞“、歩力細寵ぞあ

り、　そめ楕暑、マ軸豪’毛伝矯レ・ギ継才亥z・・あうタγ

z則膝下彩卜匹蓬でろ）ρ主耀浮葡崎牲メ、コドめ

でヲ月ら知・影ざ泣声い図ユ。，ll）。老☆＼匹ぽ建＼、で、

一：押孝鎗や土塗乞、携～）繁々1（re㏄ptlve予ield）ヒ湾、ね、

覆鉢篭工の崎妃の髭面肉レ（総身寸さ壱・アこ光匹遷

してのみ鳶餐筋。可・♂わ巧冶毎夕系呈賃袖

龍1つ網腰工の崎昆の西域《み冷込づクレ2v・

うめz・あう。．　　　牙μ亥疹好のフく賃さ、っ背

景乞〃、i三韓屯づ曽4、で月・ざく1」う二㌧う朗ら引

墨iき・一μ。着細冴乞の蛍秀野、窪伽蓉π、ヨ。干f、及

鳶（卓，滅すう％刺激め蔦（Oh）〆元・僑てう《バ

on及鳶、ラ威（0晋）一斗・幸すうのび0日明飛’ぞ

あろ）めゾちらヵ・甚発劣でう1和ず｝1『・形・の機具

賃賠款、ひ賠緩みら☆啄及応と、コ通の

の｝嶺性｛育考っr～M・る（kぴ什lehコ彪爵叉ぞ’熱0γ、ヤギ

、》’型，0什ギ、▽型ヒ泊イ穿、すμ）。1県警詩好こ



ヒ影、　こ〃、両型ヒ七申、▽尼周迦．頗滅び、ゼ賠ぞ

恭パ剃激瑳5ソ1獺互移紳削レ含ラ。育デ」的ち

、髪屡野面播くの光曲射｝っ河らの反たゐ生り・

プJv・か、学、▽あをv・、っ周1む頽滅ハ）三芳匹のみ

刺激屯提弄レμ詩ハ織元つり・〕・さv・反心・が生

ゾな。

　〆芳、Oh・ギ、ず型、　0干f申、◇『型の痴類ヒ、ヨ癖

馬、視乾刺激匹封てる及鳶ヒ面諭め宿払電浮立

の伝導怠癖ガ5．が細ヌ乞《天国さ痴・ら3・纏め紳
・1 ｬ訴孝醐包が洞髭さ爵貿》・う。茅ユ《9イブ、守

×鋤乞ラμ、っ将歯型公爵（SUS掘ned　ceのと

・8ぬ＼揚の2・あソ、茅2のタィフ．、つY細泡

昏μ｝2過両型届出乞αr久Y、りie蛇ceの四糸づ淋

弼《ご掃．茅3のクィフ．日w≡細飽鱒、イ幽

齢でいる。×恋病腐伝導」蕩、度め遅V・C添り20〈’

25嘱）細v・軸承起将ち、静エヌポリレ光に対

レz将続酌（5）6t猷lhed）つ笈瓦を添す。芝ら匹

、この細寵、7比論前ノ）・芝ね青馬衡退官ち、抵

鑑の刺衆柔多動〆丁く及沌でう。　　・

　こ塾影尉レぞ、Y細論つ菰導露忌め露v・（
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細甘一43％）云v・軸豪を・涛ち一鐡生（でヒ傭う｝e浦

め原声・逸示マ。さら必、この細嘉、コX翻胞3

り云きrJ質溶野玉斗寺ち、ジ広v・髭｝菰の顔／激孝多多ク

：鋤翫元’済砺．マカゲず・一盛経節細意・さ

、26糎類匹命、すられマv・う（De呂。照s†eh。と

α。αrαs，，タクの．主プ♂うめを表1レ（示彫室鯨

蝋重痔持（De凹㈱S†ehσ、ノ〃の冒嬉邊度（

De図0γ、as†εr｛0ら・／タク6）メ・・ら・　00｝0｝一一9PPOheめ†

型ニューηン、さ×翻影z・あり、しド・αd－bαhd型

1マYl細〕胞～・あう；ヒバ明らね・無くオ、アニ。ω10ド

削召｛7つ0ず干及ノ薦・を、起全一す。　』博ad一しαhd型ニュ

φ鱗怯っ）司一ごあり、しヵ・わ鋭く，り／」v・。

』poo　d一』aハd型】2　Z焼釘、よ＝め錐イ本から孝輿’奮枝グ・

入カヵζあう』同蒔レニ粁捧がら毛入力ぎ痩rγマ

v・を（α。uヒas，／タざ8）。ユ種蚤貢の蔓穂から喫灯

柱の）＼力感彦、ナし。マv・かColor－OPPO配h窪型．
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ニチー百γ、7、彩猿努野《入きさカ〈3、6’ご

、網蘭立置ど｝らず（漁、＼」’度0。1・》　20。）一定ご

あ夢。Deト冗OhαS十eヒ1σと（｝OU搬＄（．〃の口、こ

謎ら4、営門一耳ンバ：エ梱め雄棒から〉＼力菜愛

一1すマv・を幡d2et躰h2hOh　ceUがろうヒ堆測レ
7　・〉・　・ろ　。　　　co　loγ、一　〇Ppoやつehヤ　　型　ニ　フ　　一　『ロ　　ひ／rン　、　　芒二

色光刺激2・、っ萢）常ひon一ヰ1、心’型あ壱v・、マoFF

一節ζ型ニニ嘱ンい同様に盾動早る。

　／画塾v・頑飛レベル匹わ・v喫、凱ネつの神経

1潮雲戦野へ幽町制斜ζ減ケし・見
が、す二痩寿野羊・心惨直姪ぶ尽きくηろごとぶ

知ら、≧～マ〉・う　（Baめ、Owら、ノタぐ7　♪メ～o（おec　k　　と

5伽e，／鮒；三乱すh一鮪el臣R・しs・h、・初
’ザル’ V、神経御細寵睦押v・7乞1司様め孝実バ纏

病めら蝦v吻（Wiese、ヒH駄』eし／タ6り
凹αrr。CCO、ノタク≧）．レかか応答め潜爵胃甚く

ア・
ﾝ　、ノ　　（Leviok．／タク∂　）　、　梼1宗売卜‘ハメこ：’暦・1ヒーず　る　｝

う〆拷（C回α耐ら、／タ刀）。こ郎君対飛し

てヒb・毒野rく瞼砺、蔭闇）司艇鵜キ桂の抵
プ或で6〈遜下が見ら蕗ねく弓リ（kし1レ，，9ハ）、
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ブリ、ソカー奏痴越下し（5締†払，／タラの、見

が秒鰹さG心鍾的匹知覚翁へな熊さの
錨視）喫内聞周疲数が天華くつう（W融，

／タ及｝V津s抵とVuoヒ漁eい、ノ〃6）。　浮ア亀蟹潤

一加郵遜域が広く！昂（簾ze胎，．鮒）．　a、ezeヒ

（ジタ6ぐ）、7⇒7、、ご）属2・、、、｝貢メこひレバ，レヒ疫i間魂送・重壁質亥鉱～

の蘭係屯調べてv・ろ。

　託匹…西バ露5わ匹P1伽kパ量5板・説び骸て

イ〈“ゾ、じ予が知・覚で・望う最ふ彪量51蓼〔び側

定，て齢ヲz。　ZWαヒde糊ker（／タρチ）、っ、2ウ1＞1ぢ0め

必聴5び銀睦〉．痔Mづ嘱。〈知覚ざ飴を』蝦蟹し

てv・夢．ラ初』期《爾屍ご・巖む精雇《商い泌、つ、

＞Oh　kセづes（／タ。♪）4・うグ・～’＼3∠ト！＞683固ヒいう

貌桓である．…亘常、肉ゾ諺｛芝か％むく麗蒸く船

マτ、そ飴バ闘イ割符近．であ誌＼ぼ、％覚1っ，；霧孝三

的睦生ゾ、見夷μり尾え〆ノカ・フ熱りてろ。庇

菜、老覚闘めレPらぎ1り童房）番履1め感度‘（申り

ぎz肋械％柔困▽窒μ。レね・レ、He。冒
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らし拠ハ認覚闘卿らぎぬ宙し岬1激渇
の晒ぎ’ごあ戟諺気、苑凱櫨ずをμめ渉
1つ、禰島光量3ρぐ網曳浸餐）番砂畷収さ晶・

1イ｝繭噸検訂レシ・．こ避・ら妬心屯脊景
亮が丸く・3v、鰯鯨ぞ協冷覚闘2・、一椴誘老対

・蘭（0』5。｝鵬柵esト。1のと好、歯・をう《～・・あう

。し和・い脊論りぐ明う．浅亘％覇、党瓠蓬
　い｛う払め匿、つ、）・ク％ラブく一き理工柔・レギーが亀

，ジ彰客・」る．戸帳光の明偵（のδソ％刺激

ジ（ノエ）びど塾おM明か考古Mイ顎覚ぶ室ずろゐ・ぶ

簡糎覧ろ．こ《植、っ鼻嵐闘（…η。re脚↑

柵e＄ム。1の四三飛躍．背孝。くノ〃。伽の明凌

減等肯馬蹄鵬さほ）呂勧分筆（ム1）あ関
オ系、つ比：イ碧レ、　こ強し、っWebeγ・めラ二丁ヒロ手、づ㌦卜z

．いう．B。u脚（，9’小コ網膜め：耳測70バ立置ご

孝乏；狩蘭．痔α04弄ケの閣K渉の藪執賢母～、老量：5バ’

2個吸収さ詠オMずよv・こと屯昆v・舜更しマ）・る

。　しη’し、　B｛λrbw（／9めβ）、料（Lne†、凹aMo††　と

1≡～od6eγ・（　／96’2　）　・　　Boし《τna】（　　　嶺　　B｝okhu至s（ノタ5く之）　一　）し！e6de

（．タ’β）らのう㌧、プ孤網劇立置z・、マ、面蚤
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3伽．、レユ．の髭面烈冤含η〕墾飾弓（で9

むちRiCCOのラ玄則）が）成立でる㌧いう。

　αleze淑．タ詳）応漣乏め肯景秘蔵でマ、ご需

匹お、する空謝四望鞠圭著しらべZv・疹．刺激
『弟、コユ£醒下等ユユら顔s馬添＝Σ戴、小破者調整ラ麦

匹5つ乏闘輝震．バラ芙）琶さ飴〆。プ」お、i直イ蚤z与

齢の人工瞳5L門渡用レ、爆管勾留度、っα1婦教

対立ゴヒF釦乙さ老批．図121マGlezer（／タ6の

め藷喫z・あみ．　Bφ1言背景揮度屯．ムB、言刺：激

・光匹釘てを闘輝震！9、s、コ刺激乞ハ面：積区遺

してv％．し卿㍉焦糀勅、て闘工あしギー
葦：覆軸1っ刺激球面籟ゴある。刺激光面恥ヵ璃、

ざゾヒきσ’ｬ愚母、しぐ一バ面縮匹5らず一定

て・ ??jヒ冨勲かみ。　こ．齢、つ、既匹i蓬！ノぐ露｝
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　3、零墨備i塞
　正営着〃・概評顔｝頂径πでミhべ§2－2ご・…述

べプ・渉ラ房、蓬渇膜偏、ミ’。度ヒ線形関祷、匹あり、

ず心喬で、7貨景輝度ノ〃薦して・¢！之・あ，郷。一

づζ、ガパ部菰でか愛）蓉野直径δジ、1・さい光卓ノ

〆釘て5指〆／門閥∠工　《平秀擢ぞ、　エゼ証バア4

三論がり網膜、偏心雇．㎏系彙：形・関祷、匹メ写＝セ試

舌想づ畳＼を。図．円口直径3、パめ視才豪匹珂て望

イ験闘評禿羅駆馳簑腐G寝と《関1斜示レ
πう《ゴあ落。8習ど”ソ、両若、。嫁彫閉孫

レあ．客．4の視準〆河て召薄雪下図2。碗結

く頂稼閥庶屯ゑしμ。　この茅望、マ正確下之巧
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船1ず小さつ　（／〃久6』の貨景Z・あい、ず直径ゐく受’

）丈下《）魂袴：区好で壌噌命闘∠工め乎秀塚歪

纏受《菊豹頂音御立ぞう則〕宅て鳶hず、・ぞめ冷鳶、っ髪

秀實直径め分布ごあ3・㌔屯覧嫁レマ、弓．
．rΣら瑳／！フの孝再膜二部3立2愛餐勇亘経一εしらべ

て診・亨、づ’、q8）式めジピ例：定叢kヵくう芙，定芝齢、

泥の部菰2hっ単に落ノ詮開β、丁心・ら潔寿鷹頂径

　　ヘヵぐ栄めら専＼ろAa・あ秀。

’



§2－4．．2点、分離蘭乏髪庵舅直姪ユ

　条曽2・、っ、テずz選果の罪巨離バエ言乙、《愛洛・

垢申、心鰍直掻さソも小てく。昌＼ばλ鴬渉、．分離

；レ琢硬：崩・ろπめめ闘輝彦和・エ：丁半洗

で討宴漁シ三ユレー弛〃評．2舌測邪

。！
tいで、ぐ…凝メ勿埋営引回酸匹｝。マZ遺ノ心離1

四認卑・」闘痢麹捌定レ、覗オ亘力怯耳レ、寛
め3z画藺距離講～秀窮》r《軌直穿数＿孜て

iう＝㌔毛ノ確グめ3。

1、埋論的脊景

　条碇駿口、　Z光滋，が伺凋考〆梶示さいア｛㌔鳶

、ズ滋，匹命離貿知轍鳶・3ブ鋤匹、凋㍉確

『命蘭ヒz．蔦間め二選窪の閥イ系壬．しらべる。　青ず

、計算嶽シミュレーうっプF｝。そ縮塚ギ8
ラ昇」してみ～・う。

　§2－22・溜贈細龍護寿勇の塵震心斥
バ、ラ4《ガ’ウrズ蘭数外差か彫2記鍾z・堂多

＝㌧芝託べでζ。M・う蘭単のア。め、1ラズ乞z・％

（：脚庄エ）乾敏郎、三蔚斎．可児一．彦（．933）参罵。

孕



美多ニセ〆講3。
髪磐實の盛震．分涌αωキ

　　　αω＝e×F（一x≧／姥）一Qe×ド（一更ユ！姪エ議）ω

　　　　　　　　　　　　　神
r口3．こここ一、霞秀窮ギ、心〉の最六選雇謹1
、『Y撃払の巖天感彦吃α（G≦の冒客．ク石
乏ひ∴．．ぞ才＼獅幡卿、薄｝び辮憐か

声、づ・一εラズめ名パラメータぞ莇各。　二乏∴画牽5ラ毅

工（ズ♪《筆硯月簑橡ゴ1ズノ　ロ耳艮老浮糸巫肱蓬縛｝劣い

｝，てラズめ扇・る（図2の．耳既掌急一号達

離・つv・牌説瞬《線ムPぐ、）蘭教（・吻｝

1鵬うP胎eαd稲伽n）2・表わU・ろ．こ・2・h・

Westト噺αなC餉P副（・％のバ3＿人エ発孔
、・X名粥嬢ノケ煽回数

　　　fα〉＝e×F（一。、マ図）　　　　（）・）

露曝しμ．伽pb崩殴α醐6cい／鰯）ゆ
蝕直径が／チ＿ゆ人エ働しの揚煮妖差・3

＞劫ゴ獅．ヲ丁て条閥数囲系数回〃ヴ《愛

動〆｝。2多結論、凌由ら〆∂い戯羊擁かめ
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Z　v・了。　ノすデ3闘ゆち

　　　　　ゐ　　　エ届一∫エ⑲療一望）彪

　　　　　一。◎
2“ ?ｼ。　こご八　㌧菱、

．〆万ろ4暫耳乞食診1ガ0（か、つ、

　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　くンつ

　　　○（かu［／エ噛・s（魅γ）dZ一θ］

（23）

ズ避寒ノ孝U雰史《斥筒〉藻イ彫工（エ♪

（2め

部
z・与一乏ら躯多．　こ＝匹0（ズハマ愛子野《・ぞゼVバ

x匹朔細寵ハ笛ね・あワ、月（ズ川ヘビ茸イ
ギ蘭懸りz＼挙国の・閥植、っθ七している。

　、愁22、、計算携ラミュし一ンづンρ一例～・あ

ろ。）郵‘〈宗従壷由口．　ズ％滋ノか牢実かイ立置〆気rて

多淫旧只包《鵡力rE％葦ノのイ立置瑳≠丁！ず3孝冴月包《助

カゴ引，客植（ここ之・、コ婆奮》ピ、塒ぶ）～・孫

．ろ。　春アて羊多疹占口、　スえ滋ノめ距喬佳丸：正毒拠’畜乏

≠角・癬制窮埴後（ゴ嚇巧、之〃エ）質、
レで．帰．」，、％鳥《弦履｛示レで．吻．）図

から》月らや・グ・｝う匹、興奮光冑、～え卓ノ《｝彫離．

聯癌）曲）二



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨぢ
　　　　　　も。撹寿垢イ心鴨直経7リハ、さ、弓ろモェ）論

多こ㌔バわバセ。　ざらレ（こか結犀口獅制誘の

直経〆豚券レ・」．、こしう明ら。・2一あ弓．ズ乞

距，Pぐ庁離レァ窺、宣で織＼多プニあ匹、爵P享13組題、づ

一、辮，．齢護搭卵r《鯵直経3りか叡η多

ゾエ〕チて3こ㌔屯万・峻レぞ、・ろ。

2．、案。鹸劣ラ賓

　張置　　煮、ク｝・風眼、書画鰐多孔て痢、・γ二。

　剃激　　ず、ぐ窩匹、7、直径プか光距ズ芝Z直／

、司碕堤ぶしμ．ズ、重，間の距離（光鳥囲r側か
ア乏褐窪）　、ヨ、　3、ノ’　、　3、タノ、　　ζ∠、；／　、　　5㌦5ζノ、　　2：8！　ク、

’纏類2・あ．π。万歩誇昇1則天平（曝、底z・、コ

亥側）《｝礪、〈1度艇。需3び8・。ハ菰遷移口、　直径

之／のズ之、蔦花用〉アく。3扁心、覆女。《揚危ト、λ

点間凸距喬良、コ如タ／．　プ、　衷ピ、　タ〆．／ノ園’久

誘撞．類、偏、く1度計。か揚，含、7’．虎’／、　タ〆、

．尺／ Aパ〆か’纏類。・あ，アぐ。

　奢吟醸　　更破影完立ち一霧〔酸落下、つ．．ズ〃

分岐譜】慣丸さ・ぜた。づレ按査葛侵（祝聖）庵嵌噺
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で遮閉レ．4ク，ト倉図め獲刺激光歪油4，、β

間梶年レμ。　こ《Y芝ラ被（駿矯匹胃一λ嵐バ分

擁レ琢磁⑭堕か盾か芝ロ寿，・・写糊イ客
。づガ、　ズ光煮，、つ矛昆舅ご垂1直匹キ平方、マ賠7く。

『着轟、く乙度ご乏槍持眼ラ麦匹｝．でズ距ノノ詮離瑳、必

辱ン3内心闘バz回ラ則恩愛賂μ．被駿煮が疲労

屯杢、丁るブくめ、蓄偏・ご，度区・フ・・マ3B房ノ分ワ

z急霰和ぐ竹ジ」の避＼κ．着寅嚴》ろ酋馨涛閥瓢つ

41〔B者聞z・杁，ア4。

　殺駿煮　　努了i孟（≧ム可）、七ヲ3糸（

之ナ巧）《彦イμ糸べあ．宮。v・一ず淋の矛皮爵奪看う

耳艮君的四つき，アくく翼軌ぐ託め扇へ・3。・．ノィ

　3、縮縫ヒ賢察
　刺激光〃、2遺，間艶味ヒ2．薫．分離に耳触弓闘

重壁Yあ蘭孫、（一例玉潟23ド示て。図、（縦馳

ワ閲揮浸（申毬口久っ』、）め灯数イ直であ3．》・

ず遭い備、心’聴く宵、貿若、筆記のラミ．レ

ラヨンカ〉らそヲ則ているきうに、　2距プ闘髭：離：バ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　67

磁）琴衝人名燭ぎ・、で闘植め急激・法罫が見ら

楚1〈．2距／闘距離の天き〉蜘キと訪・、す弓闘イ直

）りうゑ魔封数駒立ア封書櫃力ζ」〔昇つ32蔦

1覇距離哲齢駒戯薙薮レ、蒼破駿惹く灯して

・こ《イ議算臨ゴく．図臨つこ《彦茜駈顧綱腰

偏、心7烈《働凝矛しで、％．図ヵ・ら明い・

・」｝う1へ嚥）駒直、っ孝翻蔓偏心按ヒ繍欄づ系1く

あ。ア㌔叢・1ぢ衆ラ玄ドよ，烈司ジ融注求溺

Y

　　　　γ讐。・ワ・e＋4・臼　（r一。・qR2）　　（・9

であ。アく．ここドγ、耀鋳植（三つで、じ口

一値ヒ綱腰輸ご度め灘茅、、つ、

　　　y…76・e＋4ユ　（γ＝o、曾Gl　6）　　　　　　　　　　（ユも）

ぐあ，アく∴こ、くy護影響乾晒蝋

屯、。1つ綱腰備、護（“e璽）屯」、↑霜関♂皆

勤わ甘．両着σ徽｛3哉、く喜り長本実

』晩．．
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鹸で碍ら眺ア〈廊）親植び室間加重1効果がら求あ
履）、童捲窮ギ心動頂4菱し護わめ乏近㌔、殖で

あろこしび明らカ》1くで婚1〈。　工記のラ／ミュ　レ

ークづン・め結蒙乏う％藁・でうミヒし二ぶ。　て、

こ≧で碍ら酎。｝筑駒動らψぐ、〈室闘畑重効果

夕〉一迥V励、アく童寿野や心鰍直径、っ津＿＾細濾

6〈．蒋確であ苔と老乏ら賂う。
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§2一∫．蒋二三（童〕馨窮周麺）、《直4茎㌧

　F　　網膜’、偏。ご度ユ

　　　　　　　　　　　部
　こ題言ご、鷲掴賢申、ζ陥直径と網額漁、ぜ皮

『め聞存瑳．っ、・て…蓬バてきブく。神経変多望浮的蜘

再遊3いば、愛餐磐戸同心円型小う凸ぶ㍗く

枝ど勧く柳判早々ぐ存石て弓。本天τ月こ《稗

制資か直撃ヒ綱藤’偏、ζ浸ヒめ蘭穏歪しら，ぐる

9

1、ゴ望論葡貨景

　We誌払el網rしタ6夕）円、直径ノ’《視螺め碧

分闘が頑鳶％であ争／『1形豪’」瘍〔匹チ．てゼめさ

うい影嬉さいうヵ毘レらベブ＜。ドが舜触2・

、つ噌鳶刺搬《直径セ葦毛区闘。ぐ）二昇レ名バ、

イ↓・3リ天窒い頑鳶剥激z・hっ馬匹確乎調、っ砥

平し客媛《闘埴抵下毛5晒七iz伽駐ワ翻、
閥エ先導庸彪イ露悪〉捧か闘変濫芝We5thel鱒

価σし函ヒ好べ）。　こ☆Mコ稗制厨の肩滋モ示峻．

（三主工）乾歓二叉煮硯一彦（・ク83）滲薫。



▽o

で各τハz・あ略。　We3the涌帥匹醤・げこめ禾

窒類乳備、心’度しヒもい人望く・♂り、申、q属

Z・頂後〆約．∠、備べ度ノ〆ミ・、。を〆ヒ・・あっ

名。Fi齢磁h鼠．〃⇒口．看芝3〆の子守つ
・づ；誉めヌリ、ソレ予て）黙いで≠ア翻安力累、〈二塁屯

竹つ．ぞ、・3。づ本のうち一本、っ闘千《一二

艀震匹黒髭レて劣重、ろう一本のブ、｝、．ト％

の霧履｛覆霰墳に調整さ吋て嬉ノ分闘回し巧ベ

ブ‘。イ《緒累、多黍拠4リヅト《間隔バ．〆

ソ人Tz・・銅・、イ厨制勤集が・みら認＼∫〈。　Llw、bヒ

鮎h6t舗（〃ク）、つ、伺ゾ下等屯うつ蜜直線

冷屯）駆〉隷冷《欄藺芝愛耗づ老て、綜分〆釘

砺燕》纐馬蝉嬬・」。ブく．ひ藷民え観
エズ、つ直経。・・3〆、二心’喬Z・hつノ4㌦え“’め内

訓野がみら専＼ア・。

　闘工禎凸明る乏一ε諺っ刺ラ下平．匹！つい？う、

僻1安採硝荻バ譲かめら淑・・う．獄卵s
渇Rm副uccl（、タが）口、信色莞を悪いマ明ろ

さかマヅ苛ンプ戊竹・わ7く紹扉、3駄丁・・1コ

惑うてカ・面緯YBγエ昇レ、R；cω《該則バ
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威まレ直径バ3’（6／かセき、蓮匹明ろr芝バ

抵千レア｛。アニだし、こか｝今プ7’ ｾ擁《抵「＝

、てつわラ狩制効稟バイ動く《而、蘭植3りが

デ3リ明をvい、06煙イ立一？、o曾津柾）Y董ごあ

．う・いつ、こ船り閥工桓読動菱z・め更蔽4百軍

〆芙通レて〉ろ。

　』こうゴ、ゴ、し《網膜Y網野《髪伊野《感

彦房爺も落づの紳波高i細飽）司朦、ズっ《ガウ

、管制窮か’感震歪プ（ズ）乏一ン又ゑの感下命滞マ

考≠多。この』萱柳制刺ラ敷の瀕雇て砕覧て3

柳制性《鎗力、つ

κ，・チ（ズ）・辺oρ（工＋kユ）

　　　σ
（27）

z・・ ?二尼〆知らき＼て、・ろ（Creu‡z㌔ld試厨ワ

．勉の画7屯参驚）ここk×し×z、ヨ定駁
z・ g5．博つ始ち．内訓確の島・カ1コ豪11激響震．

・か君電影滋例て3の2・あ弓。ざらゼテスト光

め閥植芝肛　ヒていぜ



7r2

K・・趣トkl・｛（x）・・b警（工轟）＝c （竣）

て1」わち

b答心。／κ・＋臨・魚）・i・8（エ→k・） （2脅）

乏書・稲．こ＝区ひぬη定慰Z・あ3．こ鳶t
、つ、で4レ光か蘭イ直の堤オ、オ立覆〆｝う愛ノ冬芝

みろこYレζ｝つマ才辞酔ユ琢皆《～蕗ノ麹フF（；～つ、。・ごワ月らカ・

　　　　　　　ノにゴ赴うこ撃てかレ．マΨう。

2、寅酸秀多去

　黎置寿・ク｝蜘毯底親衡計を紘、ブ4．

　刺激　 テヌレ光、っ、直径えプのr形光z・

茄3。牢、心喬、麻町鳶30努フび60邦立覆2・、7

下国剰激、。幅Z／、孝気．6〆“ズ年ハ明窓・」

49ヅト光Z噛3。論、ζ穫タ㌦渡薮・hつ痛〆

、・ｷざズ4㌦ヌリツト光。ぐ煎・ら鳶＼k．卸く

柳制剰激か三二（ブリ》｝％め内測《距離）

1。、・ギ、心喬ハ，4〆．6’、ノ“〆、．〆あ4罐類

、滴、G履3％菰竃～・、，ノ奴’、〃ブ．ノ絃．タ〆
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小4纏姿重、痴、心’震6。《～立置2・・》っ〃〆、／♪、ク！、

ノヌ．～’、郎4／ハ4多多孝重、漁、＼：；震90〃、♂立蜜’ご口、

≧ヌ〆、33㌧δノ、　3ヌ2！、　ダ浜，～ノか4種挙覆～・あ．アニ。

　さz、手網薦録Φいマ、4茄《被験蒲法
博して紳餌刺ヲ敷ヵぐ当確さ壼・う求め獅翼辱・7揮

度彫則定レ名。乎哲線か闘値（云工）《ケ鱗嬉

表2瑳斥博。冷轟、く九度ヒ｛軽きデ3差、つつく、

／、／ついレメ37～・島アニ。老・ご灯光｝ソ約

〃対数曽夜商い／鰺旗6し．（10ヨ∠II曽　λ・え）に事

ぐ祷糊剤震遂設昆しμ。7ア。ズ蚤ハ被駿薦（

k、下民が性Y）区締しz、っ鍾をあ勲雪線
縛雇い鷲貿更酸P薦ブ～桝＼アく．下馬輝蘭、

ノ〃aつ』、，ご訊。アこ（表2．参驚）。

　を続望　　 ヌクーレノ曾1郵㌔ヒ毛附乎4『1デ～ヌ

．、j、ゾγ％ヵぐ才下国で躯一　1孝ケ履区テ4ト光クぐ才容

量、を．避・μ。そプレ…ひ内示爵間、’・、溜．爾ご・

、ヌリツレ乞、養鰻疹須ムさ卦μ。　こ《聖誕、

テヌY光ひ瑠熱闘わぐ感気ラ玄z’辱めら《、プく。実

爵塗冑蕎乏《遺墨藤渡竃：ど御し21尼ヅンづン・芝

均す、　Z尼ッシ石7ずつズ日’レ‘ノ≧す～才行rJ　4つ
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匹ノガイ2竹♂ぎ如膏N7二）6蚤一ゼ、ゾシ弓7・で、フ、

辮感激か漏斗軸組・バ頂痔ぐ選祇婦∀｛．
霧制剃務気間鮪停関て写ノ同軸イキZ一、卿制刺ヲ敷バ

3気尽、ざ認＼3丁鎌倉と≦賂プ3＞、手易・含〆刀、、そ塗れ

ぞ賂z、弱闘づ直和ぐラ則是rΣ☆＼ブく。

　逸楽老　　努ヲ之危（ズ適才）あ・ヲび「ケヲえ

漁（．≧ス才）《計4ノも2・あ，・客。　いず船の薇、駿

野曝爆撃亡君，ブ4く勢臥ぐ認め例・ら・
，　アく。

　3、縮家ヒ薦察
　稗制刺ヲ敷：ヵぐ堤万・さ船プ～▽糸イ午て・め、　ヲヌレ

光で’蘭イ直および闘イ直、《乎秀才浸（v匠）め乎丁与値

．屯庸（2｛く廊く「．　§2丁3、《孝・者豪ヒ1司才系、闘イ直

6（撃方羅ロデ肖頒備心1度ヒ線新多関孫にあ．アて。

つぎ遅く．拳ア制刺ヲ劉〔の％軍護バ／ぐβ次5レ．め捺♂牛千

で4（稗制幸可ラ駁の糸東蘭マ南ヒ闘エイ直《関孫乏図2亨

1（黍て。　ここで1つ、覇r甘薯ラ敷ヵζ堤示さい1又平

倉肩姓か闘植q卿工坂’二醐望外勅
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ぞ雇q解自禦1）欄賜♂臥して図《
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・〈・昌飢’闘工罫率つチ蜘財3覆飢謡，ア・

∴しかレ！∂ヵ賜ぞめ被、毎っ・1悪く℃しラ〉ず

鳶しのイ乱心ソ隻1くお㌧・ても闘エ罫イ直口稗制刺激め

線聞簡の減ケヒヒねq叡膏皐穿くよ：漏し戸。

蘭塀イ直バ〃1・馬立1くつろ＝辮例激め線離

隔拶制野周径淀義レ、女后ハ被駿惹く
河鯛縁極直ヒ檬孝爆裂図2も1〈迂・て．嚇」

勇ハ直径ロギ、心緕Z・・約ノ／、砺鵡履ノノバ逓

でM約女〆之・・あ，アニ．面1脈示し1撹容野申

．申、心〉め直4島λ∠・～齎イ音ゴあソ、平舟えア循

であ，7く．茄く、今夕刺霧〔め輝雇ヒ開エ豹直

、（関イ系〃・一存ゴ歪図2マ吏く矛可。稗制刺ヲ敦、〈奈i裂織

備編使v・6ゾ商v闘工脚部冒馬1失．こ蛤
tつ、儲臨申、課麺vl冨ゼ辮・1弗態力こ

商〉こヒ鋳、鷲のズあ3・．
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アて（1多2－3）。一芝らtて、　ξ2一∠みレ；チ｝＼》・マ

、2き，分離ド灯窮譜分画ゆ口耳し、つじ・あ3

2輔距融賂卿湧直径、二写い、こと
で附し1二．こい強縮躰つ、栽乏が室間加重

劾焦・ら得τ弔慰謬ぎ直4萎が、ヒト《草一《神

孝董細胞‘〈才考檀であ劣＝とて支才考減3うめであ
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・数個穂密｝び乏感覆夕丸とるし二丁トハイ4＼1＝今

わ壇近い（範一密本／〃タ参亘《）ヵ〈、神経

生差汐醜窟雍からイ1レの網）摸神真黒鉾細刃包ハ・ヤ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がでレ磁d一レ伽dce1｝ヒ首｛づ・賭＼う多4（の麦雨矯＼ヤ、ζ〉

の直綬び備、心。厩ヒと若‘く人黛くワ多ことぶ示

でい（De’図。順≦tleh。　汝αoα頃5．／〃チ）、そのイ直、窩

上記、（心愚婦煙営質⑦方ヲ玄1黒ぎ．＜ヒレz・・得ら

鳶N1く髪寿窮頂径しく宛▽覆：ゴあ．プく。最…近、HRP

ラ主入ヲ麦1二｝う解剖曽首｛z）厨雍が今隊細飽と蕗

rゴ躰る細承め樹状喫起め広が1♪と電疑空蓬曽

許1《碍らぎ＼7く』繊d一』aめdce｝1、《痩容野直筆みこ1写
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カ・t辺瞬く（％剛彩。・吟，／タ〃）・恢ら1・

陣、イ、Pよ鋤翫聖誕匙の広がソ4傭、ぐ
咳女陰話ノ以2ノ）、偏・譲ノ友’噛刀ン㌶／8ノ）ゴ

痂ア｛。こ剃つ裁乏蒜無力鍾一の励証b副

。引め愛息勇特崔芝及朕レ乏．帰二巴下旬

育ろ多のである．ヒ・ろZ・横間加重特蓬（De
トてoγ験：…赴￥ioノ　ノタクβ　）　！と神孝≦夢とr「柔グ＼イ三引導≡至茗！ノ≡芝　（　　De

l隔威eh。就αし，／タ〃）ゆ・ら、』照d略副。甜バ

、／哩細胞ごあ3こしが瞬励・してて齢で・・う。

彫肋如く、Y型細寵、っ刺激ハoNま7二、つ

肝に酋しで麹難船ノ丸餅窮渉あて・憐ワ、

ヲ　ヅ田頭雇等屯ヲ綻窮蘭ごあ3．乾
ら（／〃λ）1コ、工記の麦寿野畑イ致穿傲老

直径lqる。下ア（臨浮融含頻度）ハ動αめ

聞にきわあぜ蕩得っ翻糸ヵ礁狂するこh見
〉幽レてゾう。

　ノ烈・添愚蒙粒選に示しア思う・し気蘭下

物び開エイ傷病彦屯みつ刺ヲ敦光屯用・・て抑
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削Ψひ檎討却嬬デヲ繍・乏萱アて鼠備心屡ヒ《

関祷、し。o、・ぞ、謡豹朗ら姻・む・て、・・」カ・

・アニ・噛し、蝋5・鼠ノタク紘蔀・陣Be堕

しタクの［、3苓の勲6線《間備毛変奴闘
測兇歪肩！」。7〈．1・翻則の豪東冷、で中実《線分《

玖3好餌づントラヌyであ，ア～豪、J激．《提示

方ラ去、一δ2壇類囲、正多亥ラ皮身犬1病間変詞花力・

・Tz梶秀、砺＄堤起乏〃♂溜、訳・・葱．ヲ威で3丁提

オ哩ズあ．、〈．その縮果、づ堤叡ね。てノ応
』「 C天爵多イ終ソ矛、し口御制窮め重4≦ぶ童容野穿

霧〃♂祷勝り、丁臨、くあて元翫多

イペン糸い霞〃指Z・あ。7㌔4斐．福つ吋・勅

了礎矛ペン矛1レめ蒋4麦ごあ3ヒ巴わ赴ろ。一

方、本亥駿がわ、抑制鍔《直径、っ童．癖野松’部
．』 ﾌ直4菱グ・華威rえ．タプ音2㌦あ3こ、と々｛示て必＼1二。

・〕二多6ハ着く煮’乏あ彰！ア毅該て・イ署ら専＼芦デー）7が

、／浮気寵綬下野蒋・茅台であっ備効服し

ガ喝こハ垢簗、つ薄薄ら（／タク8ノ　ノタクタ）《〃

宿ヒさく一門して〉う．てつわちビ叔ひデ
ーダ、っ醐値渉り1鷲下津イ立商、・閤工♂碑磯回
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河〉マ碍喉・ア妬ハであ御ご蘭千車傲櫛菰〉

てラ則昆遍・7尋者累ヒ一三レアくのである。淋叉

、弔《編でし心・も開千刺激屯痴・・た蕊。re流渦

しタクえ）め縮果（狩／〃’）と彰一孜レで、弓．

ケ
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・重層累ヵ・ら求あら避・7凌察野贈主ゐ：、ヒー

網膜了繍包《戴｝舅で郊Y、つ板国教詩
鰯直垂捨象て妊バそ紫ア～本訴で・、4、刺ヲ敷

拶奢聞的梶蒼・劇貌層理こいて｝り、X細

胞の昏昏野動魏劉足て5。

！、口じ’め1く．

　彦えむ（多2－1しるチブ＼・・z、→ア、レ｛二つづ＼・乏汐、

矛づu司犠く×郷叡Y細龍匹考，荘バ雍あら
　　　　　　　ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　の　遭へ乏、・うこヒ竃莚バた（綱族z・肋De陥厭h。．

・㌧〃到ノト側．膝1招奉ご1つ陥鰍C。、／タ％）．レカ・

レイ・い窃、辺口烈＼肋蒔閣的飛極論ま
がイ痴じしらべ特て、・η、㌦矛づ乏・、っ、

Le三組灘eら（／タβ〃）が、、老躯ぞ遭・め翻葱1く最

適・謬勧訂三皮数鷺々矩賓多ラ皮鯨チあづ汁ラ

ブト毛正拡ヲ劇ズ1㌶糊変調肋・つるこい月
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クて祷磁字図丁下躍促，し乏べる．×孝爾包う

Y細寵うヒ執遜）彫皮教での感震《抵名っあ

うりみらオ）3いゆぐ、Y細断、つ5ソ商）司灘為

ブ瓦胤払ら桝～’風選備、護ヵぐノあ焔誘

霧て3孝冴胞《分解可琵・3崎勧些細教胃、x細
蔽・・1っ／え一／州zz・あジ、Y細刃乞z・・、っ約ズ／日。

z・ ?Cアく．そ・ゴ図22《｝うに工飯間バ是示

でレ幻吻刺激揮寝撃渤ら姻凌．κ窮奈搾
（生後S梶寿或鵡つヒ33ミ、，捗闇パノレス状

1く梶オ・邪，券イ亨（以授・丁才翫量輪つのλ種

類㌶島．．糸イ手ご・、纏乏め吻萎の爾多熟4寸で

ろ闘イ須レキ㌧歪しらバ1二。

2、寅き嚢方三去、

赤沖融づ嚇～岬e野宮、氣し1二・歯偏
ハ直経、つバ’、／乏！．／〆、／、〆、／之／譲2ノ

《7綴重．刺激め堤皆済イ芋、うぢ堤迂、ヒ丁図示

《2忍冬賓＝z・・あり、　3等寒雨、1っ2才又め裾1光フ冗、レ

ター蘇Jv・、后方て薗昆し酌一方でユ新聞
1魂日野芝イド．こ読ミ、碕えフィ、しター
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埴鯖向ヵ・ら入射お鷺和強雇てエヒレ
ーイ論光フィルターの’1ヨi転ド⊃るで’躯（、ヨ車云角）

で∂比て戟2双ハ橘磁フィ・レター零墨．髭埼

多光蚕齢嬢，つ、

　　　　三。，～θ　　　　　　　　　（∋。）
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z・・ ｫ息ハ多．丁提オ、．尉予ごめ牽、1三敦光《受・ノぐ

　　　　　　　　　　　　へ口33頑講丁め矩彬ラ皮，、0、しズ杁て・あ。7く．誉駐写

鳥つ／〃距レごあ．7二。この㌧臥溢刺駅老ド
灯て3チ曽逸球が劇焼粉・アニ．

3、結累ヒ％廉
　S歯噛・色盛で4薯ら賂1二玉戸累6（一・傷：∫を図2？に

守、て、図の縦軸づ闘エ牙ルキ㌧芝、績軸1て視戸

冠衝画調示しマeる．視標め堤示被弓隠棉寒
国。．とダごあ多．〉ず躯め提牙、イ立雛父お㌧、マ

潟’ ?Gゴ再こ寺惇でしく碍ら4・ア・縮熟同様

、偏、ぐ皮。．z・・、牧以下ご、星孫、ぐ雇プz・噛3鳳

つ二で㌧工茅，し宍”一の力灯一童バ見ら胚1文ゼしかし・」

がら、淵・1づ、・視標で肩さらド闘工豹レギ
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一め低千ヵ現収・8。こめ渉うつ闘工豹しギ
ーのノ重千、って才選オソ条イ牛で、っ冤らいず、緬べし隻

90ハ壇録闘≠恥しキ㌧ヵ哉：駈る傾向であ

っ7く（図30）。て・油う、・］疫、・視将でハ闘

フ直襖下、っ、5梶示ドのみ昆ら船多汚づ〈で，あ多

ジイこゼβ梶示爺三三乳くレらバプ〈結累偏
、心震1〈琢才ラ《ず濯才豪直沓みこえ≦ピ以下ご1っ彪ノi差

！」室闇汐海一童ヵご）或立て多こ尼メζ・朗らがにゴ塾1丸

（図引）。て弓わラ、　S才超示に｝って《み
・・刀ﾚ〉火宇《室聞加重バみら4t1気こYから、X

細胞、（壷餐野直径バλピご・あ多と汚柔ら赴∂
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§2－7，X望身々ン矛ルビY型徹ンネ
　　　　　ルめ童三野直4墨の∫ヒヒ規力

　麗日ね越窟ζ塞碍瞬＼アニ知新屯蓄粛く
・、・gくメ・・ら髪bらい・Zv・う才妃ヵし寄航i悟るデータ

カ・一 轣~r簸国府《直経芝椎一定お．イ券イて、

×型お｝びY喫イ湘γ存、レの1手術塑号直4固め比

《、《鋤曜接壌諭q。マラ勢／総てる．

⊥埋論的蟻差

　叡・ノ卿写民k触丁視力認勉め賜
域もに高く〆」多こし管見、沖してV・ろ。ぞ

め獲聡くめ窟寵溢バこ滅橡歪解稗レ、薦細
寵レ。心しz“説朗し｝う・砧ア。バ熊れ伽・ラ

：・ Aく．現石でね幽しう神経訴豪晒乞しべ、レゼ％気

ざうで得・3いことび卜師・にさいて豹て。こ

め卓じつ・感量乾三鵜宮本（、9礫）ゴ
群レく極論し糾巖鑑申一二＿。ン脚分
解能（で・揃う視力）がしらバら《貿卸く（
αel如dら、／9♪9）。　この揚令、矛重垂‘（粗ざめ
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≧：奉ハギ4ヨξi皐x《室間不餐写て1安㌧容一愛1て才蓼切らし

プニヒ窒、骸7煙重く7ゴンレラブト愛ノここて溝たしア丸

煮力め魔疋ヵ達ず多根界ヵ況らべら4一1二．

　ノ方、　§2－3ご’三産バアニ）う己く・・茅申蓄茎領テ系貫

－寵めえン，3ルズ／小量3タζ（三つわち、光ド

重⑭るザノシ）口叢雨レ心レ声ご抵v％卸γ
昆娯、働託レド煽覇、一。も情強光ρ∂、タ

東t認耀」してイ邸窮（モh鋤一C刎勉

多面光束教（t・td撫x派）。て沃ううこと
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。しア、カも魚愛溶野の轟き、・哲西｛到抵v

l働向レ心レヵ・らデえソゐ題下て3のであ多。

千皆ご1っこめ国画1韮碁震にしで、之覚闘彫天

の賂鼎、薄直経の垢軽め多．
　ネ見ワク　と、・1貢メ6　レベ・し4＼聞イ糸1っ、　≦3｝｝、久eレ（！タ3ク）、
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・で・、る。彼ら、博、㌔・心酔ずジ、ヲオブラγド
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ルレ藻匂私喫㌧・るい綬着め／纏でね色光

屯三三v吻・しヵ・し恥蛎、結蒙1つkδ噸
（！2クク）め結茱二、、・硬ノ旋・レバ，いて｝多糖孔径

の馬歯を落馬しブニブ㌧タ（≦；hl武eヤ《．　ノタ3フ・）1硬

覚めで…庄、％めぞあ。ア〈．さら1〈図引の、d

S雌℃し轍）課・r扁概乞久あマ齢脈
力く・《視汐童ノピし＝女寸停6ず’一三｝〈ナ丁して1っ

嗣帰飛あて、っ壇・・ろ．我乏・〉大下あ讃
倫匙く　≦5h、久eヒ（ノタ女2）　、（崎7、ぐ窩z“のデータ　、ヒ

1 隔一SpehceM実験振）剰・・うこい＝て5・

　　言ずターデ・ソレ（趣くラ・粋レ彦軍）バ’

∠LT一Σ．ギ㌧ぐ・ソフPの老懸グ要、ヒターデッ｝一〃〈輝．震〃へ

海翁・、イ’

　　　　　ノ・6E一£・言隣x（M1＼R）2〕　　（31）

で凹ARIっ視物蓮数㍗油ちキ竜々ソフ％幅
で’ ^）る。　しアてンが℃っマ （図、AR）2　、コランド、し｝一

チ瓢暇・ソフρ《面績であう．もしポジヲィゲ

履一トで用、・晒イターブ㌧』の揮畜力嫡鳶
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レベ｝しKつり、．ネ：ガヲィブーテ＾で一ト竃）打い躯

、哲函ワ．三三ゆ履応レペ肋（つる．1群・マ
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値一面柔毒・導線バ矛さ心＼で、・う。弱縄諏、パギ、ぐ

葛2・・の乾餐瞬：直径、コヂ百そ∠．女！（怖トのお著φぐ・

／〃ノ i＝「．k）　」イ運耳艮のイ賠｝ソかηソ天養く弓
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。で、吻．Tkゆ湯合姥銀｝ソ3祷、　M、ほ泌

揚含明師・ご炉」．・タ鰯老らくえ稽、劇香鍔

吻委。蝋歓つ。ゼ．・ろ。づで一図36斌、

靭鶴〃・掃遺贈評秀才氏万足しマ
．▽ろ，図ヵ・ら朗らダ・1⊃ラ区、∠麹浸之・臥軽

暖斜材露蜘紹孤く耀お・の成ソ立四恩心
墨視滋ノご4・＼／フ≡「《イ直ロイ建彦艮外；珂穴・郵タ菰のぞ恭

師｛憩い・。っグ〆ララ視露の・ヤ、心戦備、▽

1動聯ノ立ビの墜留禧崔ヒv万fめ馬乗．囲例
．歪、郵3rレ・秀博．図3マ、っL孝ラ矛昆％（r■ぐ・〈デ㌧タ

ブ四、こ＾揚含懸軍3扉蒸レ戸σ．Kのプ喝
一婦同様偏心躍、軸・瀞而τ題、、砲艮

《釘た蔀イ立め類＼レロ引4還し、・。一方、孝ラ視

翼翼めキ、心霜z・ハ嘱Dイ直、づ、イむ涛顧・の

φ｝そ3循。一あ．アく。こ才Mつ5、k泌弱親鰍の

蝦”薇・の受寿賢直径麺縫眼《抗そ3捲z一

あ段、吻エ毎固縮乳一等イるう’ s2・あろ
．ま1。、夢岱明脳、め揚、鉱）翁緑依受卿手

翠煙・｝ψ｛㌧仮《イ直ゆミえイ音《関イ年ご・あ。7（．

孕
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4、嬉療

　織夏しく別う視鄭叡身内＝罫引レ⑰
室間七重此頃力ど乏釘象ヒしぞ、人間「め濠わ各

野図面、e訳鋤縫釘首％ラ鉦のラ綻レ
功ヒしア・試み臨ケ三川澱多くみら掃。

し幻・ヒぞ断謂影鞍が哉，7，砺リ
測魅ヲ去臼ち筋で郊．きアニ愛廟嬬
鴛ヵ蓬ヒし嫁・心でし幻・劉顧ぜ陵v、．ハ、

L妬くイ笑灘無宿・があ。7く．そ．で鵜ら、つ

細細翫胤てヤ、協二お、稲づゆ1
5面心｛・ハ窮謬榊J委裸《牽鰯鰯こ仏て
きアニ。

ヒ昆に獅購撮喧間丁零効果屯霞討レ
アで。

　ひ画一）噛め｝うつ襯芝碍1慌．
ゆ申、嘱ハ襯蔽力ご杷の網月華部イ立｝魑千

　　　　　　　　ゆ　レて・’多翻か・ノ・管毛タ例に認めら建＼κ

・蓉π・このタ例特例で凱イ耽画視卓，
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　で視覚感雇ヵご乞．ヒ汚拠ヲz・あ。汽。

2）弱視畜老‘（非弱視眼：ビ1っ寝闇ヵロ重三粟、（威

　立鷹多寵1郵（嚥）号画霧）ヒ網三時め一備心癖、つ

　1生噛線関イ貌看ルア｛．可・漉弓§2－2
　　　ヤ　で莚バブニ孝無事が雄認疫酪マく．

3）弱親冒侵‘（冗篇べ固織部イ立口．非難魂耳艮《1ξ丁ゾ

　瀟i（ゴ震誕才考っ孝葉月亥部／立ヒ1奄rず1司様ψ室聞力胃

　重藤確て才考うそ、、ブく。

女）弱：視聴老め非馬下昆溶艮ご、っ㍗石越の植、っ辛肩順子扁

　、護ヒ線彬蘭イ系にあ，7く．可ブ3わラ、ξ2

　－3、グ・緒采ヵく万握ガあらぜ＼1胤。

∂偏べ囚黒き／でめ一一《覆、っイ建派《タ『「丸・部イ立

　、（そ達、r再rず曝しカ・つフ《。

り弱視零墨、心稿ゴめ童忍野1直イ≦、「1飯76（植笑

　副三弱視耀弘ざ薪）ソ入きvイ直質磁アニ．
　以．工碍ら匙＼1く縮冥、く藩δ’養、茅ラ；視滋1くお、丁

ろ神程轍宿換％穿1ず3。1庇宰、弱麗パ神p経．構

犠口．綴確剰蔑め動才智亥、島妻尼、（釘た関イ系ヵ・ら

論り1ら龍馬Zき匹。視覚剥奪し久》うラ窪，ロン

パ博確の愛κヒし｛、つぞ死つ《可勧生バ



、
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％柔ら鳶＼マ、・る。

ω童寿野直径‘（丁曽穴お｝び闘で矛、レ・ギー‘〈工

　昇バ見り回るッ義倉

（の愛｝春窮頂：径事変イヒジぐで、闘∫穿、レギー《み

　ヵこ工）尋てる本絵で、緬胞体《i季縮辱が房因郎

　辱Y万町彩4＼番。

G）口づ’ち1く

G）一ω　 前莚ハごヒく愛典例直経“、俵入i㌻依

考したザ3シあ遜千び塵＝。アく揚倫
ω一（』）　ω｛二加’気z、緬刃智イ本半国縮ド｝う閥

工芽・しギー工昇バ起こつアく船倉

1ニノ分ゴﾞさ才＼る。づそ、わ躯贈蔀のデータロい

傷跡可勉数支鷲レ《・つめであう納・．
こ賠ら3纏餌野禽、4灯レて考劾トる聞煙一

一面回船線（／4め四一・th卜e～圃dαwe）乏図38．・39　K示て。

図38は。ω一（の、《揚，念ゴ、視堺面履冨廊野面

薇（N．ん，））リ入ラ、・尼き、オ建飯ハマ、く’属z・

う、弱罷B艮6（甲べ喬定一診闘エ穿、レキ’一｝っ一i暫

し4・・3。！秀、濯浜面覆が蘭，）号小善｝り小

さ．・ヒ鳶、っ、・弱祝耳払（秀バ．闘工芽、しギーiっ商・
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〈　ブヲ　う　こ　、ピ　一芝　矛・し　一Z　、》・　ろ　。　図39⊂仇）ヒ　1≦雪∂9（ム）r」

ゼ躰で才・G）一（し）、Gl）拶易倉芝添して、・ろバ、

両須Y毛蘭ノ直一面蕨歯線、っ視才禦面籟1｛カ・かわ

らで／教しつい。わいれ専Mつ、図認1文示ご
π歯＼ブ〈閥植一面霧曲線て得7〈。／ずηわち、盛）号

面須て越郊矛励駈イ斐田しπヒ卸つ縫敵弱

梛乱糾司一《開値（るしく、膏尾覚感履）乏

黍レ臨界面薇詞か飽戌鳶口、弱税眼《方
が羅冒鶴リ数循御・闘値質、しブ《。こ《孝俣

・口．潤孫参訴・孝雨龍の蘭『イ直そめうA、っ変ノ乙レぞあ・

ら’ず、ろ芝眼1｛わ〉《κ編心隈1㍉た・ドてふ師事幽

視裸じ河て3闘が氏’い）ド従。で愛託し7二魂呼

U司ノ《酵謬ビ纂1ブく診《で易3㌧％気らい
ろ。
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　§2－9．望』常辣痩、一fレくづら、’γるま｝）春『野野性

　　　　　　の愛詫（加偏ζ固視起してお・守う

　　　　　　親三分鳶ユ

　弱視誓浮しく診、丁う才昆〕き1分虚バ言ギ沖田1〈俊討rて塾

そ、・るじるヵ・ヵ・齢らで、矛昆〉謎震バ税ラクヒぜ《

タラしく葭1遍し・Zv・る‘ハヵ〉巨群らタ・z一、つ弓い。・7

た、ララ薇耳ま6（備、ミ’矛昆力しく／フ㌧・そ落イ！分夜詞て

：ぎ＼ゼ㌧・・7＞．条律うで、っ正常冒侵万1グ禰・ミ1図視

礁くか丁多視力命希てレらべ戸。

ユ、　1奪ゾめ1〈

　§　2　－　8　一　ユ　：z6妊ノ〈・ブ〈　」　ラ　L〈．…近：多：工．ち　（／タ5／，

〒和）ヵ飢赤タト雨下扁αsl→瓜PbSCO戸e一ぽ用・・て、網

蜘寸瓦望常じη、、マ群細くレら．べr溜緊専

心薗縄弱規か揚，含、無心1坐視遺，が3。以肉の揚

倉1っ網藤翼常封飛（ARC）、3。〉丈エめ湯心、っ対

ノた欠々旨であ。汽。一方、，偏心面視耳艮ハ魂感寝

分帝キしらバァ・孝探、イ雪融郵税耳浸1窃、・そ、つ

（脚ヲ孟工）乾敏鯉オヲェ曽蕎花（．タ22）窟び卑芝嫁却、海工鞍夕

（／タ23）　参凄1，。
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賠て’喬し窃・・掃視）き：疫、っ漁・〈、｝貌んビのう

〆力賜御蝋蜀視爲ご堵つ、．う視感皮が魚ヲる・あ

。た．さら、〈、姿間凋重麹蝶鮫み多ミuくよ

。烈イ訊山舅視距パ〈万、稲童都下直径、っ姥暗

め畑鳶部窪くかη叡い詔｛4糊し〉党〉みこ
細網・、く・3。ア・。3た、爆心司魂狽飾ヤ、ぐ喬

で綬寮資鍬茎甑正鴬婦の・）煙くつ．
て、・ろミヒ刃鋼励・、く笥＼1く。本訴ご「っ編心

1肉親餓くお腸親ガβ嫡室レら．ぐ、廼雇く老
1．・ o蘭）渡渉藪で3。

2、　寅爵愛・：方ラi改

　斜線秘恵s聯励搾屯用いマ、〆底粍
づクーしブ3がら麗感吟あ・｝び轟心祝看ハラ則定

一冒貌。’ ﾑく．脊景丸尽っノ“鋤で、魂舅ハ申

心じあ31司冬篭豪屯ラ主税で一せて、　ヲず祷1べ固；視

滋，を割付レ7く．続㌔・て、偏心1蜀親葱，あ・回’ぞ

荊側で、縄逢履砺蝋司斎監物耀碇レ
ア・．ランド、レ巨痴、〃1、ク。烈・〃女、〃♂、

ク〃8、玖エ、4エ♂、　思え　〃へ』P柔重季貢：あり、　つ’フド



　　　　　　　　　　　　　　　　　　106
ルP螺の部．分の揮凄ロノ〃〃4っ』であっブ〈。：極

銀ラ去工昇糸列しべ｝．で祝カヵこう栄定さ議＼ア〈．親

滋履の親螺14、直握4’《）『形であっ7〈。親力

細筆感極ア㍑、〈｝。マ，卿澗力状定さき∀二

㌔親筆の思羽湾間、っ、〉ず専N毛♪～〃〃、ふごあ．

担正割臨く聾しマロ下弓や環屯ヌクリーγ
1く綬影づ回方ラ玄1く」。マ、襯、心墨一ヵ（密｝び

、イか退去であ喝最小分離蘭ドLAR）てしら

べゴくむ

1・㌧被，駿煮　ダ究刀・ら潔穿矛ご・‘《，備、心面鹿蒋穏

選毒7るゴあ写．被駿危の：臨麻酋見芝，表Gl唆

添て。

3、縮累
r．被駿老　γNソ　一rk．，　AY．、，、3ノ右ハ、　ξラ親四三1＝

お、7う偏心，視カキ図恥し＝示可．図牢‘〈天〃ア胃

、二心無題部荏空字レて＼弓。3茄2浪偏
心薗視部拡ぞ《程ガバ毛っヒうよく、偏べ面

視評莚覗倉噛む1ギ心’魂野において、視力めグク

ジ・エ♪ト♪ご得ら碁容。3．茄あイ荷べ薗縄二輪で



　　　　　　　　　　　　　　　　　　1。7　一

ハ視力《平歩与∠直ロク〃タゴあフ7二。一方、イゼハ

厳涛貧着4ノ缶め弱視耳浸こ二欝、す多．備、く1矛見力屯図4

～イて．こ避・吻被賊渇甥・昭臥イ扁・個
魂部イ立ズの視力が、ノ《久剰胃．嫉部イ立｝ソ若悪く

口／∂、・多か《、イ荷心画．視部イ立脚ノ曾で申、ぐ．視野

ゼt貌んゼ魂ヵハ変化司認めり才∀」声・，7も。

4石《♂局妻心’面；四部檀ご・、（視汐《乎ブ卑イ直n玖ρノ

z・ ｾア・。YNソτkノん了の3御気偏心’薗
溜アイ立町0》畑ズ・囲、杷《嫡ハ被駿嗜・つ
N，Y！εア家、・てイ薪心t郵税音アイ立ぶ弘。以工一ご・あ．1二

．四二ゑGカ・ら岨らかア扮うにイ禰べ度《、ト

さ、・多久、っハRCごあ，1莞。

　　　　　　　　　　　　　　　　　〃4、％療
　イ廟、ご画ノ視疲多の矛選カノ分，をハ彰・1犬と、4岡耳葵7寸ノ鳶

め彦芝環ゴ得ら於1〈ノ分頚（貢く「ノ祀’ズ老口　＼／、S、ハRC）’

い乱く都尉イ系。蝋ら織∀くこヒ、つ戦構）・

．ん轍〉（．〃タ）・陪馳駅’画鈍め視力・分．綿毛

し弓パブく緒乳編ご黙視玄㌶還蜘昆。同
侵拶ゼ獅㌧レて・・肺ご、、こハ縮名つ、二託
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《え種類ハ痴ご固視乏須歪ギ身し《レ名序
匹取・四ラ。黍縮動4、日e53ヒエαc・』5（／9♪”

（縮写ヒ1多干しで、・ろ．うアニ、艇来、愚将露

Yヨラ視蛎乏《矛望力｛く、差ぶみち卑＼多の口・偏、ご，凄バ

イ。〈ノあメ、1勺か、ギ・ご部トア艮らい弓ヒいわ船でい

アぞQぐ惨ch鋤傭d只0瀟、ノタニ》8ノ日e55α認臓co』3。／タ2ε）。

寸恩究ご・1っ1、正常飯ズ・の備1〈1虎力芝ヌ則齢しz

㌧・ついび、通常、備，今度ガハイ立唄Z・〃（，4え

ハ視汐ヵこ愕巧建＼る。本孝百孝ご、っ、ノ、／〉丈下の

視力て添てうのぶタく、こ‘〈こセロ、さらに

ム．凝面ご硯力嵯ゐ混ら幅こU示峻し
でいろ。

　Le＞員／タ〃）F詞・げ、エッジド対て3診
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ。と診荻）感慨、均線！コイ窃｛心’t郵視詐∫宣ゴ尼鉛で

赴ろ㌧）ラ。　しゴし、4皮らかイ衛，ぐ予覚耳艮に女寸

て3痘イ列漿口2治ヒケ’つく、本郷案から、・ヤ

、じ々賊ゼ餉、ノ変ノ凱・♂、擁副誘．勧応

戯才醗でき＼う．ラア弓、Be／e痴時下絶e脚（

／9クク）四、ララ全盲艮正づチハ・て〃∫抑制《弦づ力ご7威

挿レそ、・るし一報黒し乏、・るバ、親力藤下



lo㌣

が側稗制め弦さハ減縛ゴあ3〃・どうヵ吻授

づらに渡討博バきゴあ3。

6
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§2－10，第2章國の穿約および㌧考察

　条琶で百、視覚系にお、丁う最も低次《永孝

に診、丁多々埋単亙ヒその帽互存痴1又っ・・マ筆

老あ厨麩マ、ζしく論じ翼．

　『書ず、蘭値一面績乳線φ〉ら受容一野《面積セ

ラ則定レ、つv・で劉足戯k∫緬覆がとトハ単一

のラユー口γ、《童2餐野であ多こヒ奪いくっゐ》

の望羅㍉怠。で確φ配れ．毒7二刺激調寿闇的
1・迴h車一｛麦ノ裁てるこY脈ぎ．で、　こ〃、ぎう臆

して側定て四妬踊泌トの／線皆め塁審野
蒋種ガあろ＝Yぶ：明ら夕・1てさ船7凡。本訴ゴ1耀

特｝く：取りェ・デ〆∫♪・．汽バ、こめ3つにして好

扇へ7くY細寵ハ綺控k刊ckεめ1密封メ璃蒋K関

画してv・うこ一確ヵ・撫、・る（卑近ヲ巧

経、磁衛、ご無し二十券．《ず1可1イ／）宅ピあ，ノく。本

論文ぞ述べ1＝×、：細寵お5びY細嬉乞の蒋徴芝以

千≧く享約てう。　　　　心　　　　、
ユ．X細寵め童容野ギ譜っ偏退雇プ蓉ビ如6



　　　　　　　　　　　　　　　　　日1
　、聴・ず1鴛tイ！足z・・あり、そパ直握、コ系㌻鎌〆

　　でタ、3。　　　　　　、
2、￥雛諌容勇峨め直経、つ偏諌ヒヒ

　　もド線栃ニエ昇い畝心属ご聖約姪’、碕

　　暗ゴあジ、柳制無しく、働く。

4、：視力てヲ評定てる細胞、コ。ぬこ。†f刺激に灯

　　偏塵雇窺綻郁繍猷里・」多こヒバ
　　明ら馴しくさぜt7ミ。

♂、、偏・い二面視落看ドお㌧・「ζ［、Y細飽“、童）春・

　　舅1‘（直径口偏、て固視今渡が最ふゴあり、

　　備、ζ警視翻立ヵ・らバ髭旧くイ緬して締ラ

　　し諮ヵ困る。
・「 ce　ト／｛Oh久5しe料。　ら　（　／：92♂．ノタ8／）、マ、　雪ア　、レ‘（　×　「望

細聰め童〕碁野ギ識（直経、コ掘、心度1二あうリ菰

秀せで1興ず一定ズ約3、／2・’あり、Y型翻胞め
愛癖窮ギ湧直経、「網劇硫度uヨ1ギ衡欄

菰聯、ハ屯縞で彩マ7∠、乱心蔓かご耀
え〆ご㌧溺こU報告しマ．・る。一撃解剖



　　　　　　　　　　　　　　　　　　総
学飾纏ヵ・砂、しの纏嘘瞳容窮ギ、払直
経、4，備、ご，震70ヲご再ドギ’一定，ご系ウえ女ノごあり、

X翻胞の愛馬野ギ、〈吻直経1冨斎、ぐ雇ダギ欲／

、備、〈：・度ゴゴノプゴあるという（径蹄）／舵

一伽e／．〃・）・し幽ご・て工矯め巳h〈増
多囮ｶ砂嵐蒋キ室口づ㌦レの洋一細耳葱め才考性しくきわ

めて五、・こ尼ゑζ」わカ・・ろ。

　P醗＞do（／タ♪♪）1っ、ヒト6（才気経管テ細三冠め玉戸

實徽P卜（ユ己eゼあ1＝ソの礁野め数）擁
：・覆ゴ博う式を言や算レ｛、・る。　イい採）るモ癩

ヒイ斎，ご、覆1e（d麟）〃へ関イ系1℃1近似言｛ハく

　　　　　　¢
　　　i　　　　　＝0、oo55　q＋G．5r・e）　　　　（37）
　　・》D．

であ多ヒ・・ラ。　こ〃・～～からユ偶1砥zあアニジの率申

一経皆画龍おお〆一φ銚e泌e弓（・殉のめデ㌧タに

謬！ゲぐ・z計算レ胴丸捧霧㌧髪｛．表7しく示て。　フ

で1く、く：隠士勿テ定項詮｛『言う玄｝て｝．て得ら才∀二愛容

野直経ヵ・ら～トaヤ、hO憤6（稗．本Zし雲煙、く達．てイ言号

ハ復ゑ、て・望婁っ愛）啓勇囑度芝多や算誘3。

　蘭：数｛八メ）め易娼e℃変才輿が無闇）司波葵文Wよう



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口3

震、凋疲教に釘しそ0ごあるとき、間｝都x

・渥wド檬本、蔦Xk・1＜△x、k・o、エ1、辺・・…

屯ヒリ、αk＝α（Xk）乏て専＼口“

　　　　　　　　い　　　　u（×）二Σuκ・9（×一×k）　　　（・8）
　　　　　　　κこ一⇔。

1ぐ｝．て与ヌら船多こヒバ知ら船Zv・う。こ

こに駆X）口
　　　　曾（×）一∫IR（2瞭）一就（⊇煎）　㈱

　　　　　　　　27調え

で溺．こめ灘嚢5h飾。伊野刺碇多野好

七み・」し、恩寵が六オ垢了痴厩ヂ」鰍貿v・

うと｛るセ間商づ4×ミ〉〈！；ywご・与スら膏・多

．昔1又、ヨ（×）カ・ら受餐勇直経1つ爺“与柔ら才・

「る。

　アでほ、イx翻ひ艶春野頂掻つλれ㍉矯）
・」めご＼／女女・（・γ参w＞1＝ユ個、遅≧・あう．ま

た￥細痴ハ童容野重経肖回心腐Z・噛姪ノつ《

ゴ溜’ド1偲翼尋ご唇あう。レかし一×細寵う

了細ヌ乞毛6れ穿、昼型ヒ。予fギ、く型》ご券滋イうめ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　μ4
て・ Q福教ヵ蚊馨回る．こめよう、二しマ求
めア三寿野暢履も表7しく赤レアニ．憲幻・ら寅蘇

諌餐野溺雇、づ偏心．凌3・沫肉ガのみ図掌数芝

覇足しイ〉・うこヒがわかう．偏心履娚し内Z・

ブ3る。

　ヒこづ∴De葡・榔柿・増（》weγら、「×細

瓢つ曲曲6瓜略ll・漉e、1謡3誘柔て・・多
が、．うしそうβヒでい1イ、雛体1イ固ア・ら入妙

陀齢すて、・うこU叉・の、エ言乙の縮論口てら

、く望ψぐし、・云ぐ旬、ニイ彦・正「ざ4＼う～諺）うう。
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茅3章　將徴油露翫夏区おけ多処鯉：綜瓦

　縄覚急の感覚畑鼠（＄eめsOヒソs七〇隙2e）鵬入

力さ齢チ・楕報、コ、寺銭・ゐぐ霜錫さ躰体制1乙さ崎＼

・て一一フか親恩禄バ霊感芝塾ろ。黍匂で口、埼

磁紬錫短下賜お・丁3，処耀図式ぢ｝び崎徴耳翼

孫聞か調濡事用睦1・．・て指身て3。

keγword二菊醤油脇、網膜一画働宏；姻ヲ、紺崎処蓮

　　　　　並列処蓮、譲搾的独立性一内的疋萱

　　　　　繭ヲ主意萢程、寡キ葡ラ鏡・赫呈

§3一刊．面痩学酌ゾ」らび区生息浮的脊寮

生。端加音助レ《蘭て3ま運彦’酌知見

　§2一｝z当蓮ベブで5うレ（、綱膜に入．汽落

橘報、っ呼塩彪嫌い更綾ざ船た媛、夕｝側：膝状オ本

と爵，ね・ろ墨継骸を孝釜て、入贈《麗乾々重区孟

イ3。ノ〃万本凸縄神子口、昇覆腕黍状体ご6裾

（脇主エ）乾放即、宮本健ぞ誤（・タ7の参里。
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〆疲冷が才・し、．さら匹、2野Z・・、つ約〃袴k蔽

ノ疑かい博3．綾維だバ萩煮立．た．神経回路網

房簑、期自騰勢題r伽・7、っ、既下立置
、．天芝で、乞線の秀向／｝ゼ囲者報ヵ紅筆母

樹処運狐・マv・る芝海ち収v・る．

　差rカーコン、っ、孝爾時分．・で受光頒威勢

砺て刎浸寮野田ece内鴨予leld）嚇、押
て〉多．イブ楠ち、一后一二¢脚質・ン、っ網膜工φ

崎泥牛立置旧乏．9惜してv・ろ．ぬしelと
．旨 [ese、（／鏑タ、．〃え、。〃訳／％8）口、胡虜頒

《づユー耳ン屯、燕能酌三枝（ヂ蝋加憤a、

じ』姻C七eh弧CS）砕｝．て、分類し7く。てワわ

ラ、曽純望翻包（sl愉P忍e　ce、D、複雑型細龍（

c岬e×ceU）・イ赦複雑型斜子い・we卜・ヒdeヒ
hγper・co漁pl　eX　　　ceい　）　、　　｛葛『∫フケこ複孝差．型細7ぎ乞ζ　（　聡、3帆eセ・一

・r曲トγpe肋Ple×cell　D　4フz・’あ3．該ノレ

》・説明、つこ・わ朝開て恐く、こ才＼ら口．備

卓岬莇各蒋尼秀向か線屯燈写しで．・うらしザ

（ed2e　detect・hいhe　detec七。の．童寿臨オ立置

バiわず1司じで、向じ・労向斜核（圃セげed・料e繍。ぬ）・

’
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屯鋳1フ多ユー冒ノ1つ、皮管，表面レ・窪二直η，］・り在

（c。1幽の噸・3しそ㌧・う。．’　　　　．　蒼。。1幽η

のニューηソ〃・prefe髄d　oト｛eγ鵡tioぬ、コ、皮管

表伽そ・貿魚匹愛紬（c∂繭疑幡即陀3e繍・い、

湘レμs，ノタ梵）．♂〃～伽／鰍回申〆でべての

芳何図・穀遥含7いム・る（ハ｝レ媛s、／9姪）。

　イ、しか親覚頗〆鷹鷺秀菰型細刀琶もカv、（

α0α協＄，ノ9ク女）。＼ギ、G’覇Z戦闘丁半母野を祷ηこ

め種凸多4一ηソロ及河色裂め反飛芝示マ。

一骸監イガゲ航レで、っ、単二型細翫複維
型御刃引しく毛丁丁・彦型細月包の毛の』、色崎脚柱

あノJv、し｝ハoad一』α洞　型のも《んミあ写。潔純型

翻寵ρ牢突‘（喫奮願威の粛蚤構0、ノ。八杁ラ。　ゼそ

《犬望さ、つ礪心雇〆名初勘考しジハ・（S翻｝eb

ら、．タク∠）。一云、複雑型細龍の愛溶野《天菱

て田福訂度ヒ乏も区天『｛くつう（Sト由eb今．

〃〃）・馬望3…・らし9嬉ノタクフル詞・、ゑ平

痴ハ童二野が天きつ、っマ、心学才くr麺が邦久／。〈’

〃．30～・あ，アく。既滋麺バ芦7ラμ系月韻神経管ラ

細寵z・、君，し匹掬、・zう詩寝間涛脚・今×型
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団め矯’動度を記証4弓微ノ診秀イ望式、つ、＼・ぐ。

お備気ら塾z、吻力ぐ、ここz・鴇、淵づ。醜。。㈱

し〃・）《うのモ簡洋区説明しで巧く．うず



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m3 ＝．

、匠（のて、四刻てZ・磁菰涛聞匹溌ツ（レで、、3

喫翻生づユrvン（レcet、）の劉分k昆義て3
。楚河矛ノ蔚期モヒ（顧3ec）ヒて専・、・“、蔚刻層てz・

矛ノぐ顔瑳筋5五一。引《劇命、。

（涛刻て’2・，硬腐しπう《、つτ’費ね古老赫矛鳶

期砂あ多ヒ．・う；Y乏．表レZ、、3．）

しア｛バフで、詩亥牝z一掃31tl鴨・3万一cen《割

盆、4、

　　　　　　う　　　　ユー奪（ノ　　　ノ七）aヤ　　　　　　　　　　（曾）

　　　（絶河系ノ詩期匹・」い毛《）

　S（ズ）をノ李、　ニニーロン寡】扇2・・〃・乎予身‘〈入玉2

魂《細書ヒ、て、私立蔚聞区喫奮て3‘ユー

百ン《割合《蝉吟殖冒る．い蔚1着船
一コンか闘ノ分を声ぐ正硯ノ分痴D（ρ）ギあ3孕屯オ皮

髭可ぢL、s（ズ）、・シグ毛オ￥’関教どηう孝〆

伽・ウ．つんヒつ拘ず、乳訂《》＼ガズ・ズ・《

詩・〃≦ズ。・」う蘭植モ必つづユー℃ン、つマベ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巴4

縷奮レム吻、つずだ’ρ％、．

　　　　　‘（℃二∫D（e）露　　　　　　（！。）

　　　　　　　　a
ヒプ」うから～・あ名。習寿勿Jt＋γz・’溌）にレ？ゾ

ーろ硬薪核づユ＿・切γか蓼！倉1っ、唄寿愛1勺ゼ

5e繍ve～・ゴつ、て・・撰暦て5・“勤ラニコー

ロンめ夢1焔「ゴあ3η・ら、

　　　　　　　　で　　E（械）｛1一∫ε（も’）dゼ〕・β（こ（価）

　　　　　　　　七一r

ここご㌔γ1碑原総て苓㌧、

τ壽ミ画疇咽・s（叉（七））

（h）

臼2＞

　授妊ρ徽分懸鼻望式・q3）’～・、っ、孝老苅矛飛期め

芝望，親レ、老＿・れりに霜河矛た期バ薦薦て

碁マ〉う。

「
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3、ノ　ンタルズキ々γ．うンブめ亥鹸擁東

　§3－3、家＼駿2ご口、　、．・〈！フタ・グ・｝ヨ彫炉

ら宿威烈・アtパターノ蘇鋪聞梶寿馬、持徴

狛辱め妄想的私立・珪てレらべ・ア〈．回国曾て口

＼提ぷ刺激ぶ、でべて、司レi寄継一ら繕熊☆N

戸レ3タ＿γ（～P）戸＼そいヒ℃ユっ斧’す冥弓

ろ図形々墨入貿〉たパ妙γ（DP＞か歪内

洋イ肉刺．激・簿一ン副馬、ヲ帥正網ラ
、うhつ三辮多（矛尾両グ3ρ）がir労し縛間鮪

ぞ副列さ匙・も・ろ。いくカ㍉て．四季素図形n

秀薇痘蒔距紅斑翫4．，ブニ．そ潮≡離
（・ギ、、く、’ヵ・らかでオ欠）1っ、繕；成疲之バ2イ薗、　委イ蓬1

ハ断念1っ、β．一ゴーエノ、え．、煮．4脅

類　2面あ揚，倉、っで、■ぐ．、／6纏類で・あ

。1く。ラ．アく、イ〃／《正潜穿≦得5プ・あ、二、ヌ尋

・」，、・ _ーγの彪調孝聞哲ρ／閥逸しそ、闘ヒ

〆タール擁類肋関イ系がし巧バら鳶＼F。弓

3－3鷲2で1ス．6Pl・灯鰐季吉果の一詐＾《特記

　　　　　ヴレ筏．奪役1瞳d馴者痢ウカ、c《莚バる
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　まず、1個囲璽弛梶だ、しア疑廷め多〃％闘

（々痴正暦勉得るハ1戒勃1才翫崎間）
、図6亨《｝うしく・｝，7く．可・7縛備、忌『島ぐ／～

以丙で1つ再以ど如％醜く亥イヒ、つ言留め帰∀」

．ヤが＼一zr之ノで、つ爵、・植てイし芦．

　辱まアく、愚心痴疑ノ錫易倫、繕成人タや3

めSPし∂寸鰯正気孝1っ梶言、涛間ヵぐz〃浦ご

渉ノ〃以ド老レ・於こ旨膏備寅鹸ゼ軽めら

キ＼1く。きアつ三盛1数スか5Pし《釘て3チ〃％闘｛

．丹（勲く確言・しアつ揚・航し重直1く梶ヨ・レ例易．対しぺ

．心暇辱曝し1くG羨h）．興野粟、氷卑1く
梶斥レ∫う擶庸璃蓄髪働う堤弄レ7・菰瘡ぎソ

帥・∠臨迅く、し7二が。で、喬的疋査誇揚，欝乎多

（一定《提ゑ祷間日・屠い・正播餌；ぞ翫碕・3

一イ葛飾縮ん幽縁通の1つlr石多で・」．、＜』楕賄

であ3こV々罐劉烈煽。こ“M筋》うビ’網
藤の野感蘭八郷犠1獅多ご・あ3こ域郎等ド

醐£しぐ・・尻減更・掴・3（図68）。
　〉）て、《DP　し父対～す望｛：L汐ツζ閥屯図6『聖て・・示rl．ラP

の揚隔膏3一うゴラ£下弓う≧・。∠以蝋っ桶



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　階
：威数の噌裾蘭教ドつ。で＼・ブニヵミ、DP泌揚、倉

・、禰回数2”＼エズ》〃メ闘、つ乳緬レ定1。つ．7（

。ヲ1二5P♂、正久｝客へっ堤示爵間、ζ・乙モこく．比藪：

碑笈癒つエ）尋朝野事実しノニ凶ご、PPρ正矯穿

1つ堤和島聞ヒヒ毛葱搬ドエ耳し1＜。

　陶下℃、5脚ヒα巳聴しタ多・）、っ、訴彼色〆3ゼ望

ブ」る〉）て元還組み含ぜ1く矛髪．含、郵形「三）…汀＼・て工麸シ

めごヒミ：親指走査：念達紅毛溌募一ミィ7く。下6つ鰍、

ら口、矛皮駿馬ヵ｛才是示で賂汽穿、」ラ潔しくターブッy

．・ }彰ヵ二含弓轟＼一z▽る舜・香ヵ・芝判断博3〃、1て尊

て3崎間からフ実《縮累慾得μ。づ・7わ巧、ω

夕一デッ1一むぐ’色づ1二、っ彫のみで規定さ織＼るイ易

ノ≧（楓虎e糸雨）、　DPlて封て蒼及、鳶蔚聞口

刺ヲ鮫1斥唐ていろ図彫の数1く閣イ系つく一定ズあ

．多バ、　5Pじうてて3、華奢時聞1つ図解・（イ閲教、＝

∫ヒ例レぐエ）号し7～（2汐一ブ曳、．レが色ヒ彫の

組み倉イで魂棚r芝A＼ろ揚含（co瑠Y1のOh糸符）、

5P、あるv、口DP匹関～糸入くゼ友た碕間口図

彰ハ樹叢、づヒ例して工卜し1《。　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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4．メンタ・レ又キ々ンづンブ《毛ず，レ
　矛見覚神4≦系、っ、黍需瀬、ク羊覆・J〕膝状イ本チデ｝，〆親

覚頒匹万いz、X彰ヒY形か経窟卜房分類ざ専・

う。　×看多づ4一ヨン・［．　季そ孝畜彰《云気無花撰し

・、童居賓、4此藪蘇ア小国く解尽力口商、・バ構報

菰辱ｬ露座、っ髭v、、一方、　Y下多二つ一ηγ、コ、

一麺柱か駁電歪系レ、童寿野、フ∫と藪葡天廷く

解イ象汐、4砥㌔、バ、画報オ云送塞震1っ莚vこ』ゐぐ

痴ガ？7》・弓。XイマンタルZ・・浮訴糊η形の

楕報が沈藪的申．くり』乱調｛躯、一秀Yイ

々ン秘しZ・・、つ菰暫ギ魔北四獣窮乙漣認わ＿処

写望乏いうヒ持家らいろ。人間《梅漬：急、／う．

こか之っの経路が存荘て3・を〆不7隻狽＼で
移り、　こ凸｝乃つ彪気分間祷右｛アい亥才寺てるヲ昆

．象が織・！，ガ昆濁杢いマ、・多。

　愈々り、こ碁ら《争寅歪ふき契ぞ、ここミ・

ヌンタルズキぐンづγグ区つ．咳’茜欠か蒋徴

｛炭視て多稗巡回凝卜鋼玉箔乏3。

久）＿入力て祠涛レく処≠調てる爺ラ主覧毒擢匹｝．

　　で、望繁．」顯，威芝蜜島てる。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n『

し）．翼管っ頒滅初ぐ廠鋤烈・う、、メγタ、レズ

　　　　　　　　　　　　　　　　　㌣／ニンブ日、む轟或汐・ら賄牙る．
じ）、うレ、翼管η．国威。・夜鏑烈・ず、ヌ、構

　　成、動多や畷能㌫薯葡・Bじce病葉γ瀦

　　ウマ、〉、ろ吃、　メンタ，しズキ々ン／づンフ、つ

『禍怒，家ヲ旭志竃。・ら捕喰う。

d）、ヌン弥レヌ履ンニンブ、。、集や約ラ主覧

　　《麺擢之＼惹図形〆・ラ魏・キ集・れゼゑ、匁

　　処チ駿、翼石博る。

尋、1　2層神経面蹄網
　栽々、っ、寒露のλつめ処翔乏一P担ぐ〉ズ千匹

ミ

誌バ珍」う〆3X彬づユー・σプ㌧Y訂多ニュー冒

ソゐ・らηる紳経回緕帰。ぞ生ず多㌧％婦

．図マ。瑳、z層神剣回路網を示て。

1）．網膜工ひ善報口、Y看多馬蹄琢茎マY彫う

　　づ一切γ層（Y層）匹遣；覆約・劇激目7

　　ジ＼カて3。一秀x直川一ロγ層（×層）
　　幽づ、×形経蹄屯孝女て、髭奇・で蒋孝惣マ・」

　　現下ヵ・〉㌦。でくろ、
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　　　　　　　　　　　　　　　　もil）、　X、層、　Yノ馨のジづ1ロン・ロエ…蓬！あメ石多、

　　、ノ彫ラユ！亘7め粧賃rE｛バ、マ才考．てv・

　　弓。

の．Y湧の喫デ」る秀向崎｝実一尼才考ηづユー・ロン

　　謝匹、っイ則矛や制φぐガ亨荘でう。

1＞），x層かづユーτ1ン間め丁合、っ、　均等レ〈喫

　　」勧窒淵動帰レ、）司団一丁制巌《孝倫・をレ

　　ぐv・る。

〉）．Y層ハづユーロンロ、1鮪”同ゾ皮警醒噸

　　蒋1フ〉〈ノ曹のづ，〆「σγ）状9レ〃＼ニュー肩ン

　　匹稗忙種の孝畜渚歪繋る。

　のlv）〆廉して甑視覚系め纏を囲立骸・
緯制締令が見髭ざ才・マ・おり、茅倉怒ア3鳶足で口

ねv・。ヌv）レ4関レ乏、っ、タB則π黍五塵ト及び’、

視1宣頽子方〉マ類1ン丈か4吉倉バ〕乞飴ざい2いう

（Slγ、geヒ　　伽d　Bedworしh、ノタク3　1　（；七〇ne　oいd　Dヒeトe胎，

・鯛）・蹴㈱晒（・タ％ク／）どCひrpe魚て
B歓ke漁oreしノ9ク3）口、　）・卸叩う　Gτlbつ。鴇一別久keYno胎e

の扁：視か一拝1尻ク・ら、視薩々質かO斜e濡αtion　Co絃m〔

の間幽っイ則柳訓バ勧い2、・ろセ薦亥アる．’
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B廉鰍eビ珍b凪．〃、）、㌃孝更複雑型細寵

レベル砂お、・で測御制壬見角レて．・ろ．ヌ、

Behe＞e沈。ぢ（．タ舛）マCre繭z柑dら（ノタ忽久の

，孫づ、ク蛭薇惣臨鋼べ三等県。働厩～。h

・c。1u三間匹側稗制バ勧．、ていう』善女露。孝

望、尺05eヒB聴脚re（、9惣）超9、1、訪（．タラの

四う尼、御串1コ柱うずフ．ス囲玄老穿頒歪紳乏

ろア，レ々ロイγ協一纏レ｛CUC繭ne区｝，マ人選

型．矛雛r裂浸び超複雑型細包《秀1句蒋妥膨・・

イこ・」舶赴ウ。

　SPカぐ母子、ざ船摂、Y層2・。刺激キ童・丁

穴姻龍1涛レく喫早し？、X層の細寵に一様
づ扇ア彪’iλ・空：か壷、1ラ敷：モ凱・て6！言、　DPが堤気「、乏

適・械Y層か霜：互狩制誘者軍、x層へ《御平

枝あ餓か気薩一夏・」ろ図形区質ノ飛埼3Y戦

馬2・m写。・かイ柳㌫れ・）ソカ．幽くプ昌．

こめ」うア2SP受DP≧‘〈Yノ曹からx、層へ。、

四二《轍翫ぐX層2・協メン妬レア薫4ンニン
グ㌦乙ぢのき，ラ〆」髪多逐薯鴫与ヨ多で・あケうガ。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1曾2

4．2．状ン態云擢銀

　X層づユーvγか・ユ三極《播動蕨口帽疑矛
託瑚を％庫・恥・、ゴフ冗のう・」を完聡肩望氏’糸ゼ

招》丈的斜脚z・・重る．

一τdm一刀＋s［脚七）一蒜騨）

　　　　セ　　　一∫Rl（属×（七w＋Pi㊥＋㈹切

　　　　一bO

　　　　　トユ，2，＿ノ偽　　　　　　G3）

　祖し、X多（てハ，蔚刻㌻z・めφ者耳ハニ．一

ロ7バ嫁団の彩7藏船幅〔ハ喋甘めビトく
ら〉・パシー頂ンクぐ溌沢レで．・るのマ系レ、

oく×毒（切≦1歪表て。∫一（の、コ・ンブ招ゾ関

「董気z・・：あ一｝、　S（o）；／！6、　S（Gρ）＝1　、　S（一。◎）雪。≧“

蘇3．喫瑳夏凶滋nつ尻二〇匹釦♪、そ《蔦z・

か四望、招・てろ．碗、回番亘ハづニー。ノ

集極の自乞喫・翻払孝倫一の彩物としアく拓診筒

重z・獅．o》p矯臨一一・・7集、郵・
ら、ゆ舌冒のづ．一ηン集、蜀＿囲則無慮」か乎



1曾3

痴縮，含荷重ガあ3。Rづ（‡一ガ，　Xゴ（でり〉ロ、

詩刻でノ‘〈二少＿ロγ集、蜀《ラ害働1覆X裁（ゼ）が・魂

存かラ害働復睦及、で響r悪善秀ノ鵡ル生《影癬をゑ博

量、・あ3．R、つ非重の蘭駁2・箔り、爬か‡’）

．の減㌧ケ平臥ずXイ〔で）め確ク∬閥薮であ3。

Pガ（‡）、ユ捗看肩《マユー燐／壕、菰恐いX彩経

》蕎からめ）＼力刺ラ毅ゴあり、喫・奮柱レ（イ乍罵て多

。　Q萎〔で）、コY層η・らハ〉＼一ヵ東｝／霧吏ぐ齢り、御製

綾ど存爵果る。　P3〔‡）、　Qイ（‡）、で茱区非重z・・

箔3。　θ多ロイ番冒ハニ4一ロン蒙凹め全イ本

の閾イ直腸聯奏博る7ラ・拷四・、シグ名イ

γ蘭教か愛．、切滋ゾ《履1鐘f制す．

　急q3）《｝ラブ34壁心秀孝旧式脅、　z…づユー贋γ

蒙面〃、矯救国渕ぐ記妊で一窒ろ二芝、っ、）、b（㌧蒜

涼、Cow伽喫　Wi　ls。ヤ、、Cowa、1レくつう。担レ、霜割

矛鳶枝か須、っ、α述ff沈hか潭一二4一肩ン匹灯

てる薦髪｛、莚似釣疲づ，一・ロブ集、蜀区適聴

し7’｛うク・2”あろ。

　ζrZ一　こ5（｝フ）η急、等、夙3斉こオキ丁～・1纏

か才琢動チ望象い・覆ン1（的溌フ（）キ育！ず（襯乏1ず、
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Suzuklら，R㌣の。

　，ク乙二ズので易．倉匹口、　このチ毘象口、調式白守〆言彪

明rざいう。ンてσ・｝うr∂糸を％気7つ。

畷2＝一×（・t7）　＋　Sl〔b×：（士・）一輪）二恥一漁5）dゼ

　　　　　　→一舐（セ）一Qx（赴）一θ］

τ轄一壷）＋縣）一。×α）了R齢繊・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一60

　　　　　　＋9（ヤ）一　QY（七｝一9〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）

　、つじ・め匹、クレ郡入ヵ刺激戸ω、G（で）修

丸性の頑ヌ～（‡）吃鴛等しで％契る。更に次め

δう鵬愛数詞曇てち。

　　　7（七、ヒ2（×（七）一去）　　w㊥＝2（Y（り一÷）

　　　S＊（u）・竃＝～S（一暑）一ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　（115）

　ノ」る㌔一1≦Z（t）≦こ1、　一｝≦．W’（t）く、　ヒつソ

S￥｛醸）う　ヌ　シ　ブ　毛　イ　｝ゴ種ど1数　渇　デJ　る　。　え亘　レ　、＄醍。）二〇，



　　　　　　　　　　　　　　　　　　1曾亨

∫寒〔．・）劉、S㌔G。）・一昏・3う．ここミ・崎匹

θ・（』一C）／≦1、と「「る．　一可ろを看、（、1拝）・わル3ラ

区斐覆ざ専・ろ．

　τ≦響）一7硫）＋9黒〔b7（七）一。鯛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　qら）
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　え“の集潤《うち、どちら。・一云でε、守が嘆

卜し、花言、三野・」烈ヘマいろ状態！封バ呼定

野饗玄匹η，て．・多一つ国）、い）一の、つま

ソκ〉』一1抜〉一σの、揚君2・・、こオ・ら外揚含
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寝《z－y呼衝z・詑明てる（図ワ1）．
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巽・ηうブくめ瑳急（吟）の茅1式かシブ毛イド

閲薮のギ〃・斤飛’穆〔め硬クぐ各派博ろ。升鳶柱の

愛刃乙の碕昆駁ヵぐう舌噺震《涛定董気「じ匹比藪レて

イノ分国望▽してろ。てう尼、矛・穴・枝め遭て撞

崎間肉ゴ、っ1昆八当日で、癒ヨ野間1月で・《

1＄0σllne　〆Z／〆t＝0バ％美ら赴う。　こ齢ロ、

梱ワ1区赤て3う〆矛斥・柱の須バケ曽云でヨ房！フ

いマW「軸か重《歯茎く孝実動すろ。　そ専＼砕イイい

、短涛間内2・《竜嫁か」夢1定卑衡脳胞冒P→〆、

d→ζパ、矛」警）芝望衡薫／旨R一→尺ノ　量4多動rr

る。．ぐがで乎衝菖メ～箆P／㌔バ融ノ回しで杖鼓定

ヒηる。　そハ存め解口〆て長話躰、ぽ下等込／む

皆！テ雇、7急（、紛の茅ス戎ハ矛武・稚ハ履バ指

環い茅レくの祖語払項、，減ヴレセv乏、

ぬ舷、今風ねノ声ミ怪禽定区つう．こ一う

瑳しで稼勤魂郷ぐ華墨て興る。

　ノ簸区机Z画《う，一下γひ集浦バ相：互祥馬

事3、尊堂砂毛同様．」分画魂象声ぐ旦筋イる．
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三毛説明可る．

　ノテ、　3オ固［め歪郵百多rε倉《ン・SPあ3い、っDPメく

梶示醤彫ヒて3．老踊匙・ガ曙＼撚楓形の網

藤工の泣蟹匹筆たてろX層ハジューロン茱潤
レニ1、　2、　3Y番場ギZくr・丁∫ラ。覆レDPめ

・湯蔵幽好‘β一つ望r扮、動多影質丸冨ろ集司

一せ着考召可、稲．重匹3っの集濁凸柱管

講い曲禍・つヲソ。ゲ・峨・・〃・
鳥（‡イ，×イけり）望R（かで’、×ゆげ♪）ヒマ

る。

　ゼマタ｝一郡入力型’Jヲ敷．濫（‡）、ζ～イ（亡ク6《蓼下間薦7

痴硫％気団孤パターン《提惣観で’Y綱
万智登臨・明詣。ぐ到着レ、0パt）が・燕駒ろ

。そめ後x細寵経路から、×髪醐踊区／謡わぐ
三期レ乃・（t）。・曳縄ろ。4夢（t一丁相懸劣、・，

あ　、島・ω，。蒋続的2・あ3．ρ眉で）らのω
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．る，験し．こめ揚倉、っ．外画入力刺激、拓匹

さらず1司一z・・あ3．

　一秀DPが梶方・づい名謁倉仰、Y翻礪
の望つう秀何職生省寿つづラー石γ間に、¶柳
葉刃ミ澹結くブニ、めレζ、　PP‘（アイだ’一つ累つう）・郵1戸

〆斐一粒てるY細龍華《¢ユーロブ’《錫力、・花

の㍗数《網寵《鋤力」りか疫くブ3う．つヲり

た拶一っ翼・拍滴彫丙《ノ鵡笥3x細胞層め集

）気＼ρ務制人酔入力刺激。謙望くηる．こ於

4易勉めク予郡入力刺霧蔓伊愛zし、つ）郵ワ2りDP〃、｝う

2“あうう・

　芝z＝〃ヘタト著寮入力車影動（・｛：方今多波z－5立〃丈レ、

癌・。ぐ与ヌ帰▽哉ミ肩、の娠舞．・モ叢植計

算ゴ解、・ブく1数値撃砕〆蜘一筆広尺（t一で．

×（でり）一興xp／履ほ一方’）｝×．×㊥売板定レ

ブ・・こ錫紛R（fノ騰馬（悦’，×《切〆τ勉
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カも西天、《、愼鳶1て．及ユぎもて影響のガ輕あΨグら、

X浴（切‘（初●功i済こイキバ最，1・の蒙、団ゐ・ら2発・Xが主二

・ず5。咳1際め～莞ブ（臆想1っ集団、《穫箕め蓮v・、

タト笥多入力刺ラ紋6（蓬，V・、あ多〉、つ二｛。一ロンめ

焼麩月ゾ1く｝．てラ美淀．芝赴る6（であ今ラ。但

レ、慎・て騰馬）（《穫7号ρ誌面矛ノ鳶｛裟にあそ

灘震賂マ＼哩、あ3痢郵ぐ泊鎮製して▽
一プ魯《・同ゾごユ，ロン隼団ヵぐ2疲興奮砺

こヒ、つプ∂い。存ゴえ1イ、　図ワ3一久6（5P　6（ブ易合

nつ3→2→1→3→2ヒ溌ブ（ぶ繰返烈＼多

。こうして5Pのてべてめ図彬に釘飛・て3づ

＿・ン痢郵辺度喫窟し、粥v、・1つ轟脈

興信しアく物一切ン薬愈凋び興奮冒哉ミ
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、被鹸三口与えら膏・＼7〈、、．タ，ンが～Pゼあ3

こ擁認識て3．ひアくめ、5Pに倉沢煽
図形の薮ヵ三三て3Kつれて、認飾尋て万
涛間口着え多し、正暦年擁1示摂考聞ヒぬ岬
・つくりφ曽；焼レでる。　・ヒこう々ぐ、　PP，。ミ毛是オ、さ斗・＼

ブぐ口1〈湾、集団囲生管縛、初期添イ牛があう

り幽く夏・防つ㌧・眼リ、溌天前め期間Kユ
のづユーロ7座面ヵ㍑尺．廷摺＝栃・茅、∫纏〔入力切痔す

、艶語蜜が重が小さくつるアくめ一曲寿館溌天
・． Aつ必ずエめ二＿ロン集団ゐ・ら箱竜ヅ，欠雨

ヵ・ �}癩て．；敵鷲カー層ン・集団ハ㌧・ずい

かみぐ興奮て5。　こめヒ芝、被吾気盾、つDFz“あ

るこヒ乏認鍼砺．PPの漸く倉船・多図彰
め嶽が1熾uし嬬、誕該L〈票て3P嫡、破礼
・レつ＞1 ｵ、正餐率鷲慰示崎間ヒ知・葱織、く噌
加マろ．以工ご’寅霰・鞍い）、（）、（）、c））

　しヘノ　
ゐぐ説哨さ責・1く。
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5、　：7ローハ・レ毛，ヲ，レ

　現亥しく♪〈層、＼で層がビの部～立L〈稲砦てるか

1て、ン励め」ラtて趨イ象で竜＼多。高署動ぜ勿《魂覚

寒1〈、つ汐羊覆幡状体一彬象鞠・（づeゆ、・一ダh薦
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グズ’フ《イrブシズヲムヵぐ考彪一マ多。新序ガロ

、フ司波教ヒカ向の霞鉛ラづ一「ロンにぶ弓愛冠

約・」処遅がノ3，ざ遭＼、授，着、っ視覚的ラ主・意1〈闘与

しでv・るヒ言の才・で▽ろ’．濃くタ｝側膝状体一

・有線願寿・しくηV、乏、つ本畜葬工縛a・》まな千部側

薇働くη、・釦つ茅1畜茅工皆Z・述バ・ア〈．ここ

でロ工部ヒ視床瀧1〈！フ〉マ簡単、く妊べてお．く
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　　工立一っ＿一吉くφ・ら葵覚ヒ…運動の凶報を就、な
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部《勾一・ブ甑魂鍛恥づユ，冒γ日司
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　1く、ぞハ秀何1く眼チ求運動（級（姻e）蓄起こて涛

一よソ熊ジ滋総嫁ら掲（α・、d増般撚z，
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ノタクの。レ勺・し滋層部め％〃夙1〈薦毎一

憤γで粘珍膨纏動に｝る擶蜜口匙こらプ3V
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ー可ン、4、獅綺定め秀向、〈肇碇の距離rどσ

一％ccadeて3お奢、露様運戦く光弾っマ放電郁

．こハように5撫de囲嚢先囲立鈴瑳下多．

一撃ンゴね＼ぞ塾ラ短。ぞ別、霧働好（
脚θ＞eヤ憤ε｝丁じ一穂ld，　MF）ヒワぎ、イ之へろ。　斎づターロγ

干乾疑刺激1す望乏、ラ芙奪．　アニ5叙畝4eバ生ず5

層。　ヌ、　響くめ＝：二，一匹＝／、っR下　う多っており

光ダR1二肉1く入ろ毛飛潜てる（￥V繭z匙砺ldレ賜・

，ノノク2）。　こ6〈3ラ1く中織部の二つ！・ロフ下

露錬三遷づ》1冒ソヒ鴇矛1イ躰、ゑ層部《視覚

づユ，ロンY一 ﾃ磯’能旨｛ハく丞写、！て舜＼1く。、表層郡ヒ

牢苗打部の茜τtくロターデ・ソレヒ〈、匂ワら躰汽醒探
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諺採昆動か前lqコ武矯い抄づづ噸ンがあ
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ロγ口、肝のみ屯うつマおソ眼痢望働ド先

立。て放鑑混い・ろ．こq・らめカー・ツ
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口．自魔的・3濱闘鋸働の箭にう忌蒼砺（

磁漁鯛嫡．ノタク≧）・斎漕のラユーロン
め小考力・ら、表罫・らハ郊翻乏ヒ、探層力・ら

の直直蟷螂磁、胤牢間層ハ聞し（あうつユー

一・ンt〈牧聴してゾ戟％気帰匂v・う橿鳥
優魑 Rz，！タク〆）．ここドお、・マ、遂覚礎前

々畷，含さ承る。

　さねく、こいらρづユーUンあう辞仰そ期
（α浦じIP菟loめ）と渉搾了イ重て了（図oh｝eめ魚Wμトしz、／〃6）

，親鳶泓っ、を千郡、申午下蒔くあ＼・て

・視覚勿一・7戸磁勧3が、綺1〈千郡親
融双工P）‘弾く画報3（眈heβ髪陣鱒．
／タク3）。　）ぞレで、　％鳶へら6へ＝ニュ1ヒ？・ン、つ、

舳卿。し磁孟’ 囓竭ﾞ団ll酬ら、ノ〃z）．坊砂

弁別曽鶴訴断て詞・、イ、エP凱響く注意を
泌瑠≧ヒて3潔ラノ詔舜需て梶添身琢ゴしく重：穿弓4；～劉

4丁袖賀る箔瞬・ろ（雨戸妨、／〃小
昼し魚彼ら1つ気ラ矯の禰轍ζ春意団う
助・」初独翻乏蒜稔「〈千｛砺望斥狐ぐ　鼎乱

で▽ろあし、・L％勲〉・る。 ’
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1つエ郎・ら入ヵで童、丁マおり（Behev諭副

一稔臨ノタクの、ヌぞめ尾部から晩え／野へ鉛
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多（Rbch久一レliヒ伽δ久，BeめdeめズG櫛35　傭d図isトk南ノ

／タクチ）．・一サブシヌアム闇の≠ヨ互電着めダズ・イ

・ブラム屯、郵r痛く示可．嚇氏一図畝ヤ、dラ（．タクの

1つ、エP瑠〆切輸く詞、え／野のづ．一・ンの

童寮舅ヵ琢噴く・3ると穀告して弁り、こ晒つ

＝め綴蹄φ版ノ窮1く釘しで柳制心仏：し・働、・て、・る

孝歪和愛しも・多．博・漉ち親覚頒て髭レ
ーで之／野1くiぎられで賃7て情蝦、つこ6（経爵甲西る

イ畜豪しく｝。マ歪釈で胚ろヒ％気ら賂3。　こ《

まつプ∂孝恩ゼ妻子ρ乏・デ，レ芝％気あわ，《循ヒ

、親斥縦尾鶴将赴く、λノ野ヵぐ×層1く釘丸し

ぶう．親心盾報口、視覚β夢から並則、く！昆崎

間え／野しく送ら夢てv・多ヵぐ、よ＝立一親庫窮〔系しく
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あマ、ラ主露回向、丁3べざ部分ヵぐ勧天翁・る

9

　　　　　　　　エ動つ銀琢晃動％授起こて鰍立乏’協孔

飯鱈貿㍉・ブザ、工銚厳：壊しマみ断税怯
一選動（瓠（肱de）口正：しく別背起こさ碁、ア｛だそ

み勧瓠蝋駅・Bアぞワゴあ。アペ（鴨而鳳
　　　　　　　　　しノ嚇e帽．／〃z（b））・艇。で、工丘、つ才働工蜜

彰で協孔認知しアニ刺敷｛く釘し形嬬乏向・丁

挿冒足…勤5礁能邪。て㌧・うらし、・．前

1透湿く訓e酬鋤噸蒼して＼・ろ齢一見篶
蘇渓紳ろ眉鯨轟謹ずるめ1つヲ㎝、噸
轡／御レマいろ眼孫星動毎一下ンヵご靴艇

赴て、動曝紳羅糸Kイ畜暑｛恩多アくあであ3ヒ

％女肩・ろ。
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　一面TC・判、C図e餅γ1＝貯高き）蒲鵜・ら
、見アく、・部．分屯老下汐紘く菊4多三韓f延しで、彬揮ご

知鄭聴視覚短期言て痴く貯えら鳶へる。

　茅3奪ゼロ、蒋徴検島〕昏が考左湾3：尺脳皮

歯1〈お、・て、網月蓑拉隠し文｝らず一定、（範1郵丙

で互▽、く狩制でカ・ワ．令フて、・るこ乏「三示し1丸

．卸く．唯心視で一男あ3程度綴（細・3畑島
し鍾、之導ヒしつ㌧・ッ易含、感冒ζ（ギ考霧気幻ご万獲舞疹｛ハニ

拡画く処多臨いて㌧弓こu朗ら知・ドし1叉。

さら1く確孝’釣1く菰立K．ヌさチ望ていて＼・引、くも、か

カ・わらず、処耀てべ四丁富嶽炭キヶ曽ヵ買でせ衣乏

姜1司ゾ旧庵小玉碍多πハ1く1之享1コ提寿、魚偏ヵく

よ）翫御Y遊訂し芦。ラ瓦選獅拠運、
2叢箔処運（縛ηわぢNe概r（、タ67）忍言鑑・

叡に前ラ主家㌫劉雨脚擁寛・癖四幅兇
｛㌃襯室回路網を引レ屯堤訂しア《．こめ歪ず

1しで、っ、×一イ々ン知レ￥Y㌧イ椛ン豹レと

“う転身間．特蓬：ハ翼ジ了るイマンネル間ハ動詞
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存用’ヒ蒼孝ペン芽滋芝橘成で3ラ4一ロソ間

‘（霜互存）瓠1く》ってこ壱＼ら4（処翔4幾能芝寅現

し乏▽う、
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　本国ゴ1ぐ継電九国九章霧凶暴て巧湖周切屍

、崎レく継H考的i統含ヌヒバ可能とf～るアくめめ面長

一間粥ず幻馬添イキ図η．・マハ訴薩、並び匹寄島覚短

期記凌；・の蒋寮母関づる訴、究区，，、、そ琵べる。

§4．一1、、窃望曽的背景ユ

1、継時両統倉過窪匹ηいマ

　§3一、ど翅二，ぐ六｝ラ相引ト）磁歪ラ重親、レァ〈逸

ミ、網膜区才斐影，芝き・7〈橡、っ、並列区あ3孝望刃

物惣臥ぐ党制・γ・後（伽￥Vr鱒、ノタク・）、

エCON　Bしく、コVIS）セ蒔習・うバ．ヅ7マー

実態ら覇（6pe柚，ノ〃・）・
　工CONめ内察で纂刃楚匹して、親覚的区統合で

議▽・内部表象は親覚イヌージ（＞isu紺一図3e）

潮嵐、でいフ、・多。親覚イメージロラ叉℃て写宴

あ｝う弓若《ゴロηく、翅戸毎制滋の菰磁区

従．ぞ冷蓼予ぶ圭ザ乏、・る。き7二、工CONめ面諭

（脾窪1）乾葛ぐ飾（／タW♪ノ参翌ぎ，。
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　こ《助・濠楕名て肩う匹証バ㍗・v弓、

・　「矛幸区拓徳望Z・そ行ゲ三酉る喚く撚知覚
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貿霰z・、唾、髪訂、宣看、っア。μ・一回のラ主視バ・可能・よ

涛綴し℃・与気ら専～2㌧・4v・．宛欠・セ烈丁σoN
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ガ島のであ殉ゐ・。老・ガ、被駿看帰臥
歪・ズrrツイづイうと、171ず正擁レくズプツテバ

ズ凌、む判昆わマゾめぞ〃励・・1授・・紹こ

回気オV∀‘．講・揃ち．視好制銀千マ・h。，ぐ

ターン《宿あ頑圭Z噌る呵＿・めらず、
僧下め寳ワ栄。ぐ了解さ瀞・～いヒ・り皆実が挑

こ引明らね肋冒二．



　S久崩ロk漁しタクタハ、、，け一／認識匹”

・ア3縄鷹易つの夜劇屯惣脇慮蟹，，含虞霰？

レらバ喫〉・ろ。被駿老畔纏類め視望私％ミ

乏・孝躯一）宅涛閥観察さイ珂乏、記撤竃倉《蔽

冒争」、・ク“／か屠託孝召易多め％、剥早η紛

諺腺涛間題柔掬る．こ琢吉東正鴬』1～涛聞

儲断櫛’1三囲．浅諏♪〃％正暦浮て得う
の匹、必奪・δ観豹寺間）z・絵乏記鳥鷺・て多7くハレ4

1、、，・・ _ーソな捧《菱以）汰．二め視野ゐぐ、臼穿？・

あ．ブ4．脅気記慮博べ紫、、・ターン《著きで

1？、風ダx冷♪・ヒ〃．≧・．ノパ《λ纏萎乳

η、・マ竹デ3掴・7・カぐ、再認孝、・視野於声⑰

看老貿「イ直でラ突落ろ、（ブ、っ73く、　ノ、ρター7ノ≧こイ本・レる

欝｛る矛購面薇雪下でラ知う。㌧壬赤レ1く

o
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§4．一2．彦貢《名四笑ロ区お、する刺ラ敷梶オ・面績

　　　　　の励果女工）局苅楕報ヵぐオヲニ在一ず5

　　　　　揚倉ユ

　ユ．．　1てゾ渉人vく

　，本脅で、っ殺さ疲ジ着バ同詔者匹見ヌ．3刺フ敷ハ部、分・

か三三覆（〕状後、才尾オ、さ赴る刺ラ敷：小部ノ二二庵・騒

齢ご・稲邪）橘歌瞬』め部分均し賦
ろ。

　翼望ハ旨「予予ラ薔影ぢ》・て、孝ムゴ｛ちが見るめ

14葡今冬あ名ノぐターγゴあり、（鷺，｛爵ロ末ヅ31郵f移・ぐ

丈膨・1でh、．∴㌦イ．ガ、軸蝦，、・ターフヒレ

Z何肩家田窮．かバ、爾題．ヒ・1ろ．苅象．い髭

釈めし。・ア．、、かんを・順、望．昌四駅ρ・圭ゾる

司・能性ρぐあ3。　プ‘凄乏、イ精興淫浮“，！分厨て・、

失聴紆寂μ関て3頂《髪があ多ぶ1、ゑ13匹矛ズゴ

㌔く、芽釘体夫認、相；貌夫玄怒．濯弓矢認巌矢読

、、融歌認ηジ封象瑳ア齪掴・ア鎌認。紘ゾ

る．む卿気私7物三斜力体、文筆．文葦

（牌ヲ主の1蹴1，齢ト4ワ久mめ（・9救）参躍，。
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、．風景、顔薯、翼・～る封象認穂しγ4，・・ター

γ認該ρメヵ多グム匹ヵ、・ぐ、纏セめ冥．・」う

面声、ら着実〆ブ㌧ダ空東予塙3。乏肉．，マ

、1パめてピレの，、惣一．／認識萢獲戸ミ明励・

・頁いてく琶％気扇・る．

　委訴で1t顔め認識いク課題≦麺ジマ視
’．愉イメーーヲ㌦形式一 y望1．レ＿、マ．薦1熟’3．

こあ》ラ・」謬題歪麺．みβ｛。、童Yレて次か

3っの・多望由・レニ3ろ。

傷；1匹、人、（顔一芝冤ろ毫芝、左こイ本白｛7多イ四声ご乏

竹．い顔か．部分、で知覚N・・3．・こ㌔か・．あ．戯

！玄く紹・ら言の郎9そ、、で、画嫁ハ．・ヤで・手．崎嫁

プ3う《2し驚あり、

茅え三部冷白駒碕牌孝舳自イ本で・一つ《
『・竃・嫁の郎画龍乏一町。ミ、食体Yしマーつ《

概念的帰日，アく画橡で励リ（蔑し｝かえ

一ゐ・‘、一ηか知覚ブンユタ，レ｝醤齢1てZ

．剛eb（ノタチ6）ρ言蒙冒更ラデ3ら猷牽一凸

イマン7・砺勧ハいう乳・3グう），
茅31く、扱ほu，ぞ、・3人か顔z一あ賂、イ’、そ
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、（人グ・ノ旨前歪言舶オろ；yゴ、被嚴指ゆミノ≧≧ゴ本

石巴＝振z・・｛芦かゾラヵ・琢訂ろ・bぐゴきろ尼

v・ ､・》、・那．顔パ審鮎蒋徴．プど侃堤万・

レ7ζ湯倉四、．恥・渉こ誰横顔ゼあづ帥・言

V潤る．いつ函難、・廊（こ《滋，に∂、曽

1順ゼ伽為3）。
　既レ琵バプ〈同門、視覚λメージ、マ系会の5

ラ・昂あ（Pl禰漉断）で肋・∂くて・国学欄

の闘孫て系画しア話《乏して馬匹鰍・て．・る

．圏粕e派．タ♪ブ）、、知覚一記樵・凶ヌージバ玉門

蔚耳組織託む・ブζデーダ婿善z・・鋼い吻薦

美グう蚤取、郵7マ匹示て｝うノ3ア皆，聖旨ヲえットフ

ーク匹7，マズメージバ系ヂ昆ざ“・うヒ薦女、

こ塾モ亥祷イ落デ㌧ク｛斥レそ．凸．図rマパ

牢ゴs）熔野州野飼っ橘莚津イ立（痴繭d
U航ハ登嫁し、こ匙・、つ剛ヒヒ（ノタμ）《イ々ソ

ク4蝋圃3う《z・あづ．R。6）淵《機・イ可

pr・pe流γ）芝、＞1肖泥量6守・～複でゑレて▽

ろ。エイ立レ．ぐルかS’）緩図幅めノ全・体詩繕毒吃



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．230

表多昆してヂ、）、そい、っ矛隻董気イ固‘（千／立レベ，レめ

S）ヒ関イ系Rレ、⊃，て吏；蓼～ついて、。・る．よ．イ立

レベ，レのP、っ．　ブ｛とヌ、づ＼釘イ年1・生、閑倉λ・婁．

箭豹銅望㌦％効へ「勾立レベ，レ《Pヒし
一て、で、角度、オ向、イ立置ぶ薦気ら専へ3。一般

添この）う．昌っ細心卿イ聾｝，マ支配

ζ革3矛・ブトワー7、・、ヌキーク（5c腕e鵬）セ

酵、イ’“・て、・る．乳」ろ組織北、，図形め亥つ多

「毘柔・芳」で1表…炉嘉して、．・弓ヒ＼・ラことい．つる

．ここご・ Aこハ「 ｩ柔秀ユ花めぐ，マ、・う、・

ラη疑間・楠．貿くろ．ブ域知ず、あの動多
　ロら
カぐ亭契困＼ア域ミ、ギの⊃う重して歪’釈餅且

織ノ乙。ごデ校オ・加だラうゆ・、…ヅしの動多

，、㌧ず。ぐ千位め繕老潔イ髭イ乍るめギ箔狗力・

．、画して㍗〈琢必着ノひ可能穆か申P％、渉

　広汎冷臨浄｝う着しで気障昌《
であろうヵ・！♂ゾ喫ワ未ラ家、・間）題〆ろク、・．固唾昨

（ノタ♪♪）戴立鰍～命．診西名レづ・リズ婦梶

犀レそ、弓。一賓B。Wヒヒα脇（．タクの、つ、

〉くつ。・ハ毎回・フ綱彫乏謁麺・材一部ノ綱話多
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碕が・つ〆劔砺融磁（γed吻航lve
P・we蘭淋）．仙賦うこμ、｝，烈司’編
緒粟孟得ていう．特拠衡末ラ痢・の、守、河手七

翼・」る奇。・グリ、・同一《爵、）郵彫モ再玄マ慰74

r乏きめ孝吉軍でチ3。奢がヵ・り冒」ろ．詐冷、郵書

∵；蓬（曾・・dhe53）ρぐ雨風き、つ、融．尋1湧

亥画二数Y毫も匹商〉工昇を示ゴ声ぐ．、喬バ．かソ

い∂5部ノ余図形め｝窒。ぐ抵。・とき、っエ）剤っ而

㌧んゾみ励＼弓か，ア〈（7費知ず以前鵬3回

再劣可能であ，アニ図形匹訂しでう、4按百の

帆風乏・ξヵぐパハη3部分1動1《際バ携、・
　のも
Uめ再家孝口3β％2・協，ア・）．こ《劇
戦、都ぐヵ・りい～る卵多《野老、ぐ記身奏系象内

の宿札申イムー粘しゲ3い予艮ワ、奇ヵ・かりバ域

内雨雪『弛霧粒z・き・ハ、賊毛加麦ゴ了．

　面繋、こ四う敗寒威メー弥ぐ童ツ籍
》レワー7中毒U？肉内語髭斜・でv・御
〉ラ聞揺的言正拠かく漸・欠明らヵ・匹曾・つつあ3

。ざら区、詞複雑つ，、・ターン碧熟、ア亀記穂

終巻ヵ・転含体の、、・ターン茄ブンユタ、しト《



　　　　　　　　　　　　　　　　　　232
．ラ去則や世）号疎磁（w。淑㎞・w、ed望e）匹碁イv・

て〉くっヵ・めキηン7に．冷解曾・言乞撹ゴ塾て

㌧・るこ一鞭峻烈・そ〉る（ド、，ト，、・タごソ

：W七。n転刊巳．〃ラヂB久注衡，．〃81履み禾

．：Akl豚。厩，，階鋭イてズ伽s曲＄滴・獅。タ・6）

♂本更鹸：で、っ、表遺訓寛・影貯気らオ＼てい3顔

訴髄：イメーづ・億動倉可能・3嚢かx黙禿し

脅，ぐる。

　2．　寅＼験ラ∫多去

募置　図▽9区看而助・戸レビジョγミ
訳シ7グシラ～ラ・ムー乏イ尊書し7こ口下瓦プ蓉、っ奇手

乏〃・レノぐ一モ〕〔、－ｺノ王プ旨レニ動ヵ・・てこ呈レニ｝ソ、

テレビエゼ癬宙臼由匹移動づイ各こ￥バ可能
乏・ｦ3．カメラ（諺しく・っビデオ）1ゼ撮っ
プ｛彦箆写亥な捧4・一実イ象ヒ、　カメラ（うしく、コビ

デ才）zで撮。ブ細叙《頭橡k、臨イ立凱

天勲《家め5で’パジ郭レ回踏《畜力をイレ

ビミ網野で倉成邪．幽趣渕象、つ一孟常
嗣如打して”らイしブ・が，。て：望，2協年回酸
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福つ、奇記のレ，ぐ一を動ガレて、零囲立置て

留占影動嶋・てこ㌔ゐぐできる。貿酸蕩っ．別望

で・毛多クーテレビ匹おて、薇酸．着の走査麺

濯吃言愚書、親療レ7〈。

　刺ラ躬（　 女ぐ象ヒして、禰ノ自人、《彦貢写真／之ρ

釈訴えク荻ゴ罷《乙グ’レフ㌦冷博で）匙・7〈
．ノトブルーフ。ゴセレ、、薫罫4・＝尺賃1ミ歪二愛～ヒ、さ，せ

ア〈．視衡のムづ1甑魂萬匹レ乏〃、タ．・〃プ、

〃．ズ〃．．〃9．〃。、溜㍉〃『ル3．、

試♂・．〃・＾ど纏．類ヒしん。こい加斗繍で含

睦《あ・7％3％、〆／、〃％、〃／、〃易
　リエゆ

、’・％z・あ・．7｛．祓藪循ヒディブブ0レー《距

離甑／仔““。。イレビロ〃．メ綱．〆：庭オ彫

め穴戸ぐあいマv3級ぐ獲掴・そ捌、頽冤頁
、っ、　そハ正云弄多／1ずい匹梶示す蕗33ラレニワ々

メラz・調整断て、、ろ。㍍被蔽老両、っ轍

　　　ノ図ワ9区πづ避・ア♂「〉デ・ズフ。レー《．方冒《み

〆見奴．・．弓懸丙）か部冷一徳ヌ・ヨい。り

あ＼顔写頁、っ正面ヵ・ら而ム之・貨景、揺2・・あ

，ブる。冒か天望ざ、っ約〃。（ク．“、1）一翼め天
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賀う約∠ズ／ク》“ヂ）・・あ，ア4。

　奇続さ　プダーy含図hう匹被鹸看
口奇乞〃、レバーレζ｝，て、　ラレビディヌフ。レ

ー斜め唇《祓画工動ガレマ、頽写：彦歪航る。

こめU、薇験茄、ぐひ顔：写旗ヵぐ誰2・・猫ヵ・
声・・匿 C・今ラ2・・に享て3瞬間壬ラ則定し，〈。ブて7三’

し，馬添衿〆｝，て、あらη・ゼ’め制徹崎間乏彦

うす、ギハ碕間肉Z・《歯舌でしらべ、ヵ・っ反

ノ託・爵間を引墨レμ．そ轟弊飾考間甑丸餅ぐ

〃．．〃、〆の」貰ロタ〃5ec，／、30・／！、2重壁“

メ～o．〃ρρ湯庸、稲ρ5εじ、え3・x溜・ぞ1・、マ

鳶〃ラec、3ク・ジ“あ・｝ψC♂、〆・び♂θ17／’5eじ

u74．難貧め熟毎瞭して、被酸老匹寒気
・る教示吃繍・眼識ゾあブ4。「こ膏・ヵ・ら、

冒の前馬犯庁レビハデバヌフ。し一区、項寒

々旗ぐ渉1冒．む吻、づ．親好、俳擾、藷
需州政ラ射乳、窮琢麗者ゴて．」被駿屠《聖画

口、内示さ船z〈彦貢力ぐ言任z・あ3カ・’ε判足「「苔こ

冒協零．レ刃・レた縣ろ前ヵ運N、ゆ磁・」
vヴ易，倉で｛、、イ4・人．かぐ，～再尾で3人．6・、　あ3＞
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1暢・ん・浄イ粒関孫〆躬人か吃疹ヌ3貞
〆｝，て．炭、鹸煮《矛皮1駿潅《解蒼ヵぐ誰花露嫁

して…か〆わか和ね．、（泊前〉炉トめ零細

罵言平め3）。、賓馬婁終了後、知，茄．震千4レで行

ノ］。　ア乙。

塾1違憲》イ吏1刊レ7〈顔写真合・体で
TVデ凶ズフ。レー砕2〃5ec間1是赤し、誰小彦貢

か乏判断ζせで《。そめ梶添菊間ρ前三口．常

区ノイズでズ7バ梶示さい7〈．　こ《ヲヌγに

）．て、イ固乏《被爵斐ジ着匹1フ〉マ《写真匹女寸て

う知治度ヵぐわρ・る。梶煮、涛間、っ、「チ備蛍、鹸ハ

縮累ρ・らづ（足しrく。

　殺国老　　努33るならガレく十ヲク蓄（平

坪下馬ズ之才）で・聖旨視ヵ、っ正常ゼフへ，脅

ρ

3．懸果齢74㌧考〕察

　知乃震rアヌトめ結累、判）琶可能之・、ヵ・っ正

解《勘忍前享崎間ρ・ら、隼痴反1訟碕間一望求め

、蒔《面割とか閣イ系歪調べブ｛。被酸着ノク、看《
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彩身値引図ワq区示し74．、郵ヤ《ム仰、っ、顔写

箕全捧バ梶オ、愚・マズ・ら及たて3ヲ2・評声

斥五爵聞ご、こ抑穿l／涙蔽て・得困・γ・デー

クゴあ名。正瘡ξ匹万〉で、っ唇か人通ざの主

馬継藷誓z・弥74（下船3の・〃免P＜
ゑラ〆二たμレ〃％譲ひ廉つれ除く）。
愈r生漉烈・3ゴ毘く、懸紙欠囲い、1咳くし

焦彦ソ恥／彫ヲ之・縮，込咬☆・るヒ、正矯孝
　（＝望，切．肉　1　蜀旨了）　口、　有意瑳イ重千　レ　（P＜〃。／

；秋ey煽t）、言難鑑譜力恥ブニ．ヲμ、

視露ご斜本の翔凶る㌧、正弁蓋・面％犀
抵「＝し、ざら〆3ズ）ぺFレηると萱口、・孔

みゾ認釣革壁心で節，チ4．この一介，匹η・・4、つ

’、手心翼船型仇・で．矛尾實ハπ、さ《く，玖パ〃．ガ

．1セ・㌦揚・含影！。いそ調べ∫・。図四め罵丸（・κ）

、4、正疹崎評斉及鳶崎間≦悲しマ．・る．鷹・

そ　・でくてることヒ・ ﾙ及麟育1恥補瀦帆π（下（タ3の

・え〃、P＜〃’）．親王、珍初めノ郎以下

区・3るセ、及ノ油寺闇パ有竜国忌力聡見帰・7・

・（F＜ク・／ドrukeγ七e5t）
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　フ欠区、一戴90。誤判断諮・1合（言躾判断ハ回教

乞判昆矛有齢揚合壬膚あz二．食言曼餐教ぐ劇．

ブ弼ハ）貿《盛事及ノ軸比間で矛レそ、・う．

裾鴛な捧御㍊謂狭く・」う露髪秀（畔ア〉

〆噌揖レ、さら〆．菰一画、つろし護憲
弟。ミ抵下口4。こぎ・ロ／〃以下め揚倉功口、

言繍’矛可能．3面数。・之・ラ敷房燕ロて3穿で童・疎

名。一巡、返無考辛いφア）、コ視望私声で

痺調国教匹・」，ぞいう．欺

　こ才・ら《皇軍鰍局苅楕報。嘱多揚倉食捧

欲クκ扶ヱの窩z・あ赴げ正レ〈彦貢一雨揮う
　ぢら
こモバZ・墜ろ。㌧吃宗短しハ・う。レヵ・し、

局所楕報ヵぐ考在マる知念、級漸滅。煙しマ一
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ブ．．イ＾孝吉物翫走・査弱劉合ボ最毛商く、

η．、2・ 香A葺の順。・・あ．74。こ専・らめ走看回

数め∫乙、つ差、！5・’で嘔ゲ汽（図9、）．こめ結納つ

、眼癩麹い撰ブ」ワ、inチ。r繍ve鱒を才案

豪で3遺殺で・あ3ρぐ、瀕魂みう貿め露辣可

動臨イ冷看しブくHal土hら（，9ク呂）㌔ヨ幻㍑3

く一斉して．・る．本】実、験z・口局酋約・3身。ぐカ・

リ歪系充左≧し・2（イ反説ヒ褒証、し、・ラ考イ7，レを

くりρ・気して）顔で認知しア・うめセ思弟瞳・る

．レ刃ル、正しく認知つるブ・㍑6癬《禾き
・ざ戸ぐえ汐メ：）シし工1」・す轟欠、イノ3らア♂ρ・フ1く。　レヵ・レ

、こ伽条酵匹努、・Zかつ早しマ智歯須バ全体

的．3顔州メージ乏ろか勘毎ビラ川7疑聞
ぞあろ．フ欠嫁つめ皆わっこめ鳥区0い2協冷

覚砺．デ」両鐙蔽蔽ゴ郷ノ舶ウ乳・かい
みゴゼハ才髪，震：彦亥吃）司髪二2・萱うかrししらべ7ヒめ

Z・ ﾈ緩い延べZわく。

　　鞍竣2頑1租ア・醐C転C下職、4
ブ、レフ．勘双《顔写菖モ約捺㌔夫勲でラ，

レビジ多ソデイズフ．レ一瞬か3，条イキ～・怪誇
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ヅ、1殉イ則《眉毛七奪回タト「…マヌクマ3．

　ノ条イキ31　涛覆llハ眉＝毛乏旧〉火クトをぞブクて弓。

メェめ3条符に。い？ハ寅験モ終・知・獲、実
藷塗匹イ貢尊しブ4彦重写：真手ヂ〃〃η⑤　〃・間毛蓬示レで言筐

の顔か毛判断さイ、正踏ゆぐ得らぜ、7＝強弓写真〆

蒸r．可多事軍、（みをデータ．』し7る．　しアくが’，マ

、矛皮鹸箔区疹質！写真合イ本で昆，せ芦チ易倉ど潟〃グ

％玄遂〃・彦要z・あろρ・歪空石星レ茅・」断ぐ・ぎる二乏昇

ブ」う。ノ香濠イ亨いぢ、丁ろ矛皮駿着2ノも《軍ラ〃正搭

孝志．餌壷1ゴク6汐％、・条イ牛ズ2・．μ∠詐ノ・、・条

搾3ギIP％ゴあ．アニ・両イ則A眉毛受冒と・・ラ

カ、デ3　高い墨書を診づG漸甑圧ti＞e）頒滅を同
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　1フ畑テで託バ乃実蔽召御」御功《尋備デー

タ冒犠幽鞍暗屋プ・・Zフ欠元1。ザ騨一
冊eM遮蜘司波数ヒ認編旨ヵとハ関イ看、花しら

べ、董る・

　1、喫蔽・方法
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杓哉芝《顔《天望芝、「、伽ず一昆）．留．
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　　　ヒ，三更で…矯ベァ〈｝う広、私ブ・ち口六ヒ天日圏
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、左フ本的・～顔め同報処チ駐機：構の｛アヵミ．ル・りて得
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レリベァく。
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　裟置　§今一22・琵ベア．乞殴同ゾテレ

ビミキ…ンンブシズテムキ）罰＞7〈。

　蛙駁　〃・／己i6吻魂断周ヲ蝋誘一イ智

石仏アニ．周面遠島猛爆備報論〉、・3
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く、ヵ・っ比藪幻正蒼離滴が，μ（7以）こ

浮｝る．こめ糸イキご・提示し7く写真て、鱒て
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　図93旨、正．答孝（垣≠ア）L正暦年め彩振
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勉74揚合評舟正蒼争マが％ミ・あワ、こ
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望、如％以下あ正蒼穿ビあ。rぐ．しア、バ。マ
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心寄、4処ま望一ずる卜しぶ、¢奪ゴ豊あうつ。
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　本ノ研震胃、　卜4P還）寂v・、　ぞ《　複雑さ一Σ斐：耗

ミ辻エ、首習、如線扮ブ充・却曲線ヵ・ら、－sw肖

の甥御志しらべ翫響く、物纏でh麻
待時面の絶瑠直よ・憎むしう、パターンの複

雑さによ，マ学侶即断パラメー7お」び喬

云碑。耀め｝ラ渡疋禍鋤浅、・顧沌し
らべる。　　　・



　　　　　　　　　　　　　　　　　　2？4

　1被爵貧着　　六ア反回汐営圭ノ〃，亀。
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のっち寸分ハ，ゼ、レ屯ランブムt〈安乞がミ郵く塗り

ーηがし1て図形屯多や算犠乙’摯発生さ，せ、　凝のつち

縦一、〕縛ヒrレ最づ（・ヤが，れ．で・〈「べてめ1望ハ、だ，レヵ〈

髭続レでv・ううめ乏さず才冠しア。．次K∠メ
6’ A　〈～x〈～あ図P芝ぞ藷へぞぎ＼／4〃40イ）郵＝ぢ｝〃”

3、〃〃個バ偽・ら絹麺変遷ヒし仏以千ド建

ブう鋤輪し〃ク）州一＞5卿靭量（H＞一S）
｛惣援教ヒしぐ飾数（NT）《計下し，看ぐ
γり：7ズしく！フいマ量旨17麦一文のイ直が商く、ワ虜下

図圭（ρ～直6（極、．・蛇形〔｝→君i≠）芝く～〃イ固、三重t《、

量．的物数6〈イ直ヵご周く、才藩毒；愛子之必イ直め尚v零

下（L轟）鰍姻｛を釈し1〈。弛3あ閲’ C、・

^ー
ソロ1教〔ヵ〈ケ弓v・〃・ゴ1→1群YLジ群にみ〉咋ずダ〃イ画

匂ンブムしく勧（し1〈骸r。＼GhlP蝋／卿）

（くよ蜘ず、NT口図Pの角の綴数ごあろ。ま
　　　　　　　　　　　　ぽノた．、　日〉一s口・て《まうしく：定，義しマ、べ，る。　さ：ず

、野駈一）の益セ《石ご泥しく綾や侃（2勉
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≦久）諺プ心パターγ歪取ゾ蹟レ、そ躰が芦

％対蕎であうつら得章ノんX」手ヌ3。この尼ミ
、　！つグ、図Ptくテ守てろ4塚、葦、の｛総孝汀乏日一＄、ヒ「ザ

る。きz＝、蚤列、く灯しマも｝→一su司様《計算

丁返したるめ屯＼／－SYてろ。　こ〃＼津うにしてボ

め1＝日一＄ヒV一¢の和バ／→＼／一＄ごある。

　フ欠tくひ｝引くして選釈類＼1劉→群ヒL群
タぐ、　こ碁らあ穿勿鍔量めみ1rら・ず心チ望汐亨複雑：で

1く，つv・て寒明’確〆」差が考霧てるこY肥薩ヵ・あ

1・・ uて。薇蔽着K〈∠×艇の1→、誉め＼ギからイま落tく！

つ図P屯｛窒，〃1’そ、《図形、く女て育多複；雑さ芝ノ〃ク

とし、κぜめく「ぺrz　6（・凹P（女×4、3夕一／ヵこ’～沙

イ薗、　つづ｝〃ご6×6パターンヵくジ〃イ画）1くナ丁一て多

複雑で竺評定・ざ・ぜアく．その縮粟一男巧，認＼た予定

・フ直芝備差厘に疹悪し、釜糸あ；被班老に封灯る

宰有6〈備差雇毛修め、そハ植肥蒼をハ図看多しく

対湾る複雑さめ植這し芦。蒼セ《群1く．属て多

図彫、（複：雑「芝あギ歩敏直ヒ矛豪孝裾薩屯玖1マ

t琢マ。こめゑヵ・ら肴鉢図Pt・伽・娼拶孝
ヒし群匹河で一歩複雑ざ口彪なドノ》離ていてΨ
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多こヒヵミわヵ・．7〈。

　）知く、エ記め愛数ヒ複雑でめ三三㌍今嫁レ

ア・・いろでGh、P酬しタク9）甑工記綬数
芝6・ρパター．ン烈判▽て綾’寓しで▽るぶ

」黍望酸で1っ、イレリヲスめ熊さも釦乙ミ

ィで》・るブくぬ日〉一sゐぐ4セりクスのx襲弊
1〈．よって変1ししプどい｝う、フ欠め渉うっ：正規λヒ

祷縞織歪東レア妬の命日〉づヒし、以獲こ塾
訴嶺鍍叡としアニ．

　　　〆‘子（〃z＋3〃乙キユ）　　（D

そレ乏、，香セの図Pl・対てろ乎有の複雑ぐ《

／直｛夜廟変数しく、日v一事お》びNT初蚊愛

数も貿瓠郵充分哲冒行・」．1二縮茱　、、

（複雑ぐ）＝2∠団平女タ・（日〉一＄）咋4～3クメ（NT）②

であろミbぐわカ・．アく．こハヒ窒、重帽閣孫
老恥1つゑタ5LJb　Z・・あ．ア＝。　よ二記〃・1動帰心（；しづ七条窪さ

撮知直バNTごう夫賑い、そ囲直力・ら対蕎

1生め凶悪（牌一s）て藏ビアく若のz・協奏戯て

嬉しでv・る。
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　さマ寅破！ご璃このぶうドしマ存成箕∀二

3メ3、女×4、づ一6。6L、〆メ6日め蒼
君ギか申々・らそいぞ船ズ〃イ固二選て沃レ、孝、ユラ敷ハ。タ

ーンヒレ君序題し筏蒼1筋斗愛量ハ彩創直
1撰びb才略イ縦屯系区雨、て．き1て一ぞズ

ク旧m3タ　ーン／ヒ　して一　そ　の∫整煮ヵくΨ噴P　・（浅z・レ、乙

司ビブ（芝・ミ・である手エヅカーオぐ一ドパターソ

祖刊㍉・1く。

　寺孝売電　　 3才野望きク・てブレヌづ一ゲ（κア搾

・．機鴬工業梨DP型調光気脈姓ヌづ，フ．NO．

232）牛乳t慨し1く．寒季翻台め倉1郵の後チ〃

媚Z・。て図Pバ寝弄鎌脚堤言・獲ただ恥く
（工訂一〇）、マヌク〆ターンが提万づ礒▽二．

　図P｛楢威㌧でる．呑！〈Z、レ1っ23〆．凸凹36’．ご・、3

’ノ．3、女x4、∠ズ♂め摂P、っそいぞれ〃。

・〃’、〃。・μρ A・ ｭ．メえ之．の；尺きさで提

示勲∀く。この授鞍馬老に、堤示輯・細P
、こ1司一グ＼一で｝一リクヌ’ずイズ’z・’あ多挙白「ハ浮マ

胤膚が揖謂．蒼彫氏し訓Pの黒塗船醤
f》7｛せア。．剤ブ，レフ節介爵焔6釦く
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苅尽る図Pめ梶言、崎聞口3メ3め揚含、〃⑤

、玖溜かめズ種類、女メダ乙《性分、〃か、

露8か、殿βめ3玉垣、4・4日め揚合沼ノ虚

、奴孤、4露β、〃がめ4纏類、6ズ6乙め．

揚倉、刀畑、素妙、女掃、／σ《ダ纏鍛∠
メー

ﾚHめ触合、£タ窟、パβ、3刎の3纏鵜
で沸。アく．こ献ら～勧牝ランブム・興起1《7

就石ずつ寅施さ潜く．一秀、軍えグ・レール

被駿看4ぬく封して、つ6・6目（お｝〃’7・

1つ、2ゆユ）ハ図Pに対してユコ湖、ええ婬、

微翔、即跡め4纏類の提寿、爺イ般石・～桝・

1く。

　3、孝吉果

　循東予図r1万さが曾2しく万、て。3メ3、女x

4乙、々・4θ届ド再圭琴1っ堤．惹、時間・め看

客・デ吻郷混ら船1叉．（3・3」（え／の・タ3、

Pぐ　40♂∫　々：×4ム、　ア（え。ノえ♪で£♂3，Pぐ4∂釜

1女ズ4日、Fl媒∂一ダ／2、ρ＜4〃エ）。3
メ3、4・4ムめ図P、つ瞬聞視（才是勧考間・

（肋窪1）　7・ワ，》痔め質Pl趣rして、r詳しく複雑⑰複討
尋婚つゲて〉ナ1、・。　ワズ7グ、　Nτ、一課　4・1．3t24・2，ら’Σ》x・》｛ハN『T、一；

ぢ3！ト土3ぢご’あ．ア曳．
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4え8⑤）ゴタ〃％ジ入よ一の再圭考3バ4薯ら蛤1〈。　しか

レ女・4Hの揚倉疎銅状工め三三ワ・M看奮
・」工細口見い・ず（ア（訊ノ6）ニえ：えタ、ノ〉〉如∫）、

之婬の梶呑で嘘勇圭兇つ4蛭z・あ。1〈．一方

、　、≦：　ノ　6」イ、　7　メ　7、　yメ　2〃へ　ト／ξP　してナ丁しマ

1濯和奢間≦タβ雪z・燕ロしても再圭鑑く変

瀞っ見帰＼つみ・．ア〈。ま六6・∠ム拶易倉、

才子煮、歯間λ婬ラz・・彩恥香圭孝，・っ勲ずカ・な

カごらエ昇頑向、くあ，ブてが、肩覧・で・、つ・～♪・，7｛

（ア（3、λの一寸∠、P＞〃タ）。こ才・ら《結果

不孝葱．灯れ・、イ、貸馬矛冤ゴ記4竜可能・」暦量、つ女

メ4ム尼4ズ46ハ間ド考丘てろ・U〈・～る
．計て．護雑・∂ノ3ターゾ拶易倉短か。・才忽詩

間で1痢圭名ぐエ臥し・3＞帽・ぐ券託し7㌻特

・1く6．6由択工《複雑つヒIPの揚倉船勧綱
びタ憩うギ再割孝《ラ曽ヵロ、つみら塾〆｝パ，フ｛。

4、繍分、街線‘て3多面帰ヒ珍馬脳度

　本皮霰で碍ら責＼7濡主将L＝対しz＼覆分曲

線芝あマ、4め、促オ・上線再1纏め灘糸しくク
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＞マ汚察郭．すず益セめ再圭孝P、二灯して

P＝Pも＋（．1－P。）（1一く≧×P（一A（t一tb）））　　　（3）

毛訊マロめろ．ここして馬，ハ，‡。、7足数ぞあ

・る．こ判官繍7Pσド雪，闇イ糸に掌層建彦茜野

州．宇揃ち浮習鑑度外ワ圭鷺＾堤示｝肖聞

噛市、フう路編璃圭孝ユい写工で・3わラ
覧全再圭）薩．砺ヨ縮【芝てチとしで（てf一

のめ子息」z咤勧ぜ＼、イ．
i⇔

　　　　　　1　　　　　　　　　5A　　　　　　　　　（砕）
　　　　　七§一t／

回う。て・功ち汚麹渡1コA之・・定姦飼・る

　　　　　　　　　　　ヒ　。　3メ3、　女x4乙　あ’｝〃〆ズ6ムノ7〃．／⑤宅

騨｛く’、6・∠厚，フ四三導i二しzエ記
・二 ﾟ績今・曲手序勲、つめ、浮・習丞度A芝許算レ

斥．如4廟再玄鰍く（丁子《堤万・詩蘭釦の

〃〃／し齢し恥㌧ア蒐．館町ヨ帰レ砺旨7、．

縮案で回申iく泰て。6・6〃めレIPド灯窮
首習国庫、っ授話砺毛引レ～♂ラノー勉複
1くイ吏用てう。
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§4一一8．視覚記・隠の碁椛遇耀（1）玄却部め

　　　　　劉尾：ぢ」び宿概獲碍の毛デ，し子

　ギ諺そで、っ図P・提，ぎ・後、押入言軍題延ラ被1瞼着しく

蘇レア或ミ再主奪～が＿・しく勲ζで肋・乏しリ
バ『 ?B達書・《、前訴ぐ莚，べ・か十一報、獲得（浮劉

総名ギ㌦レ貸馬孝イ3。

ユ、亥験方∫式

　刺ラ敷　　前鑑之・亀妊バブく善～（ヒi司じ。

　者続芝　　　ヌヲ1γ，屠図ハ子〃伽か4菱、　図P

右ご梶牙、で晴＼アく。　図P堤言・授乱数ゑが才美言・で鳶＼

アく。　こハヒき；被馬連ピ1乱数ゑ内隠・＼ヤ、っ才旨定rτ

船ブく4舌毛彦ガリで望ろズワ…畠く声｛錫レで読

・宙ミuくう主竜一ピ集申博3｝う教オ、ざ才乱1く。乱

数表〆ラ肖気3㌧：被敢『老、っプニ．拶巧1く奢完泌解．矯

珂紙肩零雨ド麗迂疫碧く即《1望．《郷命婦

㌃・ソフし匹豹群ハ橘銘興しく封レて
、つ、　3メ：3、　女ズ　4ム　、　女ズ　く4〃外卜／ipメぶ1剰

㌧・
迯冝_・そ専＼らご（堤オ、涛間、っ老議、ぞ聴〃3ρ、

　（脚注ユ）乾駁飾（・ダ2・）参罵。
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　43β、工〃βご・あ，1㍉摩2薪ψ薇蔽箔ノ∠薦粋

封して日、　∠ズ∠乙、∠ズざβP　6（図Pメぶ1；再、・ら

　粛＼、　逝ぎ＼らの才謡言、涛間、っ三才＼イ船え〃β、如ゆ

で弥断熱辮の薇鹸卸ぬく灯しそ、つ．
　4乙メゼム　、　4どズ4乙！ヲ、　6ズ6ム　、　∠メ〆ん／6へ呂P

が’ ?｢ら塾、そ逢・ら‘（才悔言・碕欄、っそ専＼そぎ＼

建策、玖ユ亙君飢え務z・あ，ア＝。イ呆祷崎謝

　1っ葬ユ群で、44頚一覧、ダす、〆⑤、軍2．群乏・

　、つ4頚、ユδ、3瑚、姪黍、軍3誓ぞhマ4ゆ、

　ユ凋、，≧β，女⑤であ。アく。㍉・ず赴グ、群砂，をセ《

轟祷峙鵜．苅して∠試行を竹／著，アニ．

　　総構隻眼』　禾青黛ズ2る。

2、縮粟
　璋！群の緒梁乏図93、＝オ！冨．直獲（〃甥拶）

再圭孝1っ前節、（縮東ヒ1多気しアく。きrく∀ず壼＼

のト彗P、く慨してシ養呼ぶ見巧オ・一7二。先馬蓼口

4メ4ム、4×4μで禾き〆1差が見らいプ｝ガ．
アく。，っざ㌦く軍2脅、パ循謹選ゑ2詳しく添て。1表η・

ら明姻・・3｝・うに幽島、∠・∠〃いずいム
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図Plく三灯して毛，径く：之捗了口圭じつガ．τ二。辱

3タギ6（縮’果歪1表21お｝φご22r矛・で．才申入言累題

（エT）めあ多〆♂体桝吻らず’紀嬉し恥・。1て，

B、％緊
　Wlじ吻e痴タクの門馬著賢台嫡ヵ・
ら短期記擁ヒ表期記・隠ヒ▽ゲ2つめ宴1～る特

・1翫待η記魔の，考在芝見）歩1レ、老齢老“鳶・蓄

鶴ぐ叩he酬械…。㌃、（メビβつ、　e×Pση翁翻
・澱繍。め（　一βゼ1－a　　　　　　πよe　　　　ワ　／3塾ノでθ。∂）こ譲ラ

濡賭して、・る．3。3、如蝿《マトリ
ク7／・oターン㌧4rレ㍗っ、勝断身叔態ピタ〃％

ジ歳涌醤説翫料二こ＼、ヵ・ら、3，3、
女x女ム〃＼マトソタヌノ・。ターγ、っそ蓬皆野門田｝寛グ、

寿量肉Z・・処埋芝いた着批％え今膏巧．こめ

縮乳、丑hl獄w久、（／タ♪≧九一直す3ご青7・、

3メ3、　く～x～ど《・マトソクヌハσターン冑ネ皇覚

御挿入課、題ご稲湯。含、之・芸ア訂しアて二u

、こ塾らヵ聴期言斜三二貯漁’さ船でvヴ曳こ三

夕嬉し乏、・ろ．一方、6・6〃、・．ターン《営



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2脚

習歯繍マzつめず目バら櫛観烈・て▽1、．ゴつ

栃、梶勧考間が〃三三鰍・、福圭弔靖げ
一足であ弘梶言規整ご〃丹．越凍《和あて

首習バ老慨しブ4（右側）．レη佑掌習細螺つ
・・ A3・3、　女・4ノ・クターγつソうヵ・つソ小マ
い一 ﾐゴあ，アニ．きr＝、、・，τ。んぢ響で邉・1＝

パターン、つ、薙期間で・1っ舷アN）3渉・，7蒐．

こ竜＼ら〃ヘヨ季、亥1、て｝、　・ヅノ3〈　ヒう、　∠x∠〃　ノ・oタ

ーンめ記濾。寒期視覚馬鹿じ貯乏卿て、・ア〈

隔早寒・介しそ、帰。御考簡堤叡二踊で却
寅駿《結環、っ、断片的乏・h窃3クご短暫間2・・祀

えら“▽＝おお勃＞3＋謙、っ、蕎玄了類＼1てくv

　　　　ノこヒ♂三万・しZ、・る。

4、視覚短期記糖のゑず、レ

　厩αs（／タク陰2）、■偲1（／タ3／）1諮うと視覚

速報獲得フ。ログラム1っ、．メ匹鍾1ゴノクル〃・最ノ初

ハノ〃〃。曜ゴ乏建して魑千レ、そめ憎め詩毛引つ

楕報歪獲得乏・雪ず、約43β授ド再び’チ謙処運

バ開’轍ハ怪し∴ゴ・油臥曳縄囲轍
｝つ1く乏ず5Twh・好蔵愚へうのz・1コつく、約
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ム3、y　ヒいう処チ里一サイ7ルご夏庁蔵：’さ躰うらし

〉・工回《処運甥7蝋P鵬＄吻cγclのゼ
ST粥ド丁丁で若訓丁丁め三門ご

　　　　Pe、一はゴG－e繭悔・）　　　（3）

昏従うも〃・ヒてう。まτ気獲得さ昭た情報口

、一そ　於才麦　ゾハーオア、レ乏　しプ7・アい1ぜ
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∠∠、∠・∠厚．1くおいそ、マ有薫〆3麦方票口重ら

才・勤・・7〈．（幽6ム、ア（減／）＝疎2臥ρ〉

ク〃εざ尾〃、アど斌／）二之3酵／、ρ〉〃の。

ラ7く、牟2寅霰ヵ・ら今一・1の提示書捨て看

くし乏右再認第っ工昇しつゐ・，ア㍉茅ユ実駿

春あ…て解く守りクヌ煽ズ’じ）．て覇認堅
1瑳、混瞬脈（9ζメく！V．S，　6ズ　∠）忌寸雑

てIG瑳1っ見桝）7ヵ・，1《乙yβ．1イ）．本
望藪ハ藍子ぎヒ前船ゼ’莚バ・ブて再圭孝、つ1で、イ！

薮レて・・る．隔t細引lhP蝋／9クの州Pめ
融、契駿励押ト　llP3ヒ。駄ト1乖（・タクク）璃認
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　喫、験で比較43ヒ粕つり再圭孝迄再認％つ
　ブ（差〆」い｝うそあ3．づぢ・そらくd…st頃じto胎が芝

　棚てヲ4剛激し｛迩・幽で・・獅ラ．

　　％2実験（言灯蓮程）1窃・・そ、頒4麺認
　一4。女x女乙が“勲工〃、！／、女按厚が’4少3

　L魑〃えご協。μ。こ晒フ、1司じ職神寄闘ゼ得

　躰る再解職顧1桐ゾィ直であ3・（茗4一ケ
　参罵）．つぎ’1く、イ駅馬爾謡認孝め関係芝

　図％1訴づ．図ρ・り哨ら刃・・a｝うに、4×妨、

　殴澱ム副翁ず同じ之野孝｛斥し匹．ζめ縮果
　口，把、（戻、破1くチうい一z汐誰3〈らぎ＼アく．

　　景暢く琶4－8》・引・う之・’琢壱論花穿約し

　〈おく。

遭雄滝勇間視（梶オ・爵間ρ3認1有）ゼめ再圭孝

　　　　口、3×3、女メ女乙め図Pド対レて．9〃％

　　　鼠エごあり、再認孝（翼つ多イ立笠1｛梶示
　　　、　工S工竃、ク♂メ∫・）口3　メ　3ヵごタ〃：％〉ンしょ一、4ソ≦2乙

　　　　口約》亦z・あ。アく．一寸、砂¢〃めレP

　　　　l慌ナ訂しで口程：生脅ハエ〕号、っ昆ら・琢・cで、　：L

　　　孝ケめ梶示崎間乏・ω揮、再認贅、呼3払で・



　　　　　一　　　　　　　　　　．　　2、『

　　あ。ア〈。しγ〈》㍉て視覚短期詑礎（訂〉④

　　か〕磐量、つくζ×女ムと女ズ4～り6（7罰、気才琴託て5。

2、　∠x6〃、　7ズア、　♀メδ・ク・r）～P　㌧＝タ寸しマ、っ｛β｛7

　　9孝ケめ堤8・詩闘弓ご再圭孝の工署1っ見ら

　　昭ず、6・6〃、講して、っ再詩宰、〈訓司様

　　の彩重畜丁々ご見らき＼7＝。

3．　工．言ての謡う1くあ隻．4署…通イ髪、くお、・て、っ¢ズ4乙。

　　4曜〃避、つ見ら揖く八お粁穿圏つこ
　　グ、つう73複薙・ミ〔ノ3ターン構兆）、｛｝3

　　差、っ奇矯、再認巴見ら痔）3カ・。7曳、

4∵L（。w－c・獅plexl七／）毛子（1曾h一岬e晦）ド対て

　　6評定烈・7て複雑て　ρ比ヒ分劇叡めジζ

　　1つ童Lv～直｛ヲ了、し1〈。

ぢ、こいゆデーハ説朗可能つ毛デ・しねこ＝混
　　薫ざ赴7＜。’毛・＝デ、し心・ら、・5－T＞ト4　め養・参や考‘

　　（導賓）宅薮）口2矛ク、　じr＞ト《グ、そい、つ32孝ケ

　　L纏定烈・1ミ．

「



3。。

§4－10．第4．音の尊約お」び’考療

　1（きさが視角ギノ〃。で越’天多渉ラ弓比較的

ブ（一巡ア｝パ9一ン毛甚）崎間観環て3）う・∫．条

擁キ千で口、露琢’運動t〈｝る定査屯i竜レ《パタ

ジンぶ認試さ眠る．ここご2っ《調馬肉岐ず
　5。そ必一つ、つか塾くらいの範画ヵ・ら楕報で

獲得レて㌔、多士かヒ、ウ席題であ3．孟う＿

．プロ、1獲碍さ躯κ宿報バV・ガド系え倉さ熱うめ

2・ ﾓ・という聞題ぞあ3。こ婚ら、《閥：題口非鴬匹

複雑ゴ細面しく答えら齢イう｛〈ブ」、、泌2・・瑛千め

｝う1〈問題旨いイ。τ〈．

（D複覚課．題屯遂行湾3囲＝、暁雨っ矛毘勇め本ざ。

ω楕報獲薪かザィ処し．

・B）一回か回視（麺，彰え脚，剛）ガ託櫓でき多楕

　報量．

ω比藪的豪〉詩劇でめ魂覚短期寵撹、（獲得…置

　霧。

（ぢノ記穫～橘報〃、蕎訂逝霧。　　　　　・

　縮深歪ン沢rFレく」整約「￥3。
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ω顔て正万雇tく伺L定！す31く口、全イ本か％y人工芝

　同葺身㌧く処ヲ望可3図旱φごあ3。

ω瀕か全体的zメージ屯肉的じ構威て御くあ

　1く口含イ本め約孝命乏藤崎1く処糞1博多、必穿が

　あ3。　こ赴、つい）め蓄72福で亀あ3。

ω線量食捧所司蒔、‘処埋レデ」、或正絵馬さ
　め知乾、っ空じつ、・。

ω／如認諭6（礎オ、で融融画の1灯．容、っ才巴才屋さ鳶＼ろクく

　、季疹峙入力ざい・多線画譜ヌ込多望レ．託4遂で了

　ブ・ぬて、っ最抵ズP〃紺めsoAバ、之薯ゴあ3。

　づ・3砂ち．、…i重常みら言、う固視峙闘、べ零し、・

　’ザイフ1レでメ込霧可3必穿があ3。
（ぢ）！－ �S〈固：視で’言乞ギ覧で望多謝界1っヵ・っソ心・ざ

　く、ぐトゾクヌ、・．9一ンめ揚・酌女×妬と

　4メ女〃　ハ聞であ3。
（6）あ暖考画意震、つノ・rター：ン／グ・矛夏孝淫r芝（、Lvs｝→）、曵

　イ表焼膨3バ、ノ震言て礎て齢芦ノ8ターン〃へ之

　無季、っ綾雑むく｝ら・」v・。

けク即一ω芝老遍し了く、ろ灘署一霊感過程の毛デ

　’ル歪：梶粟レ芦。毛rl㌧しで’5TV図ハ超却崎定．
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　教芝2柔ケヒしア窺き、マ㌧プ歪ラ竃くそ側

　で窒1〈。

　最4醜く、一丸的、4ぢハくら㌔ゾ娩団ヵ・ら先

勢紅花獲褐しも弓一鞭ッη一ドの専
領から判定レてお；う．一国・〈9ア跡サヂア

ーP馳口／ヂ渉ジ小ざ、・ヒ畜の才＼乏・・る（b瞭海，

．ク女、）．読書の湯含のイ、。げ一ド1つ、胚9

丈掌（お授25）であ3（絢階，ノ触）・レ
かし、冒本瓦め読書で口3～4文ぢ（2－3．）

ト〔ｺあ3（斑d戚～a恵、ノ9刀）．A廠s（・タクのド

；塾、イ、約え〃．め人芝さの側て．冤多u《早

ヴ身イプ・ゾ）丁一｝プ1つエ女．～ゴあ3。　ζ3‘λld久　ヒエk・ed武

（．タ7の口〃、¢．．〃、プめ系擬記憶す3秘

めイ》ケーゾロ2一女㌔湯含力ぐ最がウ〈見ら

・事1くこ好望報忘しア～一叡F。bdら（、9’9）口

、～宣径3〆め視野く分、・て〃30ρ〕Kき酒病し

カ・rレ闘イ直貼三麺二めア月る一さづ三毛つズ亦ρ、ソトがあ3

ガゼ’ 奄ｪ屯判断さイる寅験王石・7，7〈。そめ

直隠、ズず〉トが・3が。アて揚合．で∫勘巧一

様・3視勇の岬で・バ鞍サヂア，ド1つ、3＿3・



　　　　　　　　　　　　　　　　　　3◎ヨ

の天勲ヵ混馬力くみら杓果．そこご・私ブ巧

《冒常生ラ著に諭掃サッサード三分帰、マゼラ

ガア）ろうカ・ヒ〉う素ラ件弓疑ξ飼ぶ‘玄ず5。　こめ

煮，｝く関して、疹久踊ら（／タク5く）口3人め祓：駿馬

がカリフかレづア木ぢめ面懸て叡歩しアてヒミ
の一UッケーPめ分布乱しらべrく。その縮累2∠

％めイ・・サードバンダよリノ1・さ、・こヒがわが

。アく。前て浜岡探。こいつ、ぞ、コソ30粒々《

顧，、アードバ姦右〃、くしごある．一讃ドサ

11》レドか天職胃課題か内寿ヒダ寸唄物病
的，属蓬ト嫁拶レて・・多面蓮常・コ30一ノ《ヴ

ツレドが良う耀犠く判こ3襟向姦であろ。し

かレ、冒本文騎西の揚儲つ、2ゆ一3．（銅

4女心）パrツプードド婦レ、〆（ノ〃ヌぢ）
一味購ヵぐ、必張・・あソ、美知読書め青倉1つ、

2． i｝〈タ引写）かイソ7一ゾド河レ石船女θ
（／えく・ノ紋ぢ）泌視野舳≠卑で’あ3。一オ．

少・∂く昂小誌バえ〆濃密躍会之・協胸イ、

最初ハ／〃禰ごノ堅体旨ウ・3処タ更ヵぐ13ぐ．越て，絵め

騨・（卸雇㍗・．η一．多《．恥d吻飢ノタ拶・
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瞬亡賦Sヒ図αckw。繭（．9♪δ）しミ；歳いイ．絵・パヤ

｛漸W醗・切e伽、拳会濯縦直巧、〈ラ主税
励気ラ主覆舜穫毛即く、ラ鉾望時間そ泉力・。ア《

。き往最称く漸繭ve吻e㏄ヘラ鏡嘆向・守
るアくあのイッケードの表類つフ㌦矛．之協。ア〈

，一 ｱ蜘つ、命緬、＞e。睡（勲周辺視て浅らえ

　　　　　　　ノてv・ることセ矛して＼・ろ。こぎ・π、花の夕く

φ石百憂．、くさっくrレ石獲：めら歳ヘー’Z▽多（乾．ノア3／

鍵の．以工芝総含て絨、知ガq瘡報1つ
通凱直径）一え〆め釦郵・覆碍して・弓ヵご

、’

ﾚ細・藷額っ為人内ψ寵t蜀で処多望しマ〉ヨ

ヒ無気らオ・る。



3ゆξ’

54一ロ．子囲文、献



                                                          jo6

1) Akin, O., 8c Chase, }Ai.G. (1978) Quantifieation o£ ,
   three dimensional structures. Journal of Experirnental

   Psychology; Human Pereeption and Performanee, l± , 397-410.

 2) Ande3?son, J.R.<(1978) Argunents concerning representations

   for rnental imagery. Psyehological Review, gLt , 2Lp9-277.

 3) Antes, J.R. (l97lt) The time course of picture viewing.

   Journal of Experimental Psychology, 103 , 62-70.

4) Antes, J.R. and Edwards, D.C. (1973) Information processing

   in the visual periphery. Bulletin of the Psychonomic Society,

   a , 3Sl-353･
   -
 5) Antes, J.R. (19714-) The time course of pieture viewing.

   Journal of Experimental Psycho!ogy, 103 , 62-70.

 6) Antes, J.R. (1977) Recognizing and loealizing features in

   brief' picture presentations. Mernory and Gognition, S , 155-161.

 7) Attneave, F., and Curlee, T.E. (1983) Locational representation

   in imagery : a moving spot task. Jour}nal of ExperimentaZ

   Psychology : Human Perception and Performance, 2 , 20-30.

 8) Bahill, A.T., Adier, D. and Stark, L. (l975) Most naturally

   occurring human saccades have magnitudes of 15 degrees or

   less. !nvestigative Ophthalmology, LL , 468-469.

 9) Bartram, D.J. (1978) Post･-iconic visual storage : Chunking

   in the reproduction of brieMy displayed visual patterns.

   cognitive psyehology, Lt,324-355. .
Ie-) Biederrnan, I. (1972) Perceiving real-world scenes.
                                           t
   Science, 177 , 77-80.

M) Biederrnan, !., Glass, A.L. and Stacy, E.W., Jr. (1973)

   Searehing for objeets in real-world scenes. Journal of

   Experimental Psychology, 2:tL , 22-27.



1 2･>

13)

14)

t5)

16)

17)

l8)

19)

20)

                                                       3o7

Biederman, !., Glass, A.L. and Stacy, E.W., Jr. (197LF) On

the information extracted from a glanee at a scene. Journal

of Experimental Psychology, :IL9J} , 567-600.

Biederman, I., Rabinowitz, J.C., Glass, A.L., & Stacy, E.W.

(1974) On the information extr2.cted from a glance at a scene.

Journal of Experimental Psyehoiogy, 2-92 , 597-600.

Blick, I.I. (1969) Decision and decay proeesses in the

short-term memory for length. Jov[rnal of Experimental

Psyehology, eLt , 224-230.

Bower, G. (1967) A multicomponent theory of the rnernory trace.

Zn Spence, K.W. and Spenee, J.T. (Eds.), The Psyehoiogy of

Learning and Motivation. Aeademic Press.

Bower, G.H. 8c Glass, A.L. (1976) Struetura! units and the
   :c.
reditegrative power of picture fragments. Jou]?nal of

Experirnentai Psyehology : Hirman Learning and Memory, 2 ,

Bradshaw, J.L., 8e Wallace, G (1971) Models for the processing

and identification of faces. Perception & Psychophysies,

9 , 443-l41y8･

Campbell, F.W. and Wu]?tz, R.H. (1978) Saceadic ornission :

Why we do not see a grey-out during a saccadic eye movement.

Vision Research L;8 , 1297-1303･

Carey, S., & Diarnond, R. (1977) Frorn pieeemeal tro ..

eonfigumational representation ef facqs. Scienee, 195 ,

3G 2-31 1-l-.

Chaikin, J.D., Corbin, H.H. and Volkrnann, J. (1962> Mapping

a field of short-time visual search. Scienee, 28 , 327--328.



                                                          poS

2D Chase, W.G., & Sirnon, H.A. (1973) The mind's eye in ehess,

   ln : W.G. Chase (Ed.), Visual Information Processing.

   Academic Press.

22) Chipman, S.F. (1977) Complexity and strueture in visual

   patterns. Journal of Experimental Psychology : General,

   106 , 269-301.

23) Chipman, S.F. and Mendelson, M.J. (1979) !nfluence of six

   types of visual structure on eomplexity judgements in

   children and adults. Journal of Experimental Psychology :

   Human Pereeption and Perfermanee,::Ei , 365-378.

24) Christie, D.F.M., and Phil!ips, W.A. (G979) Simple drawing

   and pattern completion techniques for studying visualization

   and long-terrn visual knowledge. Memory and Cognition, Z ,

   360-367.

25) Coltheart, M. (1980) Ieonie memory and visible persistenee.

   Perception & Psychophysies, g:7L , 183-228.

26) Dale, H.C.A. (1973) Shert-term memory for visual inforrnation.

   British Journal of Psyhology, SLs , 1-8.

27) De Croot, A. (1966) Perception and rnemory versus thought :

   sorne old ideas and reeent findings. In B. Kleinmuntz (Ed.),

   Prob!em Solving. New York : Wiley.

28> Dick, A.O. (a969) Relations between the sensory register

   and short-term storage in taehistoscopic reeogntt±on.

   Journal of Experirnental Psyehology, SIL;t , 279-284.

29) Di Lollo, V. (1978) On the spatio-temporai interactiens

   of brief visual displays. Xn Day, R.H., & Stanley, G.V. (Eds.)

   Studies in perception. University of Western Australia

   Press.



                                                          3p9

30) Egan, D.E. and Sehwartz, B.J. (1979) Chunking in reeall of

   sy!nbolic dnawings. Memory and Cognition, Z , 149-158.

31) Eriksen,C.W., & Eriksen, B.A. (1971) Visual pereeptual

   processing rates and backward and forward masking. Journal

   of Experimental Psyehology, gEtL , 306-313.

32) Farley, A.M. (1976) A cemputer implernentation of constructive

   vtsual imagery and perception. In Monty, R.A., & Senders,

   J.W. (Eds.) Eye movements and psyehological processes.

   Lawrence Erlbaum Associates, LF73-490.

33) Feehner C.T (1860) Elernente der Psyehophysik, 265-290 s,,

   Breitkopf und H5rtel, Leipzing.

34) Frey, P.W. and Adesman, P. (1976) Recall memory for visually

   presented chess positions. Memory and Cognition,}.ll± , 541-5U7.

35) Ford, A., White,C.T. and Liehtenstein, M. (1959) Analysis

   of eye movements during free seareh. Journal of the Optieal

   Society of America, IE , 287-292.

36) Frie(iman, A. (1979) Framing pictures : The role of knowledge

   in automatized encoding and memory for gist. Journal of

   Experimental Psychology : General, 108 , 316-355.

37) Garner, W.R., and Clement, D.E. (f963) Goodness of pattern

   and pattern uneertainty. Journal of Verbal Learning and

   Verbal Behavior, a , LLLt6-4g2.

38) Goldstein, A.G. and Mackenberg, E. (1966) Recognition of

   hunan faces from isolated facial features : A developmental

    study. Psychonomie Science, S2 , 149-150.

39t);' Goodman, G.S. (1980) Pieture memory : How the action schema

   affects retention. Cognitive Psychology, Lt , 473-495.



                                                         3iO

UO) Gould, J. (1973) Eye inovement dixring visual seareh and

    rnemory search. Journal of Experimental Psychology, EL8 ,

    1 8i.l.'1 95 e

lt1) Graefe, T.M., & Watkins, M.J. (1980) Picture rehearsal :

    An ef£ect of selective!y attending to pictures no longer

    in view. Journal of Experimental Psyehology : Human Learning

    and )Cernory, g , A56--a62.

ig2) Haith, M.M., Bergman, T., 8e Moore, M.J. (G977) Eye contact

    and face scanning in early infaney. Science, 198 , 853-855.

43) Habeyv R.N. and Hershenson, M. (1973) The Psyehology of

    Visual Perception. Holt, 'Rinehart and Wirtston, Ine.

ie#) Harmon, L.D. (1973) Masking in visual recognition : Effects

    of two-dimesional filtered noise. Science, 18a , M94-M97.
      1..
45) Hochberg, J. (1968) In the mind's eye. !n Haber, R.N. (Ed.)

    Contemporary theory and research in visual perception.

   Holt, 309-331.

46) Hoffman, J.E. (1975) Hierarchical stages in the processing

    of visual information. Pereeption and Psyehophysies, L8 ,

    348-354.

47) Ikeda, M. and Saida, S. (1978) Span of reeognition in reading.

   Vision Researeh, L8 , 83-88.

lt8) Ikeda, M., Saida, S., 8e Sugiyama, T. (1977) Visual field

    size neeessary for length eomparison. Pereeption &

   Psychophysies, 2Lt , 165-170.

I4-9 ) :.t 'YEI l)ICII% . '9 ll iil Y.,,- = ( . g 7> ) /5i)s fliSi ft?i'f:Je),:' t-. ) S, xe s, -- ;i l)$l? `fi ilifr gi .

   .jillil,s;{ k vi Nlig Elliil., 2tt}, Ef'El! ,>? o= zl ot?e;ifl;Z , ., s - ../.

50) rkeda, M. and Vchikawa, K. (1978) Integraitng tirne for



                                                        3ii

   visual pattern perception and a comparison with the tactile

   mo de . Vi si on Re se ar ch, L8 , 1 565 --1 571 .

                                        '
5i ) Nlii'l Kju - ( i 982 ) JiEEI3tgV l£ti lgTl kx - ." to T!"7i ltrl' jlir lZ t wefre'shins rm od el ･

   6J2F-N'slffS;ITa2t;;4-t;,'sm-}<.iSl){li･lsiGSIII p.i3o.

52) Ichikawa, S (1982) Verbal and visual recall span curves

   between lrns and lmin. Psychologieal Research, !il± , 269-281.

53) Intraub, H. (3980) Presentation rate and the representation

   of brief!y glimpsed pietures in memory. Journal of Experimental

   Psychology : Human Learning and Memory, S2 , 1-12.

54 ) giZ ;6Z ge ( i 976 ) JIZ pt tz , -h }, ,t i X ff-･1 AE ty91ft XS . r Zgt XtyXty es $stE

    [ #iEir # eyth r ge} su .

55) Xnui, T., Kawato, M., and Suzuki, R. (1978) Mechanism of

   mental seanning in foveal vision. Biologieal Cybernetics,

   30 , 147-155.

56) gii? lii(SriS.!$1;Is-･i:l[tiili (i978) JE21i3illk,-.;sN-TshffEli･tZSiiilliFI.lilll-"･± , ,NIL'iBl]SI;ir3Siillll3 .

    }Iii 2N?!} . ES' `F }!S .

57)- eZ igl tlfis ( , g g / ) ?E r]ig l y - ; di kli71zE z nt >)sk>!fi{l {l{

    ,t' Jy ggsv;te}i )y . ?s - .o 7.

58 ) th gX eP ( i g8, ) )SA {2 m jl9¥k Q z 7SZ i!) ?tr liE Sc Sg5t pt 1¥ ;k .t

                                              '   gts"' re lfta ¥ 45 wt Xa EM Xffk E p. 2g7.

59) Znui, T., and )Ciyamoto, K. (1981) The time needed to judge

   the order of a meaningful string of pictures, Journal of

   Experimental Psychology : Human Learning and Memory, Z ,
 '
   393-396.

60) Inui, T. 8e O]Lrni,,E (1982) Length perception in Degeneratio

   Pigmentosa Retinae cases and normal subjeets with limited



                                                      i                                                         312

   visual field. Japanese Jou]?nal of Ophthalmology,'va6 tl-'199-20U.

6i ) en tsZ glf( i 982 ) ISIi if;. aN it iljl E Nt i7E SiZ siS ifE S;( ･es･ dN l;l! taE¥Y ( z ) rt :If E91 th

   W as ,or ig ts?G" lj tv6 g Xft Jllli ,Ek SeitX R p s2.

62 ) li7fZ 2bZ･9i; ( i g82) 3il tltE} to 2$( fil 2 g")i/ ,ttlgSIS 2EiZ leii , 2{ , .s3 - ssts,

63) eZ k< gY(i 983) >X ¢ m ?Z#( k jlEE va ;ik $-b･ Nes･ pt #fa if ( M

   l-Jg;ll; ,<tif:EZI ?iliTlpti za

64) eeiZ SI av ( a g83) 1}lii 3:,g. iv ,fNut iSilltE `iP}V i"'if SY'esZ Seii , 2g .

65) Xnui, T. and )(iyamoto, K. (198U) The effect of the visual

   field size on faeial recognition. Pereeption (in press)

66) Just, M.A., 8e Carpenter, P.A. (1976) Eye fixations and

   eogntht±tre-proeesses. Cognitive Psychology, Q , 441-480.

67) Kintsch, W. and Polson, P.G. (1979> On nominal and funetional

   seriaZ position eurves : Implications for short-term memory

   rnodels? Psychological Review, &t , Lv07-413.

68) Kirsner, K., and Sang, D.L. (1979) Visual persistence and

   code seleetion in short-term memory for letters. Journal of

   Experirnental Psychology : Hurnan Pereeption and Performance,

   S , 260-276.

69) Kosslyn, S.M. and Pornerantz, J.R. (1977) rmagery, Propositions,

   and form of internaZ representations. Cognitive Psychol.

   2 ,52p76･

70) Krueger, L.E., and Shapiro, R.G. (1980) lfi[hy search for

   target absence is so slow (and careful!) : The rnore targets

   there are, the rnore likely you are to miss one. Journal of
                                     '
   Experimental Psychology : Human Pereeption and Perforrnance,

   6 , 662-685.



                                                       3 l3

,7f) Laneaster, W.B. (194a) Fifty years experience in ocular

    motility. American Journal of Ophthalmology, ak , U85-496.

72) Loftus, G.R., and Bell, S.M. (1975) Two types of inforrnation
v

    in pieture mernory. Journal of Experimental Psychology :

    Human Learning and Memory, 19Li , 103-113.

73) Loftus, G.R. (1972) Eye fixations and reeognition memory

    for pictures. Cognitive Psyehology, 2 , 525-551.

74) Loftus, G.R. snd Mackworth, N.H. (1978) Cognitive .

    determinants of fixation loeation during pieture viewing.

    Journal of Experimental Psychology': Hunan Perception and

    Performance, !± , 565-572.

75) Mackworth, N.H. and Morandi, A.J. (1967) The gaze seleets

    informative details within p"ictures. Perception and
      1 s.-
    Psyehophysies, a , 547-552･

76) McConkie, G.W. and Rayner, K. (1975) The span of the

    effective stimuius during a fixation in reading. Perception

    and Psychophysies, L7 , 578-586.

77) Miller, G.A. (1956) The magieal nunber seven, plus or rninus

    two : some limits on our capaeity for processing information.

    Psychological Review, SIL2 , 81-97.

78) Mitchell, D.C. (1972) Short-term visual mernory and pattern

   raasking. Qua?terly Journal of Experimental Psychology,

79) Neisser, U. (1967) Cognitive PsyehoZogy. New York : Appleton-,

    Century-Crofts.



                                                          5l(I･

80) Nelson, W.1af., and Loftus, G. (1980) The functional visual

    fieZd during picture viewing. Journal of Experimental

    Psychology : Human Learning and Memery, S , 391-399.

81) Nickerson, R.S. (1976) Short-terrn retention of visually

    presented stimuli : some evidence of visual eneoding.

    Acta Psyehologia, Z±9 , a53-162.

82) Oyama, T., Kikuehi, T. and Ichihara, S. (1981) Span of

    attention, backward masking, and reaction time. Perception

    and Psyehophysies, 2Lt , G06-112.

83) Paivio, A., and Bleasdale, F. (a97Lp) Visual short-term

    memory : a methodologieal caveat. Canadian Journal of

    psychoiogy, aL8 , 24-31.

84) Palmer, S.E. (1977) Hierarehieal structure in perceptual

    representation Cognitive Psyehology, 2 , 441-474･

85) Farker, R.E. (1978) Pictur}e processing during reeognition.

    Journal of Experimental ?sychology : Hunan Perception and

    PerfoTmance, b, , 284-293.

86) Phillips, W.A. (1974) On the distinetion between sensory

    storage and short-term visual memory. Pereeption and

    Psychophysies. L6 , 283-290.

87) Phillips, W.A. and Baddeley, A.D. (1971) Reaction time

    and short-time visual memory. Psychonomic Science 22 ,

    73-74･

88) Phillips, W.A., and Christie, D.F.M. (1977) Cornponents

    of visual memory. Quarterly Journal of Experimental

    Psychology, a;t , 117-133･

89) Podgorny, P., and Shepard ,R.N. (1983) Distribution of



                                                       3f5

    visual attention over spaee. Journal of Experimental

    Psychology : Humari' Perception and Perforrnance, 2 , 380-393.

90) Posner, M.!.,Boies,,･S.J., Eichelman, W.H., and Taylor,

    R.L. (1969) Retention of naine and visual eodes of single

    letters. . Journal of Experimental Psychology ZEtL.., 1-16.

91) Posner, M.I. and Keele, S.W. (1967) Decay of visual information

    from a single letter. Science a58 , 137-139.

92) Potter, M.C. (1976) Short-terrn eonceptual memory for pictures.

    Journal of Experimental Psychology : Hurnan Learning and

    Memory, a , 509-522.

93) ?ottern, M.C., 8e Le'vy, E.I. Recognition memory fo?.a rapid

    sequence of pietures. Journal of Experimental Psyehology,

    (1 9 6 9 ) S:tL , 1 0 -1 5.

94) PylY'shyn, Z.W. (1973) What the mind's eye tells the mindts

   brain : A eritique of mentel imsgery. Psychological Bulletin

   gt , 3-24.

95) Rayner, K. (1975) The perceptual span and peripheral cues

    in reading. Cognitive Psyehology, Z ･, 65-8a.

96) Rayner, K. (1978) Eye movements in reading and information

   proeessing. Psychological Bulletin, ILt , 618-660.

97) Runelhart, D.E. (1977) Introduction to Hunan !nformation

   Processing,' John WUey & Sons.

98) Saida, S. and !keda, M. (a979) UsefU! visual fie.ld size

    for patter'n perception. Perception and Psychophysics,

   gE£ , 119-125.

99 ) Sar tre, Je an-P aul ( 1 955 ) Lt lrnaginaire . < !¥i gfll; k SiJ( !gss"

  ?g.S*7trmIlfipa: f.F･iatptif±2Lgkili9i<:'iFIIt; ,<StrelF2)



                                                       3)6

100)Saslow, M.G. (1967) Lateney for saccadie eye movernent.
             5
    Journal of the eptical Society of America, 57, 1030-1033.

101) Segal, S.J., and Fusella, V. (1970) !nMusenee of imaged

    pictures and sounds on deteetion of visual and auditory

     signals. Journal of Experimental Psychology, 83, 458-

     464･

102) Segal, S.J. and Gordon, P.E. (a969) Vhe Perky effeet

    revisited ; Paradoxical threshold or signal detection

     error. Perceptuon and Motor Skilis 2L8 , 791-797.

a03) Shepard, R.N. (1975) Form, formation, and transformation

     of internal representations. In R. Solso (Ed,) Information

     Proeessing and cognition : The Loyola Symposium. Hillsdale,

     N.J. : Erlbaun

104) Stie`pard, R.N. and Chipman, S, (1970) Second-order "

     isomorphism of internal representationd : Shapes of states.

     Cogntive ?sychology. 2-, 1-17.

105) Sperling, G. (1960) [ehe in-eorrnation available in brief ,

     x
     "isual presentations. .Psyehological Monographs, Zl± , 1-29.

106) Sperling, G., BudiariSky, J., Spivak, J.G., & Johnson,

     M.C. (1971) Extrernely rapid visual seareh : The maximun

     rate of seanning letters for the presenee of a nuneral.

     Science, LZI± , 307-341.

107) Treisman, A.)G., 8c Gelade, G. (1980) A feature-integration

     theory of attention. Cognitive Psychology, Lt , 97-136.
                        '
108) von Wr'ight, J.M. (G968) Selection in immediate visuai

     memory. Quarterly Journal of Experimental Psychology,

     2o , 62-68.
     pt



aog)

110)

IM )

11 2)

M3)

11k)

M5)

M6)

117)

118)

                                                    317

Watanabe, A., & Yoshida, T. (1973) Ro!es' of eentral and

peripheral vision in pattern pereeption. NHK Technical

Monograph, 2:/L , 23-31.

Weber E.H. (1846) Der Tastsinn und das Gerneingef{thi,

Handw5rterbuch der Physiologie, III, 48a-588. Wagner R,

Ed, Bieweg, Braunschweig.

Wiekelgren, IAI.A. (1968) Unidimensional strength theory

and eomponent analysis of noise in absolute and eomparative

judgements. Jou?nal of Mathematical Psyehology, S , 102-122.

Wiehelgren, W.A. (1970) Tirne, interferenee, and rate of

presentation in short-terrn recognition memory for items.

Journal of Mathematieal Psychology, Z , 219-235.

IATiekelgren, W.A. (197LF) Single-traee frsgility theory of

memory dynarnies. Memory and Cognik'ion, a , 775-780.

Wickelgren, W.A., and Berian, K.l!I. (197a) Dual traee theory

and the consolidation of long-term memory, Journal of

Mathematical Psyehology, g , k04-417.

WUkins, A., and Stewart, A. (1974) The time course of

lateral asymmetries in visual perception of letters,

Journal of Experimental Psyehology 102 , 905-908.

Wilton, R.N., & File, P.E. (n97S) Knowledge of spatial

relations : A preliminary investigation. Quarterly

JovLrnal of Experimental Psyehology, 2Z , 192-198.

Yarbus, A.L.(1967) Eye Movements and Vision. New York :
                               k
Plenum Press.

Yodogawa, E.(1982) Symmetropy, an entropy- like rneasure

of visual symetry. Perception and Psychophysies, 32 ,
                                                    -



3’8

　本論文、て、／タク♂耳》）し汚行ア3。て皆1く馬歯成

果め！部屯きYめ1て玉野である．視覚糸、マ並．

ヲ、」処埋、ヒ直多’」席画（ア（とヌ、づ’曝辣麺動1くよう

継蜘拠運）屯くみ令経て高履つ、、惣一ン
凝議能瞬発嬉し《v・る．’私、づ本論文ドお、・

　　　　のz、　3っ6〈処耀叢箔1〈分・す、　そいそ轟〕へ霞箔

tくおワ5叢誌様式1て1っ〉マジ考賑し≠ス．処霞め

・・ �ﾊ1コ鰭層的迦運1くお．、、マ、エイ立、く・3い、ず〆♂

ろ程、天馬くつり⊃り：起電菰さ塾てくる。・私

春本論文‘（冒頽、くお・・て視1寛，厨究バー！フの鐸

組打弄しアニ。宕＼1っ．借層旨拠心拍くお㌔・く、

！1フめ処チ望潔イ立あ蒋蓬と相互Z署頃Y、・ラ観直ノ

・ぞ斎循層で一べてv・く域、てあ℃一つバ

ラ獺礎ヵ現・繊至るヵ薄いk・」・浅eラこ尼
z・あ。ブ・㍉でら1て乏き＼ときわ、めで蕩祷と亀蘭建

て3走競含繭調いラ観、馬・らし酬多
こいG，てパターン認識め一処廊擢ぶ朗ら

かドざ匿うメ％け）」・・ノい適期特で協5
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。　こ“・詳う～く人F訂め視覚系ハ晴孝凝処チ望麺程芝

丹念、くしらバマ㌧・くこいてさり、柔ム胃，・．ター

ン認識め計算蓬論を％奴哲こうヒして、帰

。

・　茅2童で・、っ、、〈1細物ヌ壇営的ξラ亥1て｝り、光

ノゴダーンー．神経毒辞め斐．梗素式L二！フいてフ険討

築石つ。芦。そめ縮粟、ギ、〈ll喬ぐ直径タノ、備

“度がZ聯ノか￥裂繍ひ艶容野いヒ誘

明ちカ・、ニブゐ7曳。レカ・もY型細寵《寛容窮直

径口編、ぐ序k線形関イ系にあ。7〈．フリ・ソカー

感震、っ前馬｝〈、覆力1・凄才麦看に｝つくヲ栄定さ儀＼

ろらし▽。う戸．窒綬、適切・り刺激バ与ヌら
1・ Dつe揚、合、零雨野‘（直経び：尺董くつろ署、

童．塔適例・陸毒ご抵1F！ず客；y幻ミ戸）署らカ・1くさ斗・7叉

。！
G、Y型細・寵1っ愛餐無縫、〈1垂直4萎めお江

老3楕あ爺1釘で嗜愛性1ハ〉＼カで童、字で、・5こ

とバ朗らか1くざ小芦。最履囚、　こ眺ら“（縮果

・屯じレ囚引イ寒い説力、室戸周内数」剛牡
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汐っ’アカデーザ，レめ電託室差営首亨．解暑ゾ営的厨

憂ヒ比藪し1く．旧く．ヒト爾物1営前ず㌧、タ

面汚ノ配し、5甑漁。瞬め糠：本えヒ昆運）く｝って季渦膜

め光信考’め窄更元能力歪評イ面し1く。既しく妊バ・7二

焦吃・と・しtく、　四望く弓るむ心慮豪耳）寂で潜3錐

Z峯（C醐e）寓渡、つ老、くノ】・「Σくつう〃へこ、一掃心ジ度

iて｝らず、・愛智勇・ギ、く×く含鳶夢多，生心老吏、っ（

ノ∂・?�ｲ）［豹イ＿定z・あ，7＝。受痔野）司認め

　　　　　　　　　が
．・ ﾃ（望rごヵぐ愛寮鰐ギ、く呂（trtず3循ブ7めぞ、1司塔系

ド、柔稀式1覆1て｝ら「ヂー）乞‘（疑団‘（，錐イ本ヵ・ら抑

節重1へ生の入力芝麦、すて＼・多こ乏しr：ツ6。

　箪3誓ξ3－2ヵ・ら、1司才蒙≧く、専制桜の縮

合西面口（麗臼で劇3L論1ぐ．蔑・ヒヒも1くヴ曽切

幽・可3バ）フ支｛資レベ，レで口．備、ご度に》ら・ず一足

嫉勲であ。7て．勧郵翻骸1与乏アく
躍獅鵬％つ1・’ A汐一γ《計熱望論《．痴愚て・

鋼粥μ・・多．S幽網u℃Pい・タ6・）
圏ぞ越派前の窃廃潅ロラ主意ヒ、・ラ・ひめ乏単一

めフ． t凝ヌとして気㌦弄ルギー〃4、訓ワあ
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てYみ弓して～・多。しヵ・しつバらNe135eh（、9≧ク）

》人来、ラ主竜・芝2っの系送詩言㌻1く荏びくフθu凝ズヒ

あ∂む・。て、・ろ．しかし、そ《神経面前くつ

、・ ｩつ、貌んゾ議論烈貿、・プ3ガ，ア㍉軍3

彦で、っ、最近《立言彦右脚見屯繋合ゴれヒ

ガド数埋神経営罐顯ヴら2つめフ．硬ズヒ

“ヲ主君《脅動”、く関窮神経撫翫薦え八．

そこで口獅民心而主意一義マて3翫貿め
部冷ン辮浦賊1講ノ鳶笹湯ェーロン乏縮／

：博3孝であ3ヒ憩えら忍笑．こうしてごユー

℃ソ集風マあズ部分彫照して、・ゲヒい

う勉蜘健想到老砺。い・斌パ衡状態
、つづユー可ンの漁労頑一考蒋てぎ＼、づ’、放らい

て薪い呼衡状熊、、く移3．こい力透蕎ハ移動

．であ3・カリ稲礁め譲局（・雄久3蜘Pトe）バ

ラ主逐の拶蜘くヒって重恩・」のて・協3．いろ

で、葬2章で・記バ7くまラ≧、翻葵レバ、レで・1撹

溶鰐め犬勲隔・・D晶質であり，｝イらっ窒

ロケつ、・端ヌ励＼る。こ晒つ、系ゴの網六
二裾整恩寵で・口一八さ曽・マ、・弓（clelaヤ、4ら，／タ7り。
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いくカこって、寝間彫灘文イ凝ン糸レ〆部（

づ・りわち、そ専・ぞ’ぎい備、心’震で噴秀勇あ天ミ

づ、4げあη登ρミ・あ名）ヒ令Mイ、そ認・、っ自立

レ心レで’ ﾐ魂さ越も・ろうめヒ，％ヌ例稲（

・漸稿蜜下i㈹滅し／タク7参罵）．茅尋舞ご
　へ延鴨o’∫覗窮天眼翼駿1くお・・マ、っ、今拓く期

裾’」鉢ミ闘題ヒ・の、ノ・oターンめ画きさ・舶

）ら・ハ・（6匠漁脚ce）．1司様《こいつ、

視診短期詔麹餐量（丁嚇僻α浮92のにつ勺、

・・々若、倉の再認部ヒ視窮《天笈の振う糸（s久ld久

暫lked熊ノ979）Kη・・てる見瞬＼う。こ壷・

、緕袖壁バ渡乏ハ／糖ギ能で・｝講磁処遼レハ・

るこbご牙・峻さ鳶・マ、・ろ（アくとえ、イ晦†fe像

下i・航1臨ノ吻）こk七蕩博、・蘭蓮博多ゴあう

う。　葦ア叉、ノ分甫そ省芝ヵご／乞い孝契．ン矛｝レ而ど’イ玄そ

4〈～云差二…速．ノ菱φごヨ宅、，・（P、4・τ国士iξ／）め．で、i粗．・・

楕南無Pla眺し焦露払処々屯しく＼・3荷
賓継夕ぐあ写。yピ鵜畷近しくつ。セ、機祇、弓

ろ、3クーγ認譲妬緩1くお、・セ引司様の処埋

が福く鵬えり4・てき芋蔓3eめ欄（．タ肋）、つ，、・

縣主91ﾟ還｝る、・・ターン言繊痢顛所構しマ1 求B“ソ（、タクリ

　クぐプ～3。
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ターソン、ピラミ》｝ご表％1く／フ・’て解説しそ・》’

　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　ニ
ろ・きアてw・三日川！タク2）ロエ延め｝う1て

粗▽楕鞍でもヒ、くしで風累一隔・ら霧でべ凌

穿勿体か診菊’》そめ征置西暦！，、すて鵡・転嫁乏

、く墨黒能屯工、ずハ・くマル療）ズム屯提案し

ぞ▽多。鱗一｝oでお｝そλ∂．の範1郵・ら天

言力・・｝惰報歪処煙レ．重尋Y、臨・扇＼』多下学1く

百乏向・すZ処躍しも・多こ毛芝毬バプニバ、こ

評価こ《｝うつ処耀様式毛炉、増しム・砂で

あろう．おそらく陰嚢視め葬蝕二お・・て汐、

眼琢運働驚翫洋・D揚偽こめ｝ラ〆7処埋
てしで〉るヒ薦ヌ帰・ろ。

　晒匂で橘感く授鄭孝態でη膏つち鋤寄
豹・㍑μ㌶須め茎樗蚕響く閣下窃晩して

　　　　ミ㌃η・・そ冠バノく・エ。・hlじ醐・ヅく貯え卿7く情

穀、4、選榔守、・そパ濤徴バ霜冬芝戯＼イメージ

疋勲＼て一視覚趨耳言て櫓L二夏ちえら認＼ろ．あ3

柔髪庚言言著～しで紹揚倉で診、四望顔ケ詔寛ヵ遷・

・・こび知ら☆辺v・3（臨dt群阪R繍γ，／タ勿

廠油ぴ象協甑，タ♪∂乃こ病責で謳覇記
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礎《寿量、マ女救4め図Pヒ如姻ハレ｛Pめ闘

ド霧左しド。そしマ第三孝鎖つ紬離脈情報
還労隻4暑博弓諺ず，レ三寸豪しアて。　し刃・レ、診デ

，しで臨・くっゆ・め闘題、董、がヲ濁姻＼そ．・る．落

一で提オ・碕閣め瓢・v・曳2砂レ人下）詐伽く伽・

でず一処べ競粥適含魚磁・〉こYであ3
．こ瀬郎∂v哩、非嘗ド粗、・晴報、つ既福く
蓉蔓マ薯rΣ塾、ヵ・っ護・淋、てく、・ヒ▽ラ薫ズ乏示資隻・て

ぢヲ㌧ダ招翫掬畝乏’こ諫，乏笈庫て讃

であうう．き汽．部分分劉数ヒ娠ン7め評
定植め恥くヵ、・d今冷め議題で係3．7て丁ぞ

既、〈透ベプ〈｝う脈、イ梗ンクはA司詩rオメー

ジ光で拓溶量Y畠蒋、〈関聯レて㌧弓勤で・

鋼．ガ老らく、こ塾図でめ脳ンフ教ヵ講
生湯面メ・ら予定さ壷・て㌧・ろカ・らz・・あ客渓わ

齢3。

　．旧聞守（曾bし猷D嗜報渦前章シ（1◎eal）＋轍が

ビのう1〈霜互序河しあウて一つめえメージ
の稽毒膚鴇檀㌔界尺ゐ・冷授物レ〈俊訂4
ノぐきぞ’タ）3ラ。「臥1＞i矯・3　迄　D》Oh瓜ld～Oh《／タク2）らし叉
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嬉き弓託権訴髪1マ正っ、（ノ3ラダ’イム歪才昆言し

ア〈．旧くめ尉い・郷見ヵミ朗卯・、《簿・るこ毛

γミ｝，マ、まムア〈乃、っ、：辱素主；義哨ウで噺う弓く全

労論約で汐3〈循層約えヅレワーク構嬉ヒ・・

う視画示立。てんメージ毛梶天多こヒカぐで凌

多｝ラ｛てつ・7〈・

　レん・し・7が砿矛ットワー7め構疵潔イ興

、聖母関下扮び詐分め蒋→窒ゆご〉ヵ・にして託

撹崩＼3ヵ・ヒ・ウ疑聞ヵ嚥る．今覆、つさら、く

こ《蔦毛詳細ヵ・っ糸縦的、べ擁《紹こいく図

彪ぞあうう。4でK称脈双、タ♪の1父），マ屈
辱さ誌＼マく・毛・ギ・しねこ’「彦護1弓｛フ名・デ㌧レ」ヒ可3弓

嘱’、今綬1っ嚇りrl’「微矛下汐毛デ｝レ」声門呼

であ3．そ奇毘皮プ物37てめ1く、っ、焼冷託鹿

．ρ窟究質ら、く老あ5hね《、みラー履視

難期記モ童の諮継脅轍1く再霞曝し、帝
イd爾髭蜘署、星動糸つらびこく感覚糸1二お

・丁斜翻ひ統合遍程芝愉内名ことが、弘喀ヒ

つうう。　　　　　　　　　　　　’
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i．叢置の～涛徴と原埋

　戻馬童レ（洞▽ら船τ〈装置、コ奄児と萩、ヨバ開発

レ翼示外線眼底鏡野訂（1㎡鷹d稲dUS　c。繭1回

peri戚eの爾び稲畜らク禰重し存弥タレ孝鰯底

・げ似づ一ワ．（ln柵ed緬dus㌔αP、・sc・pe）でめ

る。　こ船らの装置、7、：被：駿着“、眼底稼屯躰外

線砂丁．マ名多ダで重うyざ刃・りz…・J〈、親擦

毛混オ！奇べ廷露底イ立置x正擁匹素足万能ごあ

多。耳棒耳管芽考霧〔客奪、デ船、イ〉ス下“、とおワゴ

ある。

．．
早j被下着《眼底選管匹監麗ご董る。

Gi＞視棟の梶ゑ嵩置バ網膜橡ヒ重膨倉的，《て毛

　〃そレビ匹写レ財隅隅。
qの図αXwel　l視ズある。

（lv）矛星螺窮｝び背景の輝度芝α1封塔契津イ立ご覚

　7し亡Σ，亡　らぜ＼・う。　　　　　　　　　　　　・

　フ欠〆．G）から㈹の埼考徴クぎv・夷・匹更i彪さ磯＼マゾ
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多かレニ！フゾて・説明てう。

　寺ず、光孫Aから鵬K％口、赤クレフォ，レタ
ー　醤孟1適レ、　葬夕｝’）乞ア～、すバハ　一　フ　ミ　ラ　一　β　し4

一蓮レ、そこZ㌦反射レで被：霞着6〈角膜匹蓬てる
　サ　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

（）図97）。角職〆歪可う赤クレ綜、r直経メ♂卯伽

の円形聯分｛官づ牢果の崩多寄を徐き謹孔を誼し

適レ網蕨三等射’rrう。郵弓8）．網蕨め及射光

、て一ラ寸ノ吻レンゼ還i蓮…i邑レ・さ』ら区ハーフミラ

ーか泥葱i毒ソ拍すマ三ハ面で縮’橡iでう｝う匹

レ、Z懸ア縮贈てう。ここご蒜橡し爾薩
稼、っ、・一フミラ配合〆よ，で及射レビジコン

カノうごとら気ら躯毛づ夕一ラレビ匹写レ錫
芝き＼る。　ノ、ごフ　ミラ．’（∋r、マ司’；視光｝コ三紅i萢レ、

赤ク隠参伽娠射寸砺う商琵蟻・ていゐ（図97）。

　被蔽循バム（Cめ偏『）ハ輝度の・霞飛・しアくしミ

6（1蓮孔径セκ（47霜〃八）　㌔一て塾、ず、

　　　　詫二　♂一3払流（クμ・向ム）’

でオ禄さ争うこしバ知ら穿て、・う。通洋耳董孔
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経口え〃夙がら1c伽の闇z・・変，zピでるバ、添溺究

’ゴ用〉τ・3c〆∠粛程度の瀕度z・月、繭乳経冑4

伽孤～’例認ごあろ。　この｝「7レζ盲婁孔径、マ剃ヲ蚊輝

彦セ卜う匹愛んでうのガ、通1常店噸：罵戻（

－￥e7ti照、い絃踊hαtめ鴇）、コ造物・輝雇Lヒ瞳孔面積S

凸業師賦存縫う。lm，勘冒戸越遇しでIC齢オ
の老蓮旦仁vミ、《網蕨覇、度芝ばヒolahd（凪蒼レ

マ1撮．）尼定義さ責・マ〉う。戯亀っ臨weU

視ヒ・・ラ方ラ玄匹｝，て婁孔径昇｝らず看効に

揮度野壷6さオて〉・る。図axwe1L視い守、剃叡．’

％．バ瞳礼〃・・ギ覧▽芝ハ・さv・直径が萢ろ7r7下し

、綱膜等親イう光累バ腫孔径源多量さ躯・」ゾ

3う匹4う秀ラぬ・あろ。晦×weU視下用、、を

こヒρ。気腫乳芝通多岐東ヵ承、締め〆
橡の探度バ；深く・乱麗の影響i芝童、丁区く≧・3う

。

　宗クレ線1擢底視努多f（図？9）ぞ、っ、視螺、コ逸）常

β婦鑑〆四脚瞳遡・ろ．恥k、菰タレフィ

ルヲー匹梶和べ甲形め売覇、ア編《Z・・あ

多。イ弓わち、更‘（郡ノ墜下可視光う赤クト光う
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逸過！ざるヵくそ専・以ψ｝一の部，心、っ赤ク｝i乞だ、すバ通

適｛多．　βの亙置匹循橡レ㌃訴クレ気匹3う眼

底橡而こ．ヘフィ，レター莞三重ッマビジづ／渉〉＼

多鼻　光齋、、Aヵ・ら鵬ズく司’視ヲ乙｝コ．　ノ＼一一7ミラー

’α芝遍聴し、視燥の】ての部冷還蓮ッマハーフ
ミ隔 堰[β匹あう直径／ま撚孤〃・貿屯i逸ッて被験着

め瞳孔芝頂径パ．飢職の光東z・：通．薙てる｝ラレζ

殼多ア｛専＼2▽る、／劣、赤外見匹3多耳秩抵橡

、τ．ぞ、コリBのオ立置瑳藷被イうρz”、巧著うジ

ー露骨橡と魂擦バ青照診瀞繁劇へzガジづンで

撮影さ興るこ㌧いつう。しπヵ㍉回視早め
環鈴が濾底エで正確レζ衣足z・き多ハz・ある。

さら〆視裸のゾシト月齢彦慎めピント倉牌オ

〕司涛捗ク誓・∂ラ・bぐガ干る。被駿着匹犀今

夏駕があ．マう眼．鏡｛腰爾てる、ゼ単が・3ゾ。

2、装置の説明
赤タレ線眼底視’勇計

　図99のβ、一段丞《重め紹橡で多面2・あり、

こ・こ区赤外線秀蓮つイルクつ畷挿、いろ．こ



∋32

のフィルクーレニ・コ、　N援IYA（｝し一ザガ1工張

置区｝。マ鳥・乳汐ぐあ、すられzおり、ハ乃・ら白

色光ゴ岱明て多ことに∫り小孔バ視標ビア」る

｝ラ区さ躯2v・う。　こめ光｝っ耳艮，底カメラめ才叢

窮理の光路玄馬肩レ．直径／錫夙め光が瞳孔

葦通，剥しマ霰承〆緒橡でろ．し〆バ7で漁X圃

親匹｝台割足ズあう。　（ン、っ肯景光ぐあり、D

百面視滋．ハ％ラ原ずある．肯景単二胃直径3〃。

ρ洞＝形ごあろ。頭四光ロフジムββ〈！久ノk色

糧彦愛綾1フォル9，％7。マ約60000κに矛重

正ルであう．視裸の瀕度口最フく／〃0ク0ク5珍ソ
　馬毎、，

づヶヅフラワテン〈／∠）フλルダーノ〉’o．タ∠匹」

・㍗〃4砺μ滋めヌアヅフや減巡回
こ‘〈壇バ毛ラヲーエレずzジク，レ表ぷざ小寒

．潮繋郷震ロノ。巧みゾ網暴馬，崖πゑ2t託．ご

あ，μ。白老ゴ、二三：標沌赤色が直1径7ノ《）『

形z・あろ。

赤外線東駅パフ4ロ・ヌづ一フ。

　冬茅置。縮属ら。覇謄し偏ハご・あうぶ、
無恥的〆、っ前…障め赤外線躍底視勇計屯え含組・
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み倉わオ斥るのz・・あ参（縮届ら、／9多ol

工甑t・痴e七αレ，ノタ卵）．図｛。。区そか外髭を宗

イ。

　え省ハ平気底：カメラの対嫉1鍾“・前レ｛及翠黛τ

一〕庭ソ符可、ガメラ季体π耳艮鍔三図早筆／芝軸レζ面

敷『宸?D飯事橡と視：標囲立量、コ芙轍・」爲にη

ってv・なのか、耳孔、底悪評視標口「「Vカメラ匹

重つ．マ墜橡ゴ膏＼多。童橡、2え省6〈毛フ9一

一「V匹1つで選評旧いう。ま直、λ：省の）〃メ

ラ本捧口前獲、た指匹可動ご、謹孔’距離π要

る＼動〃“ほ錦回暦糧．本葬蚤㌔功メ
ラ本体《禽度起か乏乏斜’視角歪讃・！弓こYも、

矛〆視標め〉＼射角屯かえるこ吃毛ぞ芝る。条

蓼置め親裸観螺老口光嫌部バカメラ母野弁匹
づろ　ワ　、　　ブ　ラ　　ズ　　フ　マ　　イ　ノぐ　一　　ご・三多　り　込ノし　；ゴ　〉　　多　。

　ヴお、こ碁ら＾張置パ精彦2・あう試、毛φ

フ千レビ《走，．査脚線！本め幅が亭号♂ノ〆♂め批3’

恵方め縮震z・；視喜界花置屯家めらぜ＼る。函101

、τ正席着あ血：営艦、重パて1」わち立工暫バあろン．

蹄勧部ノ筋顛芝囲邸お）芝添しマv一
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多。　こ《緒軍。・らイ琢ず蒙の痘置わζぎわあマ正石崔

に家めらがうこVバわかる。本．v・血暫《奏渡

可血1彦〃、周風ヒ比べZ約ス、ノ女寸季芝潔位種v・。

視緒め系菌藤毅身1「イ立置r巳歪多ヴ2・凌1♂v、従乗《

一裟置で百、こめ血盾臆直，ワVのア（めに1実、駿・緒

軍叡、¢でし毛！教しデJv、こYぶ劣ゾμうめ㌧

思の酪う。
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　茅2看、づ、宴，庫蓬料入営肩蔚身曽教室の可児

レ芳助散疲、三村ラ台講師、x飯迩多エ眼厨近；工

柔美子・爵宏ヒめ該司獅究であ多。享3章茅4。

彦そ、っ。魏妹彦勘楚エ弊零物工瞬楼縁
♪欠教覆、い1人光努助きヒの芙1司，厨究ぞあ3。

茅4・章｛づてバマ私かづ【飯フく首人闘君営部石’動

…寿、茗年健存1教才包め若ヒz・’竹つつ1く∬育震であ・多

．．こ轟・らめ轍蛎舳敷感謝・・7くしきて。

諏て∴本論魅書く磯俵屯与奴千さ。ア諒
寒天ぢ条著移ラ台，雨覆、卑慰籍二教後、煮寒く御

属頭慰撫受1∂盛謝し晒．

鰯和ぢ9三｝2耳
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図6－7濃度波の伝播（B－Z反応）・

図マ．Bel。u釦v－Z雌lhskγゑたしくみら掃歯

　　　　　室間パ9一ソ’
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8
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7
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8

5

 8

10

F

F

M

M

F

F

F

F

M

M

R:1.2
L : O.1×+3.0DC+cyl. O.5DA.9eO

R : O.1×+4.25D
L : O.9×+4.0D

R:1.0
L:O.1×+3.0D )+cyi. O.5DA.90e

R:1.5
L : O.08×+3.0D

R : 1.0×+O.75D :+cyl. 1.25DA.180"

L : O.3×+1 .25DC+cyi, 2.0DAn80"
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 L:O.2×+2.25D )+1.25DA.900
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 L : O.1×+1 .5D=+cyl, O.5DA.90"

esotropia. 7e nasal

microtropic esotropia.

7eesotropia. 1"nasai

esotropia. 5enasai

esotropia. 4e nasai

esotropia. 5e nasai

microtropic esotropla.

microtropic esotropia.

 esotropia. 3q nasal

 esotropla. 3"nasal

50 lower

30 lower

3e lower

nasal

temporal

-



Clin±cal data on amblyopic subjects

Name Age (sex) Present clinical data

H.K.

M.H.

J･Ko

Lll

27

30

(M)

(F>

(F)

microstrabismus, 40 eccentric fixation
RV: 1･5r LV: O･1 (O･1×S+2･5D:C-Oe5D 1800)
unstable fixation
l7.50 esotropia, 60 eccentric fixation
Rv: O.05 <n.c.), Lv: l.5
steady fixation
70 esotropia, 60 eccentric fixation
RV: O.4 (l.O×S･-2.0D:C-O.75D 900)
LV: 50crrt/n.d., unstabZe fixation

X<4



表ら．屍諏お｝び偏、ご固視眼1くお、づ5視感

　　　度。ハ1コ弱視F艮め申、ぐ属。B口禰、ご

　　　面：視喜／。　（ン1っ，姥露ζ（キ、ぐ縞。　P、っ億

　　　、こ面視直a文対爺湾3姥畷《部位屯示

　　　可。

　　　　amblyopic　eye　　　fel　l　ow　eye

Name　　　　　　A　　　　　　　B　　　　　　　C　　　　　　　D

T．A。

DK．赫。

T．H．

K．T．

Y．N．

K．S．

12

12

6

4

14

12

16

16

14

8

16

14

17

18

18

16

17

16

16

16

14

14

15

14

㌍



/

Clinical data on subjects of eccentnc fixation amblyopia.

Narne Age {Sex) Fixation locus Present clinieal data

T.S.

M.T.

Y.N.

K.S.

22

5

11

17

(M}

{F)

{M)

(F)

Temporal

Nasal

Nasar

Temporal

   6o

4.250

   4o

  llo

RV: O.02, LV: O
         .80 exotropla
RV: 1.0, LV: O.
            .25.70 esotropza
RV:(2.0), LV:(O
8e esotrop:a

RV: O.02, LV: i
200 exotropza

.1

l5

.Z5)

.2

Lack of
 correspondence

T.K.

A.Y.

N.Y.

!4

12

 7

(M}

{M}

(F)

Downward

Nasal

Upward

3.2se

  3e

  3o

RV: O.8P, LV: O
7e esotropla

RV:(2.0}, LV:CO
30 hypertropxa

Rv: 2.o, Lv: e.
5e esotropia

.07

.09)

15

A.R.C.

.

/#. 6

v

l



ゑワ．網腰神経箭細鵬度（D卜），錐捧
　　　　囑雇（c。he）ヒ3h＿《標靴定丁望

　　　　、憾オ貿計恥蝦二翻私泌零
　　　　数．

Eccentr三city oo　　　　　20　　　　　3。　　　　　40　　　　　60　　　　　100

Dr（m三n－2）

C。ne（min－2）

X－ce11（min－2）

Y・ceU（min－2）

9．2　　　　1．9　　　1．2　　　 0．8　　　 0．4　　　　0．2

3．1　　　　0．6　　　0．45　　　0．3　　　 0．26　　　　0．18

0．96　　‘　　0．96　　　0．96　　　0。96　　　0．96　　　　0．96

0．3　　　　　0．15　　0．12　　　0，09　　　0．6　　　　　0．03



2り

表8．．ヒ玉‘（寝．．重坑欠．因、を一

勧覧渡（dG） 0　　　　トぢ
と

η、ぎ ’4　　　　　∋o

簿：椀芙囚｝
　　　　　　ワ，ワぎ　　　　5’・25’

（伽働／4e　）　　　　　　　　一一

3，44　　　ス3’
ノ，一24一．一〇・≠1

1〔｝

F



表り． Ahd，le‘。e”七B。伽久（円76）から・語箪し罷値

subjec七 」．A． TvR

φt　（deg） 6 12 36 6 工2 36

ρc　（deq） 3 5 15 4．2 8．4 23．1

Lc　（㎜） 7．6 6．9 7．2 10．7 ：Ll．5　　ユエ．1



k ID.

Banks et al (1977) Beuma
      . --¢ti (deg) 6 --8" "' 10' ' 4.3

(1970)
 ' 7.4

pc (deg) 1.3 1.7 2.2 Z.45 2.32

Lc (rm) 3.3 3.3 3-.5 4.9 4.9

,

,



加1、 ♂〃％の正，麟セ得多あ1く、必穿’さ堤オ・詩闘

で㏄e漸・it／（d・2） ／” メ6
θ

之。 必ま。

hD，170漁1． ，〉／ 33 えゲ 6／

＞eヒてica1 3♂、♂ 46’ ♂3、ク 誘8

（’m＄eの

孕



表12．平衡菖の纏顯冒固数

隊定纈点隊劇不安定纈点

ω

（ロ〉

をう

⇔

㈲

b－1／a＞k

k＞b－1／a＞c

c＞b－1／a＞o

o＞b－1／a＞一。

一。＞b－1／a

4

2

2

2

1

4

2

1

1

0

1

1

0

0

0



叢B、

言怨・ 訊1 視覚矢託寂

霜貌認「識’、
l

i

柔ぢ、曽話認試
「櫨茨認性矢読「

　　　　　　　　1
絵，風都認「



影対4。．遮断）訂多疫駁ヒ顔《1司：定穽．

Cut一。ff　Frequency（cy・le・／Di・play）

　　　3・・410　8　6

100 92 69 42 8

F



'

f` l5 . fn fige# ･i "I ?;±' gi

a-･} '
ffi'kllili{L -ifiL' - ;7' ,

..rlZ- 2,N >   ..1
it,iN

st ･sr2e; .J¥i

Visual Acuity

Name Age (years) at 5m at SO cm

OD os OD os

Y.T. (DPR)

H.O. (DPR)

Y.M. (DPR}
T.T. (normal)

T.N. (normal)

T.T. (normal)

60

54

64

3e

26

25

O.04 (O.06)

O.S (O.5)

  (O.5)

  1.2
  1.2
  1.0

e.2 (o.4)

O.1 (O.15)

 (O.5)

  1.2
  1.2
  1.0

O.04 <O.2)

 (O.4)
O.1 (O.1)

  1.0
  1.0
  1.0

O.1 (O.4)*

 (O.1)
O.3 (O.3)

  1.0
  l.O
 ･1.0

"The value in parentheses is after full refractive correction

 ]

'

l



kl6 . ..
if' A" i ax.i}rlM-v rt<3 Pctt dx sg.

subj ec t

 gfoup
stiraulus
duration
 (rnsec)

rs!
(msec)

SOA
(msec)

   PCU
(percentage)

Exp.I A
 83
l50

300
･300

383
450

24
71

Exp.2

Bl
B2
Bl
B2
Bl & B2

150
150
150
ISO
150

 50
IOO
l33
217
300

200
250
283
367
450

19
62
69
69
75

Exp.3 C 150
l50

133(Mask) 283
l33(Blank)' 283

70
66

s



jii2Ii.I,-(.

Averag'e corap l'exi ty for each group of MP

4x 4L .4 x 4H 6x 6L 6x 6H

33.65 ( 2.67 ) 46.43 ( 2.l3 ) 48.42 ( 3.01 ) 61.08 ( 3.26 )

'



表、9、夜司醤＼び図Pめ蒋桂。

餌．T． H．V．一S。

3x3 10．0　（1．05） 0．27　（0．05）
一

4　x　4　L ll．1　（1．2） 0．24　（0．02）

4　x　4　H 22。8　（1．2） 0．1　（0．02）

6x6　L 21．3　（3．4） 0．19　（0．02）

6x6H 40．7　（3．38） 0．12　（0．02）



']jilli(

t9.

Learnin Curve for each rou of MP

3

u

6

6

x

x

x

x

3

4

6

6

L

L

H

P=

P=

P=

P=

O.9

o.84

o.74

o.63

+ O.1･( 1

 + O.16･(
      '
 + O.26e(

 + O.37･(

- exp( ･-3･83 (

1 - exp ( - 2.

1 - exn (- O.

1 - exp ( - O.

 t O.1 )))

32 (t O.1
1 ( t ' le12

Ok ( t -t 8.96

)))

)))

 )))



霧2。， オ鞘峙蘭ヒ再蜂（霧季偽髪）

Deloy　（sec） 0 ／5へ 3∂ 好

6メ∠ム ク8∠（ク09） 。．3クζ4・7）・救。〃の。♪奴4〃8）

∠y6〃
4タ〃ぐ〃タ）〃〃（ク捌4夕∂（ク／2）ク9／（．，〃2）

’



表21 裸蒋詩闇と：融孝（∬・ル）

Delひソ（sec．） 、久6 ／

4x々乙

く～x女ん1

6ズ♂∠

∠メざ〃

ゑ♪oζ〃ぐ2

ク裾（〃3）

4♪召〃の

〃露／〃∂）

∠～クタ（6し⊇ノ♪

〃、弟～（∂、〃の

謡ク伝∂の

〃タ（4〃の

ム2♂rム〃タ）

〃31〃♂2

、クフr♂（・久・クタ♪

46タ（〃、∂♂ジ

玖23ぐ玖・2）．

泌7（4！ρ．

〃タr〃の．

好∠伝〃♂ノ

汐22。 イ縮菊簡ヒ再主孝（エ丁あり）

Delaγ（3ec・） 4ボ ／

「4

女x4で∠

女メ4〃

ぎソ、4∠、

どノ‘4〃

2♪∂（〃／ノ

雄（〃の

4♪／ぐ〃3♪

2謬（〃♂）

玖♪8ぐ∠切

ク頚（4∂の

の／ぐ443）

泌奴4〃の

6～6タ（σ／クり

4継（4η）

〃あ伝〃タ）

　　　　ひ

4ぬζム〃ク♪

泌2〔〃2）．

躍♪ぐ〃∂．

ク62（〃3♪

ρ6∂（〃δ



表23， 后＠凶Pし演「で扮劉数

3メ3 4ム 4～〃 〆ム 6！プ

／Σ（〃9♪／8奴〃29） z68ぐ43♪ え認（〃♂ノ 衣3奴〃♂ノ

ゑ高倉ひ岬1・二二脳ン7数

臨y（sec・） 0 ノ5く 3〃 4♂

6ノ〆ム 23ぐク7ク 裁♂ζムの え3で4り 蛭r4の

∠ノ♂〃 溜ぐ好） えタピ4∠♪ えタビ〃♪
．メタ仏ク♪



ゑ2ぢ，　毛ず、し・と望、瞼・縮象め比教

恥d繍酷 ob3e冑ed

6・4乙

6ズ6〃

∠ゾ6〃

4ゾ4〃

20s堤オ・

50S堤看・

los以千の幌示

（繍記梗の醒）

82％

％％

『ケ％

3部

》♂メ

90メ

〆3払

2ク％



完1（26，　二混オ・爵闘・ヒ再言忍率

　　　　　　力㌧こ、肋麟イ離白和

〕三丁（sec．） 3　ソ3 女　メ女乙 女x4〃

4～〃2 483（0．ノ4）　〃83（ク。ク♪ 2♪〆（〃の

。、／
‘クタ5く（、ク、！／）　　6～タ‘クぐ6～ノ62 4タ〃（〃ノ2

〃、5｛ クタ3（4〃5く）　4タ6’（2〃59 4％ζ〃の



表2マ． 堤牙・崎線再亥解。　戯、で

茅1更駿．薇、揮2実験め結衆．

εT（sec．） 6　x　♂ム ざゾ6’〃

〃、／

ゑ5く

え♂

ク∠　（〃ゴ／）

玖ク　（ム凄3）

ク好（〃8）

泌8（〃タ）

4ク3（〃の

玖2ダ‘4・の

ノ（え

，～：4

48

2タ∠

〃．ク済

玖♪5く

〃．2ぞ

（〃4ク

（o！の

ぐク／刀

＊

〃2（玖〃／

ゑ5タ　（4／6）

〃、鍛（4・の

F


